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　五月の風が樹き々ぎから運んだ緑の香が、放課後の校舎裏を優しく満たす。

　うつむき気味で微かすかに頰ほおを染める少女を、見つめる少年は優しげな笑顔。

「あの……八や木ぎ本もとくん」

　桜色の唇から、鈴を転がすような声が零こぼれた。

「わたし、八木本くんと出会えて、本当によかった」

　顔を上げた少女の瞳ひとみが潤んでいる。

　少年は見守るような笑顔のまま、彼女を見つめ返す。

「だって……」

　一歩、そしてもう一歩。少女が歩み寄る。

「だってお陰で、タケシくんとつきあえるんだもんっ」

　少年の笑みが僅わずかに引きつったのに、弾はじけるように笑う少女は気づかない。

「あはは……。役に立ててよかったよ。ミキちゃんとは友達だし」

「あたしも八木本くんみたいないい人が友達でよかった。ありがとね☆」

　両手をぎゅっと握り、すぐに放してミキはスカートを翻ひるがえして走り去った。

　一人残された少年の頭に、木この葉はがひらひらと風に運ばれて落ちた。

「う……うぉおおっ！　これかっ！　またこのオチなのかっ！」

　少年は頭を搔かきむしり、足を踏みならして絶叫する。

　さっきの葉っぱが足下に落ちる。

　二年三組八や木ぎ本もと一かず大ひろはいい人である。

　それは私立九く比ひ戸と高校の生徒──特に女子ならほぼ全員が保証してくれる。

「オレはいい人になりたいんじゃないっ！」

　頭に浮かんだ言葉に自己ツッコミを返しつつ、ドンドン地面を踏みならす。

「本当は彼女が欲しいっ！　なのにっ！　どうしてっ！　神はオレに『いい人』などという評価を押しつけようとするっ！」

　別に神が押しつけてる訳ではない。

　自分の行動が原因なのは分かってる。

　とにかく女子に嫌われたくない。だからなるべく優しく、紳士的に。

　本心は棚に上げても、えっちな視線は向けず。ユーモアだって忘れない。

　頼み事はもちろん笑顔で引き受けるようにしてきた。

　見た目は人並み程度だけど、清潔さとさわやかさをいつも心がけている。

　その結果女の子から友達としては信用され、いろんな事をお願いされた。

　特に多いのはさっきみたいに『好きな男子の気持ちを確かめて欲しい』『仲を取り持ってほしい』というパターンだ。

　校内では一大を通じてつき合い始めたカップルが一三組二六人も存在する。

　気がつくとギャルゲーに出てくる『女の子のデータを教えてくれる便利な悪友』みたいなポジションに収まってしまっていた。

　そう言えば隣の幼なじみやバイトの後輩からも『頼みたい事が』とか言われてるけど、まさかそっちもこの手の話という事はないだろうな。

「あぁぁぁぁぁっ！　欲しいっ！　彼女が欲しいよぉっ！」

　自業自得とは言え、気がついたらみんなの『いい人』『お友達』。

　女の子の前では絶対口にしない本音まる出しで、芝生をゴロゴロ転がる。

　誰だれも見てないからいいけど、はっきり言って危ない人だ。

　いや違う。

　もちろん『危ない人じゃない』という事ではない。

　違うのは『見ている人がいる』という事。

　ごろごろ身み悶もだえする姿を、木こ陰かげからじっと見つめる影があったのだ。

「ぎょげっ！」

　変な声を上げつつ慌てて飛び起き、姿勢を整える。

　見ていたのはクラスメイトの星ほし川かわ早少女さおとめだ。

　校内でも特に印象的な女の子──地味すぎるという意味で。

　今どき珍しいフレーム大きめのメガネに、髪は無造作にただのゴムで束ねているだけ。

　もちろんメガネだから地味というつもりはない。

　授業中や読書の時だけも含めると、全校女生徒の一九パーセントがメガネを愛用しているが、みんな自分に似合うものをかわいく着けこなしている。

　そんな中、早少女だけが絵に描かいたような古くさいメガネを使っている。

「あ、あの……はは……」

　まずい。これは非常にまずい事態だ。

　一かず大ひろのポジションは女子の機嫌を損ねず、嫌がられる言動は慎つつしむ方針のたまものだ。

　女子の口コミネットワークというのは恐ろしい。

　今の奇行アンド本心がバレたら一大は『いい人』から『いい人を装っていた欲求不満の変質者』へクラスチェンジ。

　評価は大暴落。急転直下で大気圏突入失敗、成層圏できれいに燃え尽きたりせず地面に激突して爆ばく発はつ四し散さん、二度と元には戻らない。

「……見てた？」

　一大が訊たずねると、早少女は肯うなずいて桜色の唇を開く。

「ずっと、見てた」

　澄んだ、いつまでも耳に残るような音色だった。

　そう言えば同じクラスだけど早少女の声はあまり聞いた覚えがない。

「転がるところじゃなく、ミキちゃんのため頑張ってるところから……。ううん……それよりもずっと前から八や木ぎ本もとくんを──一大くんを見てたの」

「え？　ええっ？」

　危き惧ぐに反して『彼女欲しい』と吠ほえて転がったのをキモがっている気配はない。

　それどころか『ずっと見てた』。しかもわざわざ名字を名前に言い直して。

　これはまさか、夢見ていたアレなのか？

　早少女の細い指がフレームに伸び、ゆっくりメガネを外していく。

　分厚いレンズの下に隠されていたのは──きれいな瞳ひとみだった。

　長い睫まつげに縁取られた潤んだ目が、真まっ直すぐに一大を見つめている。

　メガネの印象が強すぎるので気づかなかった。柔らかそうな頰ほおのラインも、すっきりした鼻筋も、ほどよい大きさの口元も、大きな瞳と完かん璧ぺきなバランスを描き出していた。

　クラスどころか全校でもトップクラスの美少女だ。

　まさか『メガネを外したら美人』という伝説が現実に存在していたとは！

　他の男子が知らないこの素顔を、今オレだけが間近で見ている！

　ビバ地味メガネ！

　ブラボー地味メガネ！

　ゴッド・セイブ・ザ・地味メガネ！

「……一かず大ひろくんに、お願いがあるの」

　白く華きや奢しやな両手が胸元で握り合わされる。

　小さな、だけどよく通る声が真剣な響きを帯びる。

「な……何？」

　期待が膨らむ。どんどん膨張して爆発寸前。

「わたしの……彼氏になってくれる？」

「もちろんっ！」

　ノータイムで答える。バンザイしそうになるのを我慢する。

　遂ついに報われる日が来た。『いい人』を続けてきたご褒ほう美びを神様がくれたんだ！

　ありがとう神！　いいぞ神！　できればもうちょっと早くしてほしかったぞ神！

　さっき呪のろったのも忘れ、心の中で叫ぶ。

　いくら感謝してもしたりない幸福だと思ったのだ。

　この一瞬だけは。












第１話　これは断じてモテ期じゃない







　教室ではひとりで読書。授業態度はマジメ。テストの成績は上の中。クラブや委員会には入らず、放課後はすぐ帰ってしまう。

　星ほし川かわ早少女さおとめは、そんな女の子だ。

　友達は多くないけど、孤立しているとかイジメられてるという訳でもなく、クラスのみんなとはそれなりの距離を保って上う手まくやっている印象。

「一かず大ひろくん？　わたしじゃ……ダメ？」

　さっきまで分厚いレンズに隠されていた瞳ひとみが、上目遣いになった。

　これは反則だ。攻撃力高すぎ。

　雑用頼まれて『お願い』とか、その結果の『ありがとう』で笑顔を向けられるのは何度も経験しているけれど、このパターンは初めてだ。

「う、うんっ！　もちろんだよ！　オレなんかでよかったら！」

　ブンブン頭を上下に振る。

　いつもの笑顔にする余裕なんてない。ほっぺたのあたりがムズムズ緩んでしまう。

「本当に……いいの？」

「本当の本当に！」

　念を押す早少女に即答する。

「約束だよ？　破ったりしないよね？」

「もちろんさ。さ、早少女っ！」

　思わず下の名前だけで呼んでしまう。

　ずっと憧あこがれていたシチュエーション。気軽に話せる女の子は多いけれど、名前で呼び捨てにできるようなのは、ちょっと難アリの幼なじみひとりだけだ。

　ああ、彼女。

　夢にまで見た彼女。

　ねんがんのかのじょをてにいれたぞ。

　ようやく今までの『みんなのいい人』として頑張ってきた苦労が報われる。

　しかもこんなダークホースの超美少女だなんて。

　だが──。

　その超美少女の口元に、不意に笑みが浮かんだ。

　それも嬉うれしそうとか楽しそうとかじゃない。

　にっこりではなく明らかにニヤリ。禍まが々まがしい邪悪なカーブだった。

「約束、したよね。ちゃんと証拠も押さえたし」

　口調も一変させて早少女さおとめが胸元の手を開いた。

　いつの間に隠し持っていたのか、中には小型のＩＣレコーダー。スイッチを押すと、録音状態を示す赤いランプが消える。

「え……？　ええっ？」

　シチュエーションが飲みこめず、思わず身を乗り出す。

「一かず大ひろくんは、あたしのニセ恋人になってくれる、と」

　レコーダーを手の中で弄もてあそびながら、早少女が断言する。

「ニ、ニセって？　さっき恋人って言ったよね？」

　うろたえる一大に、早少女は無言でイヤホンを差し出した。とりあえず耳に入れると、録音されていたさっきの会話が再生される。

『わたしの（ニセ）彼氏になってくれる？』

　あの時は聞こえなかったけれど、はっきり『ニセ』と言っていた。

　これだけ小さな声なのに発音は明めい瞭りよう。

「き、きったねぇ！」

　騙だまされた怒りが口を突く。

　いつもなら女の子に暴言は吐かないのだけど、今は冷静さゼロ。

「一大くんは、女の子の頼みは断らない。女の子との約束は破らない。そうだよね」

『もちろんっ！』

『どうかな？　一大くん？　わたしじゃ（ニセ恋人は）ダメ？』

『う、うんっ！　もちろんだよ！　オレなんかでよかったら！』

『本当に（ニセでも）いいの？』

『本当の本当に！』

　恥ずかしさで途切れたと思ったパートは、全部小声で『ニセ』を強調していた。

　まるで致命的なテキストだけ砂粒サイズで印刷してある契約書。

　これはなんていう悪質商法ですか？

　クーリングオフはできませんか？

「これだけじゃないよ」

　レコーダーの代わりにケータイを取り出す。もちろんカメラ機能つき。

　小さな画面で再生されたのは、地面の上をゴロゴロ転がる一大の姿だった。

『あぁぁぁぁぁっ！　欲しいっ！　彼女が欲しいよぉっ！』

「ぶっ！」

　己の醜態に吹き出してしまう。

「言ったでしょ。ずっと見てたって」

　もはや逃げ道なし。

「だ、だいたいニセ恋人って何だよ？」

「言葉の通り、恋人のニセモノ。わかんない？」

「そ、それはわかるけど……どうして？」

「ボクには、そうしなきゃいけない理由がある」

　早少女さおとめはきっぱり断言する。

　こいつ、ボク女だったのか？

　教室では──というかさっきまでは普通に『わたし』とか言ってたのに。

　ずっと猫被かぶってて、今だけ本性を見せているという事か？

「ちょっとした事情でね。ボクはどうしても彼氏を作って、恋愛というのがどういうモノなのか、どんな気持ちになるのかを知らなきゃいけないの」

　右手の中で外したメガネを弄もてあそびながら、早少女はよく通る声で告げる。

　どんな事情だ、どんな──と訊たずねたところで、はぐらかされそうな気がする。

　けれど怪しいからって断るのもマズい。

　まずさっきの録音があるし、女の子たちに『一かず大ひろくんは女の子の気持ちを踏みにじるひどい人』みたいな噂うわさが流れるかも。

　こっそり録音するような女だ。その程度はやりかねない。

　いい人扱いは不満だけど、それだって積み重ねてきたプラスの評価。

　いい人を卒業したいのであって、ひどい人と思われたいワケじゃないのだ。

　何よりごろごろ転がっている動画データが致命的すぎる。

　さっきの感謝を後悔する。

　この世に神などいない。いや、いないのならもっと運命は公平に割り振られるはず。

　神は確かに存在し、オレを目の敵かたきにしている。神爆発しろ。

「引き受けてくれるよね？　一大くん？」

　早少女がすっと距離を詰めてくる。

　ヤバい。さっきのとは違う意味でヤバい。

　メガネを外した時も思ったけれど、このかわいさは反則だ。

　クラスで一番どころか全校でもトップクラス。

　いや。素材で言えば芸能界でも立派に通用するんじゃないか、早少女。

　実際にテレビで見た事があるように思ったのは気のせいか。

　そんな女の子が、瞳ひとみに映ったうろたえる自分が分かるくらいの距離で見つめている。

「そ、その……どうしてオレなわけ？」

「観察の結果、かな？」

　早少女がさらに一歩近づいて微笑ほほえむ。

　今度はニヤリじゃなくて、にっこりという笑顔だ。

　ただしきれいなカーブを描く唇の上には、真剣なまなざし。

「去年、同じクラスになってからずっと一かず大ひろくんを見てたの」

　先にニセと念押しされていなければ、どれだけ心躍るセリフだろうか。

「まず、嫌われないように本心を隠して女の子に接する演技力と自制心がある。本心は彼女が欲しいって欲望でいっぱいなのにね」

「欲望とか言うなーっ！　男の……男のささやかで自然な願いじゃないかっ！」

「安心して。君の本性に気づいているのはボクだけだから」

　一瞬ほっとして、すぐに考え直す。

　これは言い換えれば、バラされたくない弱みを握られているという意味だ。

「本性では恋愛に関心がある。つまり、ボクが恋愛を理解する助けになる。恋なんてどうでもいいと思っている変人なら、パートナーとしては役立たず」

　目の前にかざしたグーから、指を一本ずつ立てていく。

「いろんな子の頼み事を引き受けるため、流行とか人気の店とかにも詳しいでしょ？」

　はい、その通りです。

　彼氏ができた途端にそっけなくしたら、他の女子から悪く言われるかも知れない。

　だから彼氏持ちにも親切に。

　訊たずねられればデートコースのアドバイスもする。お得な情報だって調べちゃう。

　彼氏の方だって友達だったりクラスメイトだったりする訳だし。

　その方針でずーっとやってきた結果が現状のザ・いい人な訳で。

　さすがに『この路線はダメかも』と疑う今日きようこの頃ごろだったのだ。

「一人暮らしっていうのもポイントね。彼女になったら家族にも知られるかも知れないでしょ？　それが後からニセでしたって言ったらいろいろ面倒だし」

　別に秘密にしている訳ではないが、家庭環境までしっかりチェック済み。

　一大の方は勝手に調べすぎるとストーカー扱いされたりする恐れもあるから、女の子のデータも調査しすぎないようにしてるというのに。

　現に友達の少ない早少女さおとめに関しては知ってる事はほとんどない。

「まあ、いろいろ考慮して一大くんがいいかなって判断したの」

　早少女はレコーダーをくるくると指の間で回し、胸ポケットに落とす。

　ダメだ。

　最後の手段としてレコーダーを奪い取るのも考えたが、女の子相手に手荒な真ま似ねはしたくないし、この状態で手を出したら早少女の胸にタッチする羽目になる。

　もちろんそれはそれで嬉うれしいという心の声には、とりあえず心の耳を塞ふさぐ。

　何しろ改めてじっと見ると早少女の胸というか乳というかバストは──意外に大きい。

　巨乳とか爆乳とかいうのではなくて、その──。

　実にほどよいサイズというか。絶妙なボリュームというか。柔らかそうというか。

　今までここに目が向かなかったのだから、地味メガネの偽ぎ装そう効果は恐ろしい。

　アメリカ軍は是ぜ非ひともステルス機に地味メガネをかけさせるべきだ。

「どこ見てるのよ……えっち☆」

　その胸を両腕で覆おおいながら、早少女さおとめは四分の一回転。

　上目遣いの顔だけ、まだこっちを見ている。

「あ、あわわわわわわっ！」

　思いがけぬ反応に、一かず大ひろの言葉がうわずる。

　反則だ。

　この表情、このポーズ、そして何よりもこの甘えた声が反則だ。

　ニセでも何でも、目の前の女の子が彼女だというのなら何を迷う？

　プルルルルル！

　不意に、一大のポケットでケータイが震えた。

『八や木ぎ本もとくぅん、どうしたの？　風邪でも引いた？』

「ご、ごめんなさいっ！　ちょっと急用で！　今すぐ向かいますから！」

　ソプラノロリ声ボイスにそれだけ答えて電話を切る。

　うっかりしていた。今日はバイトの日。

　もう出勤してなきゃいけないのに、早少女の話が長引いてしまった。

「わ、悪い。オレ、バイトがあるからっ！　喫茶店で週に三日。今日はその日なんだ！」

　両手をパンと合わせて早少女を拝む。

「ダメっ！　行かないでっ！」

　その手を早少女の両手が上からそっと包み、つかむ。

　温かくて、柔らかい。

　さっきの表情が反則ならこの視線は凶器攻撃だ。

　潤んだ眼まな差ざしは、男の急所を的確に突き刺す。

　まるで死地に赴く戦士を引き留めるように、まっすぐこちらを見つめる瞳ひとみ。

「ニセ恋人引き受けるってはっきり答えるまで、ボクは手を放さないからね」

　だけど早少女の口から出てきたのは、実に身も蓋ふたもない要求だった。

「わ、分かった！　引き受ける！　ニセ彼氏になるから！」

　これ以上遅れる訳にもいかないし、ニセでも何でもこれだけかわいい子の彼氏。

　ちょっとくらいうさん臭くても引き受けた方がいい。

　そんな打算も働いてしまう。

「ＯＫ。じゃ、バイト頑張ってね。仕事に遅刻しちゃいけないよー☆」

　放した右手をひらひらと振る早少女を残してダッシュする。

　曲がる直前一瞬だけ振り向いて見たら、彼女はまだ手を振っていた。




　九く比ひ戸と市は東京の西の外れで、昔は大名だか豪族だかが屋敷を構えて栄えていたそうだ。そのなごりか、駅前はそこそこ賑にぎわっている。

　職場は大通りから一本外れた雑居ビルの一階にある喫茶店。厨ちゆう房ぼう担当でもたまにフロアに出るから、店が用意した制服に着替えなければならない。

　全力疾走で、ロッカールームを兼ねた従業員控え室へと急ぐ。

　バタンッ！

　施錠されていないドアはスムーズに開いた。

「きゃあっ！」

　女の子の悲鳴。

　バイト仲間の天てん弓きゆう院いん真さな愛えが着替えている最中だった。

　長く伸びた真まっ直すぐな黒髪とのコントラストも鮮やかな白い肌と、それよりも白い繊維の光沢を放つブラとショーツが目に飛びこむ。

「あ、失礼いたしました。わたくしとした事が大声など出してしまって。いえ、その前にきちんと鍵かぎをかけておかなかったのがわたくしの過あやまちで……」

「そ、それはいいから……っ！」

　一瞬口元を押さえた後でしゃんと背を伸ばしてお辞儀する真愛に、一かず大ひろは左手で己の目元を隠──すフリを──しながらわたわた右手を振り回す。

　自分が部屋から出て行けば早いのだけど、びっくりしたせいで足腰が立たず、おまけに全力疾走したせいで息が上がっている。

「申し訳ありませんでした。あら？　どこかお具合でも？」

　指の隙すき間まから見た──見えちゃった真愛は、心配顔で近づいてくる。

　ほっそりとした下着姿のままで。

「服っ！　早くちゃんと着替えてっ！　オレ、出るからっ！」

　両手を突いた四足歩行のポーズで部屋から這はいだし、ドアを閉め直す。心臓を鎮めながらしばらく待っていると、ノックの振動が背中に伝わった。

「八や木ぎ本もと様、着替えが終わりました。開けてくださいますか？」

「え？　ああ、ごめん」

　一大が背を預けているせいで開けられないのだ。立ち上がり、ノブを引く。

「どうもお待たせいたしました」

　出てきた真愛は制服に着替えていた。

　黒いワンピースにフリル付きの白いエプロン。飾りリボンのついた短い手袋。そして頭にはホワイトプリム。

　二人がバイトしている『スウィート・ドロップ』はメイドカフェなのである。

　真さな愛えのイメージは大和撫子なでしこの一言に尽きるのだけど、この制服はよく似合っている。

　部屋が空いたので、一かず大ひろも制服に着替えた。こっちはメイド服ではない。純白のシャツにベストとスラックスのウェイタースタイルだ。

　厨ちゆう房ぼうに向かうと、真愛がアイスディスペンサーのボタンを押そうとしていた。

「八や木ぎ本もと様、大丈夫ですか？　今冷たいお水を用意いたしますね」

「あっ！　危な……っ！」

　止めたが、間に合わなかった。

　ブワシャアアアアッ！

　真愛の白い指が『ＰＵＳＨ』のスイッチを押すと、猛烈な勢いでクラッシュアイスと水が噴き出てきた。モードは『氷だけ』に設定してあるはずなのに。

「え？　あらあらっ？」

　跳はね返った水が真愛を濡ぬらす。

「ど、どいてっ！」

　戸惑う真愛を押しのけスイッチをいろいろ押すが、動作は変わらない。

　電源を引っこ抜いて、ようやく異常は収まった。

「天てん弓きゆう院いんさん、機械ダメなんだから触らない方がいいって言ったよね？」

「申し訳ありません。八木本様がお疲れのようでしたので、ついうっかり……」

　真愛が深々とお辞儀すると、ほどよく膨らんだ胸元につい目が行く。

　白いブラウスがぴったり張りつき、さっき見た下着の複雑なレースの形と肌の色が透けている。

　はっきり言って目の毒である。

　いや、嬉うれしいか嬉しくないかで言えば嬉しいんだけど。

「ああ……濡れてしまいましたわ。どういたしましょうか……」

　困った顔の真愛の指先から、ぽたぽたと水滴がこぼれ落ちる。

「いけませんわ。わたくしとした事が。まず、雑ぞう巾きんをお持ちいたしませんと」

「ここはオレが片付けとくから着替えてきて。制服の予備あるよね？」

　目の毒だし、濡れっぱなしだとカゼ引くかも知れないし、接客の都合もある。

　真愛はちょっとズレてて、言わなければ着替えないようなところがあるのだ。

「は、はい。では、お言葉に甘えさせていただきますわ」

　そそくさと去っていく真愛を見送り、アイスディスペンサーの電源を入れ直す。今度はちゃんと設定の通りに氷が出た。

　彼女は機械オンチだ。それも歌で言えば機械ジャイ○ン級のオンチ。体質というか特技というか、本人の意思とは無関係に触った機械が故障する。

　電気が通ってスイッチがあるのは全部ダメで、ケータイも持っていないのだとか。

「お待たせしました」

　一かず大ひろが床を拭ふき終える頃ころ、着替えた真さな愛えが顔を出す。

「わっ！」

　着ているのはさっきまでとは違う。スカート丈が極端に短く、襟えり元もとも広く開いているデザインだった。拭いただけで乾かしていない髪がつやつや輝いている。

「て、天てん弓きゆう院いんさんっ？」

　清せい楚そな顔立ちと露出度の高いコスチュームの組み合わせ。

　さっきのびしょ濡ぬれより破壊力大の、混ぜるな危険の配合だった。

「朋とも店長にお訊たずねしましたら、同じものの替えがないのでこちらを着るようにと」

「あの人はこれだから……」

　多分、夜や休日を担当してるバイト用に用意したものだろう。『スウィート・ドロップ』のバイトメイドで高校生は真愛だけ。他の三人は大学生やフリーターだ。

「はぁ……？」

　一大が何にうろたえているのかもわからず、きょとんと小首を傾かしげる。

「と、とにかく！　俺おれの方は大丈夫だから、フロアの方、お願い」

「はい。わかりました」












　この店、最初からメイドカフェだった訳ではない。

　去年までは現店長・大おお船ふね朋とものお祖じ父いさんが営む『純喫茶・甘かん露ろ』だった。

　名人技の絶妙ブレンドで常連も多かったのだけど、寄る年波で引退。ところが後を継いだ朋は、キッチン仕事はまるっきりダメ。

『バイト募集』の張り紙を見てやって来た一かず大ひろに任せっぱなし。

　もちろん一大も普通に仕入れた豆を挽ひいて淹いれるくらいはできるけれど、先代マスターのように自分で煎いったりブレンドしたりは無理だ。

　困り果てた朋店長がヤケでメイドカフェに模様替えしたら、これが大当たり。

　店は持ち直し、一大もそのままバイトを続けているという訳なのだ。

　メイドカフェなんて言うとあらぬ誤解を受けそうだから、知り合いには『喫茶店のバイト』としか教えていない。実際最初はそうだったんだし。

　現状、飲食物への要求はそんなシビアではない。店長の方針でメニュー数も絞っているので、厨ちゆう房ぼうを任された身としても気楽だ。

　オーダーに従いコーヒーや紅茶を淹れていると、ぱたぱた足音が聞こえて来た。

「や、八や木ぎ本もとくぅ～んっ！」

　泣きそうな顔で走ってきたのは、朋店長だ。

　一見中学生くらいの小柄童顔ショートカットだが、実は二×歳。これ以上の具体的な数字を訊たずねると泣く──せめて怒れと思う。大人なんだから。

「あの、あのね。お客さんが……」

　朋の説明はいつも要領を得ないが、こういう顔で駆けこんで来る時はロクでもないトラブルと相場が決まってる。

「ねえ、いいでしょ？　メアドとか教えてよ」

「あの……失礼ですが、めあど、というのは何の事でしょうか？」

「いいねぇ。その反応。本物のお嬢様っぽくて。メールアドレス。ケータイの」

「わたくし、携帯電話などは持っておりませんので……」

「今どきそれはないでしょ？　接客マニュアルで、そう答えるようになってる訳？」

　フロアに出ると、案の定真さな愛えが男性客に絡まれていた。

　手をつかまれて逃げる事もできず、細い眉まゆの間に皺しわを寄せている。

「お店以外でも会いたいんだよ。特に今日の大胆コスなんか見ちゃうとさあ」

　他に客がいないせいか、男はかなり馴なれ馴なれしく真愛に話しかけている。

「お客さん、困りますね」

　つかつかと歩み寄り、一大は客の手を真愛から引きはがした。

「当店はそういう店じゃありません。あまりしつこいと、警察呼びますよ！」

　一大も立派な体格じゃないけれど、唯一の男性スタッフとして頑張るしかない。

　こういう客はこっちが強気に出れば、だいたいおとなしくなる。

「わ、分かったよ。軽い冗談だよ」

　薄笑いを浮かべ、不ふ埒らちな客はそそくさと会計を済ませて去っていった。

「ありがとうございます。助かりました」

　男がいなくなって安心したのか。表情を和らげて真さな愛えが頭を下げる。

「これも仕事のうちだしね。ああいう奴やつにはガツンと言ってやらないと」

「わたくし世間知らずなもので、ああいう殿方を上う手まくあしらえなくて……」

　ケータイを持ってないのは触ると壊れるのもあるが、本当に箱入りのお嬢様らしい。

　半月前からこの店でバイトを始めたのも『社会勉強のため』だとか。

「やはり頼りになりますね。職場の先輩が八や木ぎ本もと様で本当に幸運でしたわ」

「いや、はは……」

　潤んだ瞳ひとみで見つめられると、悪い気はしない。

　結局後はトラブルもなく、遅番組が出勤してきて一かず大ひろたちの仕事は終わった。

「あの……八木本様」

　帰ろうとする一大は制服姿の真愛に呼び止められた。

　この制服というのはメイドコスではなく、彼女の学校のセーラー服。

「ん？　何か用？」

「不ぶ躾しつけとは思いますが、少々お願いしたい事がございまして。このような事、お願いできるのは八木本様しか……」

　そう言えば、先日のバイトの際に『頼み事がある』とか言われていた。

「前にも言ったよね。オレでできる事だったら引き受けるからさ」

　一瞬、早少女さおとめの一件が頭を過よぎった。

　しかしまあ、あんな面倒なお願いなんてそうそうないだろう。

「知り合って日も浅い八木本様にこのような事をお頼みするのは……その……大変はしたないとは思うのですが……」

　俯うつむき、頰ほおを真っ赤に染め、真愛はもじもじと細い指を胸元で絡み合わせる。

　やがて意を決したのか。顔を上げて真まっ直すぐに一大を見つめる。

「八木本様。わたくしの、恋人になってくださいっ！」

「えっ！」

　何と言う予想外の展開。

　バイト先のかわいい後輩から、いきなり告白だなんて。

　いや。期待してなかったと言えば噓うそになるけれど、さすがに都合のよすぎる夢なので真剣には考えないようにしていた。

　それがこんなあっさり実現するなんて。

　ついに来たぞ、我が世の春！

　ここでバイトしてた甲か斐いがあった！

「も──」

　もちろん喜んで、と言いかけて口が止まる。

　オレはもう早少女さおとめの彼氏だから、これは二ふた股またになってしまうのか？

　それはまずい。修しゆ羅ら場ばは困る。オレも困るし、女の子だって嫌だろう。

　あ、でも。あっちはニセ恋人。

　厳密に言えば二股には当たらないのか。

　気がつくと、口元がにやけてしまっていた。

「あの……誤解させてしまいましたでしょうか。恋人と言っても本当におつきあいする訳ではありません。あくまで形だけと申しましょうか」

「へ？」

「よんどころない事情がありまして、恋人役を務めてくださる殿方が必要なのです」

　予想外どころかあり得ない展開だった。

　ニセ恋人の依頼が立て続けに二件。

　片方断るにしてもどっちが先約と考えればいいのか。

　引き受けたのは早少女が先だけど、真さな愛えにはその前から『困った事があったら何でも引き受ける』と口約束していたし。

「お願いしますっ！」

　彼女らしくない強い口調。細い両手が一かず大ひろの右手を握りしめる。

　滑らかな肌の感触。微かすかな温ぬくもりが手から腕へ、そして胸や頭まで伝わってくる。

「わっ！　わわわわっ！」

　バイト仲間でも、こんな風に見つめ合ったり触れあったりした事はない。

「わたくし、殿方の知り合いが少なくて、お願いできるのは八や木ぎ本もと様しか……」

　ダメだ。これは断れない。

　こんな風に真剣に頼まれたら拒めない。

　ぎゅっ！

　握りしめた手の力が増す。それがトドメだった。

「分かったよ。オレにできる事なら」

　どうせどっちも『ニセ』だ。

　こうなったら一人でも二人でも大した違いはない。

「ありがとうございます！　あ……、わたくしとした事がはしたない真ま似ねを……」

　今さらながら自分の行動に気づいた真愛が、慌てて手を放す。

　詳細は後日改めて──という事で、結局その日はそのまま別れた。

　送りがてら道々話を聞きたかったのだけど、『すぐに迎えが来ますので』と断られてしまったのだ。




（どういう風の吹き回し？　一日のうちにあんな事を二人から頼まれるなんて……）

　本当の恋人で二ふた股またなんて許されないが、あくまでも両方『ニセ』だ。

　学校とバイト先、会う場所もタイミングも違うから何とかなるか。

　そんな事を考えているうちに家に着いた。

　この春、父の転勤に母も妹もついていったので、この家には一かず大ひろだけ。

　郵便受けを確かめると、ノートから引きちぎったページが一枚放ほうり込こまれていた。

　書かれているのは、たった二つの大きな文字。

　即すなわち──『めし』。

「はぁ……またかよ」

　がっくり肩を落としながら家に入り、キッチンで冷蔵庫の中身を確かめる。

　家事は得意でも高校男子の一人暮らし。それほど豊富なストックはない。

　冷凍しておいたご飯、刻んだハムと野菜を炒いため、溶いた卵を手早く絡める。チャーハンをドンと山盛りにした皿にラップをかけ、隣家のチャイムを鳴らす。

　ぴんぽーん☆

　軽快な音が響くが、反応はない。

　左手をノブにかけると、いつもの通り鍵かぎはかかってなかった。

「不用心だなぁ……。ドロボウとか入ったら危ないだろ」

　ドロボウの命が。

「おじゃましまーす」

　返事を待たずに上がり込み、真まっ直すぐ二階への階段を上る。

　一大の部屋の真向かい。窓越しに直接会話できる位置関係の部屋をノックする。

　返事はない。

「開けるぞー」

　一応宣言し、そっとドアを開く。

　ベッドの上に、女の子が寝ていた。

　その事実だけなら心ときめくシチュエーションだろう。

　ただし目の前の現実はちっとも色っぽくない。

　着ているのはかわいらしいパジャマでも色っぽいネグリジェでもなく、中学時代のどんくさいえんじ色ジャージ。

　口の端からヨダレを垂らし、短めの髪はくしゃくしゃ乱れている上に大胆な寝相でくすかぴーと寝息を立てている。

　同い年の幼なじみ。お隣さん──そんなフレーズに憧あこがれを抱いだく奴やつは多いだろう。

　そういう男にはこの実態を見せてやりたい。

　幼なじみの女の子という言葉そのものに品質保証はないのだ。

　強しいてプラスのポイントがつけられるとしたら、顔はまあ──というかかなり──かわいい。小柄な割には出るトコ出たプロポーションも見事だ。

　だけどそれを打ち消して余りある要素がいくつもある。

　例えば部屋の真ん中にはサンドバッグ。普通年とし頃ごろの女の部屋にある代物じゃない。

　飾ってあるのも空手大会のカップやトロフィーばかりで、かわいいものは布団カバーの柄だけ。実用本位や質実剛健を超えて殺風景というレベルに到達している。

「おーい、鷹たか奈な。氷ひ魚お鷹奈ー。メシだぞー」

　呼びかけても反応はない。

　そーっと、慎重に、足音を殺して一歩ずつ近づいていく。

「……ふな……？」

　少女のまぶたが薄く開く。

　顔は寝ぼけモードのまま、手足だけが稲妻の速度で閃ひらめいた。

「わっ！」

　一かず大ひろが飛とび退のくのと、少女の回まわし蹴げりがサンドバッグを直撃するのは同時。

　どぐわばぎっ！

　轟ごう音おんを上げて跳はね上がったサンドバッグが、天井を直撃して家全体を震わせる。

「わわわっ！　バカ、起きろ！　オレだ、オレ！　メシ持って来た！」

　食欲で鷹奈を覚かく醒せいさせるべく、チャーハンのラップを外してハタハタ手で扇あおぐ。

「……ふわぁ……あ、何だ、カズか」

　寝ぼけ眼まなこをごしごし擦こすり、乱れた髪をささっと手だけで整えるとゴムでくくっていつものポニーテールにまとめる。

「カズか、じゃねえ！　いい加減『寝てても誰だれかが近づくと勝手に技を出す』クセ何とかしろ。危なすぎるだろ！」

「いやぁ、武道家のサガって奴？　危険に体が勝手に反応しちゃうんだよねー」

「普通の人間がお前に危険か？　寝ぼけて熊くま殺しの鉄てつ拳けんを振り回すなっての！」

　熊殺しというのは誇張ではない。

　鷹奈は氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうという古武術道場の跡あと取とりで、一〇〇年に一度どころか地球史上最大の天才とか言われている。

　七歳で奥義を究めて師である父親に圧勝。小学校の修学旅行で北海道に行った時には、夜中にホテルを抜け出して野生の熊と本当に一戦交えて勝利したのだ。

　証人としてつきあわされた一大こそいい迷惑である。












　ぶらぶら揺れてるサンドバッグだって鷹たか奈な用スペシャルで、並の有段者レベルでは叩たたいた拳こぶしが痛くなるだけという代物だ。

　その鷹奈がベッドの上であぐらをかき、わっしわっしとメシをかき込んでいる。

　元気いっぱい健康的なのは確かでも、かわいいとかきれいとかとは無縁の光景だ。

　これでも中学から地元じゃ有名なお嬢様学校の聖せい穹きゆう女じよ学がく院いんに通っている。空手のスポーツ推薦特待生枠で、テストの成績は目も当てられないらしいけど。

「うん。やっぱカズの作るチャーハンは美う味まいね。名前簡単なくせに」

「名前は関係ねーだろ」

　口の端にご飯粒をくっつけたまま、鷹奈はにんまり笑う。

　普通は逆ではないだろうか。

　隣に住んでる幼なじみの女の子。こっちは両親不在で一人暮らし。

　並のパターンなら女の子が男の子にご飯を作ってくれそうなものなのに、現実はいつも一かず大ひろの方が鷹奈のために料理している。

　これが、これが、これが現実の幼なじみだっ！

「オレ、今日はバイトあったから晩メシは外で済ませてきたんだよなぁ……。それなのにどうして他人のために家帰ってから鍋なべ振るわなきゃならないんだか」

　毎度の事でも、さすがに多少の理不尽さを覚えずにはいられない。

「他人って、あたしとカズの仲じゃん」

「他人は他人だろ」

　確かに幼なじみだが、家族でも恋人でもない。鷹たか奈なの両親は道場の運営や弟子の指導で忙しいせいもあって、ほとんど家族同然に育ってはいたが。

　鷹奈の無む茶ちやにつきあって死にそうな目に遭ったのも、一度や二度ではない。

　というか、実際よく死ななかったものだと思う。

　機嫌を損ねると熊くま殺しの鉄てつ拳けんが飛んでくるのだから。

　ひょっとしてこいつは人類とは違う生き物じゃないか？

　進化の途中で枝分かれした謎なぞの最強生物ホモ・タカナンシス・バイオレンスに違いない。

「そういや頼み事があるとか言ってたよな。結局メシの事だったのか？」

　今け朝さ学校に行く時に呼び止められたのだ。『頼まれてよ』とか何とか。

「違う違う」

　常備してあるスポーツドリンクをラッパ飲みして、鷹奈は口元を拭ぬぐう。

「まさかアレか。オレに彼氏役やれとか言うんじゃないだろうな」

　言ってから、鷹奈には意味のないジョークだと気づいて苦笑する。

　自分の身に降りかかったトラブル二連発の事なんて彼女は知らないし、鷹奈と色恋沙ざ汰たというのはあまりに不釣り合いだ。『モナリザ』とたくわんほども接点がない。

「よく分かったね」

「へ？」

「カズさ、あたしの彼氏になってよね。彼氏っつーても、フリだけど」

　口元のチャーハン粒に気づき、それをつまんで口に放ほうりこみながら鷹奈が告げた。

「は……？」

「勘違いしないでほしいんだけどね。本当に彼氏になれっていうんじゃなくて、ニセの恋人になってくれって事」

　こっちの気持ちとか都合とかは一切確認していない。

　鷹奈の一方的な要求、決定事項の告知である。

　間違いなく、ノーとか言ったら殺さつ熊くまパンチ。

「は、はは……」

　あまりに笑えないから、もう笑うしかない。

　よりによってニセ恋人の依頼が立て続けに三連発。

　複数勢力による同時多発彼女。

　本当の告白を三つも受けたら嬉うれしいけれども困ってしまうというところだが、ニセの三段重ねは嬉しさ抜きで単に困るだけだった。





第２話　おめでとう、わたしたちの一かず大ひろくん







　厄介な事になったが、あくまで全部ニセだ。

　しかも幸い──と言っては何だが、全員環境が違う。

　真さな愛えと顔を合わせるのはバイト先だけだし、鷹たか奈なは自宅。そして早少女さおとめは学校。

　会う場所も時間帯もズレているから、多分何とかやっていけるはず。

　鉢合わせて修しゆ羅ら場ばなんて事はない。

　あ、待てよ。そもそもニセ恋人なのにオレを取り合って修羅場はないか。

　朝、教室で頰ほお杖づえを突きながら一大はそんな事を考えていた。

「一大、おはよう☆」

　不意に名前を呼ばれて振り返る。

　同時に、柔らかな衝撃が一大の体にかかる。

「わわわわわっ！」

　いきなり抱きついてきたのは、早少女だった。

　しかも超美少女モード。

　メガネレスなだけじゃない。ゴムで縛っただけだった髪はアクセサリーを着けて整え、校則見本のような制服も微妙におしゃれに着こなしている。

「だ、誰だれだよ。あんなコ、うちの学校にいたか？」

「紹介しろ、一大っ！」

　突然の出来事に、周りの男子が色めき立つ。

「ほ、星ほし川かわだよ、星川！」

「やだ、一大。そんな他人行儀やめてよ。早少女って呼ぶって約束したでしょ？」

　抱きつきモードから離れた早少女が、にっこり微笑ほほえんで小首を傾かしげる。

「あ。ごめん、さ……早少女」

　そんな約束なんかした覚えはない。けど、ニセ恋人の約束はしてしまった。

　だったらここは話を合わせるしかない。

　呼ばれる方もそうだけど、女の子を下の名前で呼び捨てにすると耳が熱くなる。

　鷹奈は例外。あれは『女の子』になる前からの知り合いだ。

「早少女ちゃん、かーわいいーっ☆」

「イメチェンしたの？」

　男子だけではない。早少女の変へん貌ぼうぶりに、女子もわらわらと集まってくる。

　その中には、昨日のミキも交じっていた。

「うん。だって一大が、彼女はやっぱりきれいな方が嬉うれしいって言うから」

　早少女さおとめがはにかんでほんのり頰ほおを染める。

「やっぱりねー。前から早少女ちゃんは磨けば光る素材だと思ってたのよ」

「ね、ね。どっちからコクったの？」

　すっかり早少女（＆一かず大ひろ）の周りには女子の人垣ができてしまった。

　恋バナになると、やっぱり中心は女の子だ。

「わ、わたしの方から。ずっと一大を見てて、優しくて……素敵な人だなって思って」

「おーっ！　早少女ちゃん、意外に大胆☆」

「今までは本性隠してたって訳？」

　早少女の答に、女の子たちが更に盛り上がる。

　みんな騙だまされるな──思わず一大は心の中で叫ぶ。

　確かに猫を被かぶっていた。だけど今のこの態度が本性という訳じゃない。

　本当の姿は腹黒でよこしまだ。レコーダーを隠し持ってオレを騙すくらいに。

　一人称だって地なら『ボク』だ。

「うんうん。ヤギちゃんっていい人だもんね。親切だし」

「実はあたしたち心配してたんだよぉ。八や木ぎ本もとくんって、誰だれにでも優しいけど、案外自分の彼女を作り損ねちゃうタイプじゃないかって」

「控えめっていうか、紳士的すぎるもんね」

　がびーんっ！

　今明かされる衝撃の事実！

　そんな評価があったのなら、どうして本人に直接言ってくれませんか？

　下へ手たにがっつくと嫌われそうだから、待ちを基本姿勢にしていたというのに。

　機を見て積極攻勢に出てれば、ニセではない彼女を確保できていたというのかっ！

　もちろん内心の叫びは口から出ない。

　うっかり声に出したら、積み重ねてきた『いい人』の評判も台無しになってしまう。

　それに──彼女である早少女に失礼ではないか。ニセだけど。

「ヤギちゃん。早少女ちゃんを大事にしなきゃダメだよぉ」

「そうそう。やっと八木本にできた彼女なんだからね」

「彼氏のためにきれいになりたいとか、健けな気げじゃないの」

　ヤギちゃん、八木本──親しく呼ぶ女子は多いが『一大』は早少女だけだ。

　女子が次々に一大を小突いているうちに授業が始まり、やがて昼休みになった。

　自炊の一大だが、早起きして自分の弁当を詰めるほどマメではない。昼は学食で済ませるのがパターンだ。食堂に向かおうとしたその時──

「ね、一大。お弁当作ってきたの。屋上で食べない？」

　いきなり目の前に早少女が回りこんできた。

　手には、かわいらしい柄の巾きん着ちやく袋ぶくろ。

「え？　えっと……」

　教室のあちこちから、ひゅーひゅーと囃はやす口笛が鳴り響く。

「ダメ！　せっかくヤギちゃんと早少女さおとめちゃんの愛のランチタイムなんだよっ！」

「邪魔しちゃ悪いでしょっ！　さ、行って！　星ほし川かわさん」

　ついて行こうとする男子どもの前に、女の子が腕を広げディフェンスラインを組む。

「ありがとう。恩に着るわね」

　クラスメイトたちに一礼し、早少女が一かず大ひろの手を握る。

　昨日の真さな愛えに比べるとちょっと体温が高い。

　一大は引っ張られるまま屋上に向かうしかなかった。

　見晴らしはいいが、基本的に屋上は風が強くて春先でも涼しすぎる。

　知る人ぞ知るスポットというより、わざわざ来る人がいないという意味の穴場だ。

「まあ人目がない分、ボクたちとしては気楽だね」

　しっかり持参したシートを広げて、早少女が腰を下ろす。

『ボク』という事は本音モードか。

「何してるの？　ほら、一大も来れば？」

　ぼうっと立っているのも気まずいので、勧められるまま早少女の隣に座った。小さめのシートなので、油断すると膝ひざと膝が触れてしまいそうだ。

「あ……っ」

　早少女が小さく叫んで、身を強こわ張ばらせる。

「ああ、ごめん」

　適当に距離を開いて座り直す。尻しりが半分シートからはみ出して直じかにコンクリートに触れるせいで、ちょっと冷たい。

「朝抱きつくとか、ここまで手ぇ引っ張ってきたりしたクセに」

「自分から触るのは何とかなるんだけど……こういうのはちょっとね」

　冗談めかして言ったが、答える早少女の態度は思いがけず真剣なものだった。

　だったらニセ恋人でもこっちから触ったり、偶然触れてしまう間合いの取り方はしないようにした方がいいかも知れない。

「はい。お弁当」

「あ、ああ。ありがと。いただきます」

　二個セットになったランチボックスを開く。

　片方はご飯。おかずは野菜入りのスクランブルエッグ、小エビのチリソース、プチトマトの入ったサラダ──一大の好物ばかりだ。

「いつも昼は学食で、よく頼むのは中華ランチでしょ？　だからこういうのが好きなんだと思って。違った？」

　そんなところまでチェック済み？

　ひょっとして、これはアレか？

　実はニセ恋人は単なる口実で、本当にオレの事が好きなのか？

「美お味いしい！　これ、全部手作りだよね？　オレのためにわざわざ？」

　形式的なニセ恋人なら、ここまで本気に手間ヒマかける必要なんてない。

　誰だれも見ていない屋上だから演技の必要もない。

　やっぱりこれは──。

「好きな男の子の好みを調べて、胸ときめかせながらお弁当を作る気持ちっていうのを経験してみたかったからね。ニセ彼氏役の選考と一緒に事前調査も進めてたって訳」

　教室での熱烈な態度とは違う、クールな口調で早少女さおとめが答える。

「……やっぱりそれ？」

「うん。当然」

　舞い上がりかけた一かず大ひろの心を強制冷却する、実に冷淡な素振りだった。

　よし分かった。

　以後、このパターンに期待するのは止やめだ。ニセ彼氏というのが偽ぎ装そうで、実は本心から好きだったなんて、そんな都合のいい話はない。

　どうせ神様は邪悪で意地悪なのだから。

「まあでも、本当に美う味まいよ。ありがとう」

　これは紛れもない事実。

「ニセとしては形から入るのがいいと思って。まず教室でアピールしてみんなにボクたちの関係を認識してもらう。それから手作りお弁当は欠かせないでしょ？」

「さすがにあの奇襲攻撃にはビビったけどな。あれはやりすぎだろ」

　抱きつかれて嬉うれしかったのは、一応隠す。照れくさいし。

「やりすぎだったかな？」

「確かに人目はばからないバカップルってのもあるけどさ。星ほし川かわさん──」

「早少女」

「え？」

「早少女って呼んでよ。ボクは『ボク』と『わたし』を使い分けるくらい簡単だけど、一大はそうじゃないでしょ？　二人きりの時も下の名前で呼ぶようにしないと、ボロが出ちゃうかも知れない」

「え……と、じゃあ……早少女」

「何？」

　一大が意を決して呼んだのを、早少女はあっさり受け止める。

「早少女さおとめは昨日までクラスじゃおとなしくて地味な女の子だった訳だろ？　それがいきなりあそこまで大胆になるのは不自然じゃないか？」

「恋をすると女の子は大胆になるって言うじゃない？」

「それでも程度ってモンがあるだろ！　マンガじゃあるまいし」

「そうか……不自然だったんだ……。やっぱりまだまだだね」

　早少女の口元に浮かんだカーブは、苦笑というより寂しげな自じ嘲ちように見えた。

「まあ、やっちゃったからにはあの路線でいくしかないだろうな。今さら恥ずかしがったってかえって不自然だし……あ！」

　不意に重要な事実に思い当たる。

「オレとお前が恋人になったのが──」

「ニセ、だよ。ニセ恋人。間違わないように」

　早少女がちっちと指を振る。

「みんなはニセの件は知らないから、オレとお前が本当の恋人と思ってるよな？」

「うん。そうだね。だから？」

「つまりオレは既にフリーじゃない。他の女子の彼氏候補リストから除外。お前とのニセ恋人関係が続いている限り、決して本当の彼女は作れないって事にならないか？」

「ふっふっふ。今いま頃ごろ気がついたか」

　わざとらしい悪役笑い。隠していたＩＣレコーダーを指の間でくるくる弄もてあそぶ。

「ああ……うっかり引き受けるんじゃなかった……」

　せっかくもうちょっと積極的になれば彼女ができると分かったのに。

　それが分かったのもニセ恋人になったおかげと言えるのだけど。

「まあ、諦あきらめれば？」

　自分でも小さめの弁当を食べながら、早少女が笑う。

「一つ訊きいていいか？　ニセ彼氏が必要な事情ってのは何だ？」

　目的もなくこんなややこしい事を始めるはずがない。

　つきあわされている身としてはやはり最低限の背景を知っておきたい。

　一瞬、早少女の表情が曇る。

「どうしても答えたくないならいいけど、状況が分かった方がオレもやりやすいし。せめてすぐに終わるのか、ずっと続くのかくらいは知っておきたい」

　簡単に話せるような理由だったら最初から説明しているだろう。

　言わなかったという事は、言いにくい、言いたくない事情があるという事だ。

　だったらこれ以上追及しない方がいいのかも知れない。

「いいよ。話そう。確かに、ボクが一かず大ひろを信頼しているっていうのなら、この事を教えないっていうのは不誠実な話だしね」

　食べ終えたランチボックスの蓋ふたを閉じ、早少女さおとめが静かに立ち上がった。

「ボクはね、プロなんだ」

　よく通る声で、はっきりと告げる。

「プロって……何の？」

　まさか恋人のプロフェッショナル？

　さすがにそんな仕事は聞いた事がない。

「役者。ボク、プロの声優なの。週に三本、レギュラー持ってるんだよ」

　濃いマニアという訳ではないが、一かず大ひろもアニメやゲームは人並み程度には楽しむ。ただ、星ほし川かわ早少女なんていう名前に心当たりはない。

　これだけ目立つ名前なら見かければ気づきそうなものだが。

「今は芸名使ってるからね。『にこにこ森のぷるる』と『なかよしベイビー』。それから『たのしい大実験』」

　誇らしげにレギュラー番組のタイトルを挙げ、一本ずつ指を立てる。

　ただしどれも一大には覚えのない題名だった。

「知らなくて当然かな？　夕方のファミリー向けと、あとの二つは教育番組だから」

　考えてみれば、そういう番組にも当然声優の仕事はあるか。

　ただ、ちょっともったいないとも思う。

　最近の人気女性声優は顔出しでグラビアとか歌番組とかに出ている。

　早少女だって地味メガネをやめればこんなにきれいなのだし、普通にアニメファン向けの仕事とかを増やした方がいいのではないだろうか。

「幼児番組中心でやってたんだけど、仕事の幅広げろって言われてるの。顔出し解禁して、年相応のヒロイン役にチャレンジしろって。それなら恋する気持ちとか恋人同士の振る舞い方とか経験した方がいいし、若い男性声優との絡みも増えるでしょ？」

「オレはそのための練習台って訳か」

「うん。ボクは役者を辞めたくない。絶対に、声優を続けていきたい。そのために乗り越えなくちゃいけない壁があるのなら必ず乗り越えてみせる！」

　不意に吹きつけた風が、青空を仰ぐ早少女の長い髪を躍らせた。

　昨日初めて素顔を見た時よりも、今の早少女はずっときれいだと一大は思った。

「まあ、そういう事なら協力はするけどさ。約束だし……ご馳ち走そう様さま」

　一大も、空になったランチボックスを閉じる。

「今回の事は別にしても、クラスであんな風に無む理り矢や理り地味なフリしてなくてもよかったんじゃないか？　あれも演技力の訓練？」

　練習のためでも、毎日の教室で本当の自分を押し殺しているのは息苦しくないだろうか。

「ボ、ボクの声は商品だからね」

　今までの芝居がかった態度とは違う。早少女さおとめの声がわずかに強こわ張ばった。

「そ、その、つまり……声でギャラをもらってるんだから、そう簡単にタダで人に聞かせる訳にはいかないのさっ！」

　早口で言うと、いきなり腰に両手を当ててポーズを取る。

「いや。事情があるなら無理に言わなくていいけど……」

　早少女の説明には無理がある。最後にカッコつけてるあたり、無理しているのが丸わかりだ。きっと何かまだ隠している事があるのだろう。

　ただ、それを強引に聞き出す気はない。

　女の子の嫌がる事をしないのは、基本方針というよりも習慣のレベルだ。

「じゃあオレのニセ恋人も時間無制限じゃなくて、ラブシーンのある仕事とかを満足にできるようになったらお役御免って事でいいのか？」

「ま、そういう事になるね」

「……ＯＫ。だったらそれまでつきあってやるよ」

　我ながらお人ひと好よしだとは思う。

　だけど女の子が困っていて、頼りにされるとやっぱりＮＯとは言えない性分だ。

「助かるよ。一かず大ひろだって本命の彼女ができた時の練習と思ってくれればいいし。ボクの勉強が済んだら、本当の彼女ができるように協力してあげる」

「あー……。そういう後始末もあるんだな」

　今まで気づいていなかったが、ニセ恋人終了イコール円満解決でもない。

　恋人役が終わった後、本当の彼女を見つけるためには『早少女とはきれいさっぱり別れた』という風にしなければいけないのだ。

「こっちがワガママ言って頼んだ訳だし、終わりにする時はボクが貧乏クジ引くよ。つき合ってた彼女を捨てたなんて話になったら、一大が困るでしょ？」

「女の子泣かせたなんて悪評は嫌だけど、早少女に悪役押しつけるのもなぁ……」

「いいじゃない。そしたら──」

　いきなり表情を作って、早少女は潤んだ瞳ひとみで一大を見つめた。両手を胸元でぎゅっと握り合わせる。

　一大の心臓がドキンと跳はね上がる。

　目の前にいるのは自分を罠わなにはめた奴やつじゃなく、純情な女の子にしか見えない。

「かわいそうな一大くん、あたしが慰めてあげる」

　すっ！

　息がかかりそうな距離に顔が近づく。

「同情じゃないわ。前から好きだったの。でも他の子とつき合ったから諦あきらめようとしたんだけど……どうしても忘れられなかったの！　好き！　大好きなの、一大くんっ！」

　陰から自分を見つめていた女の子の気持ちが、一気に胸の中に流れこむ。

　頭の中が瞬間的に沸騰して、内側からの圧力で爆発しちゃいそうだ。

「──なーんて女の子が現れるかもよ？」

　一瞬にして元の早少女さおとめに戻り、けらけら笑う。

「び、びっくりさせんなよ！」

　さすが役者。声だけじゃなく表情もすごい。芝居と分かっているのに、彼女の感情に巻きこまれ、飲みこまれそうだった。

「どうせボク、本気の恋愛する予定ないし、悪女って評判が立っても大丈夫」

「彼氏はいらなくても女子の友達づきあいだってあるだろ。第一そういうので女の子の方が嫌な目に遭うのは、オレが面白くないの！」

　本当の恋人ができた訳でもないのに、恋愛の面倒くささだけはニセでも山積みだ。

　本物の恋なら、始まったばかりで終わらせ方を考える必要なんてないか。





第３話　ＭＩＢメン・イン・ブラックが狙ねらってる？







「一かず大ひろっ、一緒に帰ろ☆」

　午後の授業が終わると、いきなり早少女が駆け寄ってきた。

「う、うん」

　適当に相あい槌づちを打つと、いきなり向こうは腕に抱きついてくる。

　むぎゅに。

　肘ひじが、早少女の胸に触れた。

　やわかい。あ、いや。柔らかい。

　見ているだけでは分からない感触。

「熱いよ、お二人さーん☆」

「カズくん、頑張ってねー☆」

　クラスのみんな──主に女子──の囃はやす声を背に、早少女に引かれて教室を出て行く。

「お、おいっ！　どーして……」

「だって朝にああいう事しちゃったでしょ？」

　うろたえる一大の耳元に唇を寄せ、小声で囁ささやく。温かい息が耳にかかる。

「少しずつ変えてくにしても、しばらくはバカップル路線で行くしかないわよ」

　一度決めたキャラ設定をころころ変えたら不自然。なるほど役者らしい判断だ。

　つきあわされる身としては困ったものだが。

　困ったというかうれしはずかしというか。

　ぎゅっと腕を組み、早少女さおとめが頰ほおを寄せる。

　シャンプーかコロンか。柑かん橘きつ系けいの香りが長い髪から漂って一かず大ひろの鼻をくすぐる。

「どうかしたの？」

「な、何でもないよ」

　きょとんと見上げる早少女。

　至近距離の香り。触れた時の柔らかさ。

『女子の友達』がたくさんいて、見たり話をしたりしてるだけでは分からない。

「ま、しばらくはこれでつきあってよね。学校から一歩出たら素で他人って訳にもいかないでしょ。知り合いに見られるかも知れないんだし」

　早少女が回した腕に力を込める。密着度が上がる。

　周りに目を向けると仲良く並んだり手を繫つないだりしているカップルはいるけれど、ここまでくっついているのは一大と早少女だけだ。

　気持ちが浮わついてしまう。

　これはニセだ。本当の恋人じゃない。

　あまり浮かれちゃいけないはずなのに。

「ボクの勉強のためにも短期集中で、密度濃くした方が早く終わるし。一大も本当の彼女作るチャンスができるよね？」

　早少女自身だってこう言っているし。

　校舎から離れていくに従って早少女の顔が一大の肩から離れていく。

　絡めている腕が自然に緩み、解ほどけた。

「あ……」

　思わず声が漏れる。

「じゃ、今日はここまでね。ボク、これから仕事あるし」

　レギュラーで出ている幼児向け人形劇番組の収録だと早少女は説明した。

「そ、そうか。仕事頑張れよ」

「うんっ」

　手を上げた一大に、早少女は大きく頷うなずく。

「……そうかぁ……」

「ど、どうかしたのか？」

「彼氏がいて応援してくれるのって、嬉うれしいっていうか、元気が出るんだなぁって」

　ほのかに頰ほおを染めて微笑ほほえむ早少女さおとめに、また心臓が跳はね上がる。

「あ、もちろん彼氏って言ってもニセだから勘違いしないでよ」

　小さな声で付け加え、彼女は髪をなびかせて改札へと走っていく。

　ぼんやり見送る一かず大ひろのポケットでケータイが電子音を鳴らした。

「あ、いけね」

　メールや着信ではない。設定していたアラームだ。

　早少女ばかりじゃなく、一大の方も重要な用事がある。

　小走りで『スウィート・ドロップ』の裏口へ向かう。

　もっとも今日はバイトではない。真さな愛えから個人的に頼まれた事だ。単にお互いが知っている待ち合わせ場所が店というだけの話。

「八や木ぎ本もと様、お待ちしておりました」

「ごめん、遅くなっちゃって」

　約束の二分前に店に着くと、真愛はもう来ていた。やはりセーラー服姿だ。

「あ、あの……今日は一体……？」

　真愛から恋人役を頼まれてはいるけれど、具体的な事はまだ聞いていない。まさか彼女も声優で、役作りの勉強なんて話はないだろう。

「その……お恥ずかしい話なのですけれど……」

　俯うつむいたまま、真愛はもじもじと指を絡み合わせる。

　同じ頼みでもいきなり抱きついたりしないのは、やっぱり上品な真愛らしい。

「まずは急いでお召し物を整えないといけませんわね。ついてきてくださいますか？」

「えっ！」

　大胆にも──彼女にしては──真愛は不意に一大の手を握って歩き出した。

　どこへと問いただす間もなく、駅前の超高級ブランドショップに到着する。

　名前だけは一大も知っているけど、ここの品はハンカチ一枚だって手が出ない。

　着るものに気は遣っていても、先立つモノが足りないから高級品で固めるなんてのは無理。清潔感重視で無難な路線を基本にしているのだ。

「いらっしゃいませ。お嬢様」

　真愛が入店すると、店中じゆうからスタッフが集まって二列に並び、一斉にお辞儀をする。

「大たい儀ぎです」

　憶する事もなく、平静の微笑みで真愛は答えた。

　一大はただぽかんと口を開けるだけ。

　何なんですか、この光景は。

　伝説に聞く上流階級の世界ですか。

　すごいぞ、セレブは本当にあったんだ。

「先日ご注文いただいた品が、仕上がっております」

「ありがとうございます。それと、彼の服装を整えていただけますか？」

「承知いたしました。では、こちらへ」

　抵抗するヒマもない。呆あつ気けにとられている一かず大ひろは奥の応接室に引っ張りこまれ、数人がかりでひん剝むかれ、お人形のように着せ替えられてしまった。

　地味すぎないブルーグレイ系のジャケットとパンツ。細いネクタイとカラーシャツの組み合わせは上品でありながら堅苦しくはないデザイン。

　さすが一流品。無む理り矢や理り着せられた既製品なのにフィットして軽い。いつも着ている制服の方が体に合っていないのを実感できてしまう。

「まあ、お似合いですわ。八や木ぎ本もと様」

　先に着替えて待っていた真さな愛えが、胸の前で両手を合わせる。

　彼女も、制服からシックなデザインのワンピースに着替えていた。

「申し訳ありません。本来は八木本様にもきちんと仕立てた品をお召しいただくべきなのでしょうけど、何しろ急な事でしたので」

　さっきも話していたが、真愛の方は彼女のために誂あつらえたものなのだろう。

　一大が着せられた上下ひとそろいも高価だろうが、オーダーメイドとなるとどれほどの値段なのか。想像もつかない。

「さ、参りましょう。八木本様……あっ」

　そっと肘ひじを突き出し、真愛が不意に声を上げる。

「どうかしたの、天てん弓きゆう院いんさん？」

「恋人なのですから、八木本様ではなく一大様とお呼びしなければいけませんわね」

　にっこり。

　目を細め、小首を傾かしげる。

「わたくしの事も、どうぞ真愛とお呼びくださいませ」

「う、うん……真愛、さん」

　早少女さおとめみたいなタイプならまだしも、真愛のように上品でおしとやかな大和撫子なでしこを名前で呼び捨てにするのはちょっと抵抗がある。

　しかも向こうからは『様』。

　ぼうっと突っ立っているのも変だし、頼りにされている以上はやっぱり女の子をリードするのが筋だ。真愛が差し出した腕を取り、肘と肘を絡める。

　ぴったりくっついた早少女とは違い、スーツ姿という事もあってまるでヨーロッパ上流階級の人間かハリウッドスターにでもなったような気分だ。

「え……っと。どこ、行こうか？」

「行きつけの画廊がありますの。まずそちらを眺めてからお茶などいかがでしょうか？」

　行きつけの画廊──高級ブランド一式と同じくらい一かず大ひろには無縁の単語だった。

　メイド喫茶でバイトしている時からどこかズレてるというか、浮うき世よ離れしている印象があったけれど、彼女はいったい何者なのだろうか。

　恋人役が必要な理由というのもまだ聞いていないし。

　真さな愛えに道案内されながら、形の上では一大の方がリードするように歩いていく。自分が車道側。常に半歩だけ先。一定のペースを保って女の子を疲れさせない。

　実践した事はないけれど、こういうマナーも一大はきちんと勉強しているのだ。

　ただ、さすがに緊張して必要以上に動きがぎくしゃくしてしまう。

「ふふ……。緊張なさってませんか、一大様？」

「う、うん。ちょっと……」

　横断歩道の前で立ち止まった時、背筋をピンと伸ばした一大に真愛が微笑ほほえみかける。

　職場では不慣れな真愛をフォローする事が多いけれど、彼女の意外な一面を見た気分だ。

「いつもは車を回してもらうのですけど、距離も近いですし」

　そう言いながら真愛は歩行者信号のボタンを押した。

「あっ！」

　今度も制止は間に合わなかった。

　真愛が触れた途端に、歩行者信号は赤のまま激しく点滅し、いつもの童謡メロディとは違う不協和音のノイズをかき鳴らした。

「ご、ごめんなさい。わたくし、以前から一度これを押してみたくて、つい……」

「真愛さん、機械はダメなんだから注意しないと」

　通行人が異常に気づいたらしく、ケータイで警察に連絡している。多少の混乱はあるが、大ごとにはなっていない様子に見えた。

　誤作動の結果が赤信号なのは不幸中の幸いか。両方青になっていたら事故の元だ。

「ど、どうしましょうか？　わたくしのせいで……」

「わざとやった訳じゃないんだし、次から注意すればいいよ」

　戸惑う真愛を励ます。

　触ったら機械が壊れる体質なんて警察に説明するだけ無駄だ。ちょっと後ろめたいけれど、今はこの場を速すみやかに離れた方がいい。

　前の交差点に戻って横断しなおすか──振り向いた一大の目が、妙なものを捉とらえた。

　信号のトラブルで騒いでいる人たちとは違う。

　こちらを見ていて、しかも目が合いそうになったら慌てて隠れた。

　いや。隠れようとしてるけれど丸見えの三人組だ。

　二〇歳過ぎくらいの、ダークスーツの女性。大きなサングラスで顔を隠している。

　同じような服装に黒のソフト帽を被かぶった体格のいい男が二人付き従っている。

　不審度一〇〇％。率直な印象はヤのつく自由業。むしろギャングと呼ぶべきか。

　他に似ているのを挙げるなら、映画でもお馴な染じみのアレだ。ＵＦＯを見た人の記憶を消してまわるという人たち。

　まさか、真さな愛えの正体は宇宙人？

　それなら全部説明がつく。

　常識がないのも。触ると機械が壊れると冗談みたいな体質も。

「あの……わたくしの顔に何かついておりますでしょうか？」

「い、いや。何でもないよ」

　笑ってごまかしながら、頭に浮かんだ考えを追い払う。

　いくら何でもそれはない。

　現実離れには慣れている。幼なじみは熊くま殺しだし、同級生は実は声優だし、三人からいっぺんに変な事を頼まれるし。

　でも宇宙人はない。さすがにない。物事には限度がある。

「真愛さん。何だか変な人たちがついて来てるみたいなんだけど」

　それでも一応訊たずねてみる。

　一かず大ひろに心当たりがない以上、監視されているのは真愛の方だ。

「しっ。お静かにお願いします。あの人たちには気づいていないような素振りで」

「う、うん……」

　口元に人差し指を立てた吐息だけの小声に、同じ音量で短く答える。

「申し訳ありませんけれど、詳しい事情をお話しする時間はありません。ただ、わたくしたちが特に親密な間柄と言いますか、つまり、こ、こ、こ……」

　いきなり真愛がニワトリになった。

　小さな声がさらにボリュームダウンしていく。純白の頰ほおが赤く染まっていく。

「わたくしと一大様が恋人であると、あの人たちに見せつけねばならないのですっ！」

「わっ！」

　真愛が妙に強調するものだから、一大もついびっくりして声を上げてしまった。慌てて口元を押さえる。

「わたくしたちがで、で、でぇと、というのですか？　逢あい引びきしているところを目まの当あたりにすれば、あるいは……」

　どういう事なの──と、問い詰める暇はない。

　事情がある事だけは確かだ。彼女の説明が尾行している三人組の耳に入ったら、このデートが噓うそなのがバレてしまう。ここは話を合わせるしかない。

　そうこうしてるうちに真愛が指定した画廊に到着した。赤いレンガ風の外装にオープンカフェが併設された小さな建物だ。

「これは真さな愛えお嬢様、ようこそお越しくださいました」

　ここでも主あるじが真愛を出迎え、展示中の画家の業績を説明する。地元出身で、昨年ニューヨークで賞を受けた有望な若手という話だった。

「お気遣いなく。今日はデートですから、軽く眺めていくだけですわ」

「は？　で、デートですか？」

「ええ。参りましょう、一かず大ひろ様」

「う、うん。僕はこういうのは詳しくないから、真愛さんが教えてくれると嬉うれしいな」

　真愛のノリに合わせたせいか、つい『僕』なんて言ってしまう。

　彼女がお馴な染じみなら、見み栄え張ってボロを出すより真愛に先導させた方がいいはず。

　こちらの意図はちゃんと伝わったようで、真愛は嬉しそうに『これはパリで最初に高い評価を得た作品』『ここから独自の境地を開きましたのよ』と解説している。

　正直、舌を巻くしかなかった。

　女の子に頼まれたり、脳内模擬デートのために一夜漬けでいろいろ調べた事がある。

　だからこそ真愛が付け焼き刃ではなく、日ひ頃ごろから本物に接しているのが分かる。

「あの……退屈ですか、一大様？　わたくしだけ一方的に喋しやべってしまって」

「そ、そんな事ないよ。真愛さんの意外な一面が見られて嬉しいよ」

「まあ、そんな……」

　目を伏せた真愛の頰ほおに、微かすかに朱が差す。

　画廊を出る時、チラッと後ろを確かめるとやっぱり例の人たちはついて来ている。

　尾行や監視だけならいいけれど、もしも真愛の身柄を狙ねらっているとしたら？

　ニセでも恋人だ。女の子をピンチから救わなくちゃいけない。

　でも相手は三人。手の打ちようがない。せめて鷹たか奈なみたいな強さがあれば。

　そこまで考えて一大は首を振った。

　ニセと言っても彼氏としてデートしている最中に、他の女の子を思い出すなんて。

「じゃダブルバーガー二つと一〇〇％オレンジのＬ。それとポテトもね」

　ほら。そんな事考えてるから鷹奈の声が聞こえてきた。

　え？

　思わず振り返る。

　数十メートル離れたファーストフード店で、鷹奈が買い物していた。

　幻ではない。間違いなく本物、現物、実物。

　授業が終わり、部活が始まる前の腹ごしらえに出てきたに違いない。

　食い気け優先でまだ一大には気づいていない気配だが、この状況を何と説明する？

　ニセ恋人なんだから案外簡単に済む？

　いや待て。楽観論は禁物だ。面倒な事はできるだけ避けるべき。

　もしも鷹たか奈なが修しゆ羅ら場ばを引き起こしたら、周囲数キロが危険にさらされる。

「さ、真さな愛えさん、急ごう！」

「えっ？」

　戸惑う手を握り、足を速める。

　引く手の感触だけでなく、真愛を目で確かめるためにもう一度振り向く。

　走るのに不慣れなのか。ちょっと危なっかしい足取りで懸命について来ている。

　鷹奈との距離は開いた。向こうは買ったハンバーガーを食べるのに夢中みたいだ。

　だけど追ってくる者がいる。

　例の黒ずくめトリオだ。

　鷹奈を目にして焦りすぎた。逃げたらあの人たちが追ってくるのは当然なのに。

　両りよう脇わきの大男が肩をいからせているせいで、ズンズン足音が聞こえてきそうだ。

　誤解です。あなたたちから逃げたんじゃありません──なんて言い訳もできない。

　追いつかれたら何をされるのか。変に目立つと鷹奈にも気づかれる恐れがある。

「一かず大ひろ様、このまま真まっ直すぐ。ホテル・ヘヴンズボウへ向かってください」

「う、うんっ！」

　今は三人組から逃げる事。そして鷹奈から離れる事が先決だ。

　真愛の手を引いたまま、ホテル・ヘヴンズボウ九く比ひ戸とへ飛びこむ。

　物理的な高さも値段も格も市内で最高の超一流ホテルだ。

　制服のボーイが控えたドアを抜けると緋ひ色いろのカーペットが敷き詰められたロビー。天井からは柔らかい光を放つシャンデリアがつり下げられている。

　一介の男子高校生には異世界にも等しい空間だった。

「はあ……ここまで来ると大丈夫かな？」

　ロビーで振り返ると、三人組の姿は見えない。もちろん鷹奈もだ。

「一大様がいきなりその……わたくしの手を握って走り出したりするものですから、何事かと思いましたわ」

「え？　あ、そのっ！　ごめんっ！」

　まだつかんだままだった事に気づき、慌てて手を放す。

「お気になさらず。子供の頃ころの鬼ごっこみたいで楽しかったですわ。それに……一大様とわたくしは……そ、その……恋人同士なのですから」

　真愛も頰ほおを染め、自由になった手で口元を隠した。

　いまさらのようにもう一つの事に気づく。

　追っ手（？）から逃れるためとはいえ、飛びこんだここはホテル。

　まさか女の子とお泊まり？

　いくら何でも初デートでそれは早すぎないか？

　でも真さな愛えは普通じゃないところもあるし、意外に大胆なところもあるし。

　いや待て。期待は禁物だ。これも神の嫌がらせだったらどうする？

　その時、一かず大ひろのポケットで携帯が震えた。

「お電話のようですわね。どうぞ」

「うん」

『あ、一大？　ボクだよ。元気？』

　思わず声を上げそうになるのを堪こらえる。

　電話の主ぬしは早少女さおとめだった。

　なぜこのタイミングっ！

　何だよ──と答えかけて慌てて唇を引き締める。

　もしもさっきのＭＩＢが今も監視していたらどうなる？

　ここでいきなり素の自分に戻ったら、真愛のデートの相手役失格？

『もしもーし？　どうしたの？　ニセでも彼女だよー。嬉うれしくないの？』

　落ち着け、落ち着くのだ、オレ！

　ここは真愛の彼氏モードのまま、この電話を切り抜けるしかないっ！

「や……やあ。急に電話なんかかけてきて、何の用かな？」

『今、仕事の休憩時間。ほら、ドラマとかでよくあるじゃない？　用もないのに声が聞きたくなって電話かけちゃうとか。それって恋人らしいのかなーって思って』

　ドラマとかでよくあるというのなら『浮気中に本妻から電話がかかってきた男』というのはこういう気持ちなのか。

　あ、いや待て。この場合どっちが本命でどっちが浮気なのだろうか。

　待て待て。冷静になれ。両方ともニセじゃないか。

「そ、そうかい。いや、僕としても嬉しいよ」

　声を上うわ擦ずらせながら、何とか芝居を続ける。

『ぷっ！　何？　僕とか言っちゃって？　それにその気取った喋しやべり方かたも変』

　電話の向こうで早少女が笑う。

　無理で無む茶ちやなのは百も承知。

　でも今はこの路線で突っ走るしかない！

「申し訳ないが、僕も今は用事の最中でね。後で掛け直してもらえないかな？」

『ぷぷっ！　緊張ほぐれたよ。お陰で後半もがんばれそう。ありがとね☆』

　こっちの態度をジョークと思ったのか。さんざん笑って早少女は電話を切った。

「はぁ……」

　どっと疲れが襲ってきて、思わず肩がかくんとおちる。

　こんなシチュエーションは二度とごめんだ。

「お電話、終わりました？　では最上階へ参りましょうか」

　小首を傾かしげながら、真さな愛えが言った。最上階は宿泊施設ではない。展望レストランだ。

　エレベーターにもボーイが控えていて、客は行き先を告げるだけ。ボタンひとつ触れる必要さえない。

「……あの……ここ、高いよ？」

　みっともないとは思うが、不安になって訊たずねてしまう。

　ここは建物が高いだけでなく、値段の方も最高だ。

「ご安心を。お誘いしたのはわたくしですから、こちらが支払わせていただきますわ」

　今までの店同様、超ＶＩＰ待遇で見晴らし最高の特等席へと案内された。

　マナー通り店員が最初に椅い子すを引いた席に真愛を座らせ、自分は向かいに着席する。

　別のウェイター──いや。服装は男性のものだけど女性だからウェイトレスか──がメニューを持参する。

「どうぞ」

「わっ！」

　声を出してしまったが、慌てて口元を押さえる。

「どうかなさいましたか、お客様？」

　ぎこちなく微笑ほほえむ姿には見覚えがある。給仕服に着替えていても間違うはずはない。

　さっき尾行していた三人組の一人、ショートボブ美人だったのだ。さすがにサングラスではなく普通のリムレスに掛け替えている。

　ちらりと見ると、真愛も口元を僅わずかに強こわ張ばらせ、必死に平静を装っている。

「お客様、何か不都合な事でもご・ざ・い・ま・す・か？」

　威嚇なのか、妙に力の籠こもった発音。だけど礼儀だけは極めて正しく訊ねてくる。

　間近で見ると切れ長目の知的美人だけど、迫力の方に気け圧おされてしまう。クールな雰囲気から受けるイメージは『ギャングの女ボス』だ。

「い、いえ。何でもありません」

　一かず大ひろも呼吸を整える。

　怯おびえるな。

　今、真愛が自分に期待している事は？

　それはもちろん頼れる恋人としての振る舞いだ。

　実際には彼女が支払うとしても、こういう時は男性がリードするのがマナーだし、店員（？）だって自分にメニューを差し出した。

　だったらそれらしい態度を取るしかない。

　目に力を込めて謎なぞの美女をにらみ返してから、真愛に向き直って笑顔を作る。

　何があっても負けない、退ひかない。

　男として、彼氏として、君を守ると笑みだけで宣言する。

　彼氏と言ってもニセなのが悲しすぎるけれど。

「夕食には早いし、僕はこの後も用事が控えている。軽いものだけで構わないかな？」

「ええ。お任せしますわ」

　小首を傾かしげながら真さな愛えが答える。

　よし。やっぱりこの路線で間違っていない。

　ただ、任された以上は責任は重い。

　必死にメニューに目を走らせる。

　飾りすぎて読みづらい横文字だけでなく小さく日本語も添えてあるが『ブルゴーニュ風』だの『アメリケーヌソース添え』だのと言われても一かず大ひろには未知の世界だ。

「日替わりお勧めデセールのセットをふたつ、お願いします」

　ようやく見つけた安全牌パイをオーダーする。カタカナの『デセール』の意味は分からないがアルファベットに助けられた。要するにデザートの事だ。

「お飲み物は何になさいますか？」

　値踏みするような目で、ショートボブの女性が訊たずねてくる。

　いちいち真愛に確かめるようでは彼氏らしくない。ここはさりげなく決めなければ。

「彼女には紅茶を。僕はコーヒーで」

　よし、ＯＫ。バイトの休憩時間にも、真愛はいつも紅茶を飲んでいる。間違いない。

「紅茶とコーヒーでございますね。銘柄は、何にいたしましょうか？」

「え？」

　予期せぬ追い打ちが来た。

　お茶の専門店じゃなくてもそこまで細かいオーダーを受け付けるのか？

『スウィート・ドロップ』ではドリンクに詳しい分類はない。問屋から仕入れたブレンド豆を業務用コーヒーメーカーで淹いれるだけだし、紅茶もティーバッグだ。

「一大様。わたくし、いつもの祁門キームンではなくてダージリンがいいですわ。このお店を信頼しない訳ではありませんけど、祁門は当たり外れの差が大きいですから」

「じゃあ、それで。僕にはコロンビアを」

「ちっ……畏かしこまりました」

　恭うやうやしく一礼して去っていく美女が、小さく舌打ちしたのを一大は聞き逃さない。

　危ないところだった。真愛が助け船を出してくれたが、ダージリンはともかくキームンなんて聞いた事のない銘柄だ。知ったかぶりをしてたら墓穴を掘っていた。

　ただ、これでひとつはっきりした事がある。

　やはりあの女性（＆子分たち）は真愛の関係者だ。

　それも紅茶の好みまで詳細に知っているくらいの。

　あの人たちがヤの字関係だとしたら、真さな愛えもそっち方面のお嬢様？

　それなら世間知らずの箱入り娘というのも肯うなずける話だけど。

「お願いです、一かず大ひろ様」

　考えていると、真愛の真剣な眼まな差ざしが一大を射貫いた。

「いろいろ納得できないのは、重々承知しております。ただ、今は……」

「分かってるよ」

　細かい事情はどうあれ、自分が彼女の頼みを引き受けたのは事実だ。

　それに女の子が話したくない事情を詮せん索さくするような奴やつは絶対にモテない。

「お待たせいたしました」

　程なくさっきの美女がケーキと飲み物を運んで来た。一大たちのテーブルに品を並べて去っていくはずが、近くの柱の陰に隠れてこちらを観察している。

　真愛の背中側なので、一大からは真正面で丸見え。

　真愛にバレないのが最優先か。それとも一大にプレッシャーをかけるためか。

　冷静になれ、オレ。

　出てきたのは特に奇妙なケーキではない。ごく普通のベイクドチーズケーキだ。

　以前、クラスの女の子に頼まれて調べたテーブルマナー集には何と書いてあった？

　こういう三角形のケーキは左端、とんがった方から順に。フォークで一口サイズに切り分けて口に運べばいいだけ。

　作法から外れぬよう緊張しながら、そっとフォークの側面を差し入れる。

　柔らかい抵抗を示しつつ、ケーキはフォークを受け入れた。今度は先端を突き刺し、間違っても頭の方で迎えに行ったりしないよう慎重に口へ運び、食べる。

　上品に、変な音を立てたりしないよう、ゆっくり充分に嚙かみしめ、飲みこむ。

　高級ホテルの展望レストランとて恐れる必要などない。

　所しよ詮せんは単なるチーズケーキじゃないか。

　じっとこちらを見つめる三人組に、ちらりと視線を向ける。

　やはり例の美女が一大を観察し、男二人は彼女の周囲に気を配っている。

　見てろ。そっちの狙ねらいは分からないが、立派に真愛の彼氏役を務めてみせる。

　だが意識を逸そらしたのがいけなかったのか。

　底面積を削られ続けたケーキが、皿の上でこてんと倒れた。

「はっ！」

　こういう時は、正しいマナーではどうすればよかった？

　寝ているケーキをどう攻めるのが正しい？

　格闘技で立ち技系の選手とグラウンド型の選手が対戦すると、ときどきこういう膠こう着ちやく状態が発生する。

　こちらの攻撃手段はフォークで突くという打撃系。

　倒れているまま攻撃を仕掛けるべきか。無理に起こして元々の形に持っていくか。

　ちなみにこれは鷹たか奈なから聞いた。彼女はプロの格闘技や格闘マンガも大好きなのだ。

　やはり例の美女は物陰から一かず大ひろを凝視している。

　こっちのミスを待っている目だ。手順を誤れば、今までの全すべてが無駄になる。

　どうする？　どうすればいい？

　一大の頭の中に重低音でマイナーコードのＢＧＭが鳴り響く。額ひたいに汗が浮かぶ。

「あの、一大様」

「え？」

　呼ばれて顔を上げると、真さな愛えが微笑ほほえんでいた。

「わたくしと一緒で、楽しくありませんか？」

「そ、そんな事ないよ。うん」

「もう少しリラックスなさっては？　一大様が怖い顔をしていると、わたくしも緊張してしまいますわ。ケーキもちゃんと味わいませんと」

　見ると、真愛の手元の皿でもケーキが倒れていた。彼女はそれをそのまま、フォークで切り分けて食べている。

　思い出した。これでいいんだ。

　ケーキが倒れても置き直したりせず、そのまま最後まで食べればいい。

　気を楽にして味わうと、平凡なケーキだからこそ素材の良さやパティシエの腕がよく分かった。ふんわりとした柔らかさときめ細かな滑らかさのバランスが絶妙だ。

「お、美お味いしいね、うん」

「このお店に来た甲か斐いがありましたわね」

　これはミスだ。

　デートの最中に余計な事に気を取られ、彼女に気遣いをさせてしまった。

　頼まれて引き受けたニセ恋人だからこそ他人から見た時はより恋人らしく、女の子を困らせたりしないようにしなきゃいけないのに。

　緊張して、楽しくなさそうな顔をしてたらそれこそニセ彼氏失格だ。

　予習だけでは分からない。本当のデートでは臨機応変さが必要という事か。

「ありがとう、真愛さん」

　小声でお礼を言うと、彼女は無言で目を細める。

　最後の一口を食べ終えた真愛がフォークの先端をナプキンで包んだのを見て、何食わぬ顔でそれに倣ならう。

　見ると謎なぞの美女は柱に半身を隠しながら、悔しそうにハンカチの端を嚙かんでいた。

　何なのだろうか、あの人は。

「じゃ、行こうか。真さな愛えさん」

「ええ、一かず大ひろ様」

　お茶を終え、適当にバイト先での話などをしてから一大は立ち上がった。

　さりげなく周囲に目を配ると、例の美女は見あたらない。小さく安あん堵どの息を吐く。

「あの……一大様、今日はありがとうございました」

「僕も楽しかったよ」

　店を出て、恐縮した様子の真愛に笑顔で答える。

　ちなみに支払いは真愛の顔パスだった。

「あのさ。大して力になれないかも知れないけど、何か困ってるなら相談してよ」

　向こうが話さない事情に踏みこむのは不本意だけど、トラブルに巻きこまれているのを見逃したら絶対に後悔する。

　ニセ恋人役を自分に頼んだのは、彼女には他に頼れる男がいないからなのだし。

「一大様が心配なさるような事は何も……」

「本当？　じゃあ尾行していた人たちの事も何も知らないの？」

「それは……」

　真愛が口ごもる。

「ごめんなさい。今は詳しくお話しする事はできません。事情を知ったら一大様が……」

「そんな言い方されたら、ますます放ほうっとけないよ！」

　辛つらそうに顔を背ける真愛に詰め寄る。

「……今すぐこの身が危険というような事はございません。その点は誓いますわ。詳しい事情は……いずれ気持ちが落ち着きましたら一大様にもお話しいたします」

「本当に、それほど差し迫った事じゃないんだね？」

「はい」

　今度は真まっ直すぐに一大の目を見据えて、真愛が答えた。

　大きな瞳ひとみから噓うその気配は感じられない。

「……分かった。信じるよ。もし、本当に困った時は遠慮なく相談して」

　普通は連絡先も確かめるところだが、真愛はケータイを持っていない。一大の番号とアドレス、自宅の電話番号をメモして手渡す。

「はい。約束いたします」

　そう言って、真愛は小指を立てた右手を差し出した。

「あの……おかしいでしょうか？　約束する時はこういうものだと……」

「いや、いいよ」

　さっきまでの緊張した雰囲気がいっぺんに吹き飛んでしまった。

　はにかむ真愛の細い小指に指を絡めて、軽く揺さぶる。

「指切りげんまん、噓うそついたら針千本飲ーます」

　小さな声で歌う真さな愛えに、一かず大ひろも声を合わせる。

　ちょうどその時、ポケットの中でアラームが鳴った。

「あ！」

「どうなさいました、一大様？」

「うん。次の用事が……」

　ポケットに手を突っこんで音を止めながら答える。

「それでしたらお急ぎください。わたくしは、本当に大丈夫ですから」

「本当に、本当に大丈夫なんだよね？」

「はい。何かありましたら、遠慮せずに相談させていただきます」

　真愛がここまで言うからには信じていいだろう。とりあえず現状では、彼女が何も話してくれない以上一大に打てる手はない。

「分かった。じゃあまた」

　挨あい拶さつすると、タイミングよくやってきた下りエレベーターに飛びこむ。

　次の用事も、遅刻する訳にはいかないのだ。





第４話　おれは救世主？







　ホテルを出た一大は、夕ゆう闇やみの街を必死に走った。

　次の用事は、鷹たか奈なとの約束だ。今度もニセ彼氏役。

　早少女さおとめや真愛と違って、素す性じようは嫌というほど分かっている。実は声優だったりヤの字っぽい人が尾行してくるなんて事はないだろう。

　けどだからこそ、あの鷹奈が恋人役を求める理由は謎なぞだ。

　はっきりしてるのは、遅刻したら比ひ喩ゆじゃなしに命が危ないという一点。

　待ち合わせ場所は駅とは逆方向、彼女が通っている学校の近くだ。

「遅おせぇーぞー、カズーっ！」

　先に一大の姿を見つけた鷹奈が大きく手を振る。

　クリーム色のニットに斜めストライプのネクタイ、ライトグレイのブレザー。見慣れた制服姿だ。黒帯で縛った道着を肩にかけているのもいつもの通り。

「悪わりぃな……ちょっと、前の用事が長引いて……」

　息を整えつつ言い訳する。

　ぎりぎりオンタイムで遅刻じゃないのだけど、珍しく先に待っていたらしい。

「……で、カズってば何でそんなカッコしてんの？」

「……あ……」

　鷹たか奈なに指摘されて気づく。

　元々の制服は真さな愛えに連れていかれたショップで着替えたままだ。多分、店ではきちんと預かっているだろうから、後で取りに行けばいいだけだが。

　真愛と一緒のところを見られていないのは安心だけど、明らかにいつもの自分とは違うこの服装は何と説明すればいいのか。

「えーと……これは、その……」

「ま、いいや。どうせ着替えさせるつもりだったし。あたしの彼氏って事になるんだから、それらしいカッコしてくれないと」

　鷹奈が強引に腕をつかみ、一かず大ひろを引っ張りこんだのは近くの古着屋だった。

　倉庫にそのまま看板だけかけたような店で、いろんな服が雑多に並べられている。

「よぉー、鷹奈ちゃん。珍しいな。男連れか？」

　馴なれ馴なれしく話しかけてきた店員はスキンヘッド。頭皮に描かれている妖あやしい文様はペイントかタトゥーか。

「頼んどいたの、揃そろってるよね？　こいつに着せちゃってよ！」

「任せときな！　オレ様のコーディネートに間違いはないぜ！」

　普通は親指を立てる場面で、店員が伸ばしたのは中指。

「あわわわわっ！」

　試着室にさえ入らない。店員と鷹奈は二人がかりで、その場で強引に一大のジャケットやシャツをはぎ取り、慣れた手さばきで別の服を着せていく。

「バカっ！　よせっ！」

　鷹奈の手がベルトに掛かる。慌てて両手で押さえる。

「ぱんつ！　オレのぱんつが見えてしまうっ！」

「今さら恥ずかしがる事もないでしょ。あたしとカズの仲じゃん」

「昔は一緒に風ふ呂ろにも入ったけど、今はオレたち高校生だぞっ！」

　まるっきり意に介さず、強引に一大の手をはぎ取ってズボンをむしり取る。力で熊くま殺しに敵かなうはずがない。

　ほんの数秒で、一大のコスチュームチェンジは完了した。

「うーん……イマイチ似合わないけど、カズだからこれが限界かな？」

「ンなモン似合うかぁーっ！」

　苦笑する鷹奈に、一大は絶叫する。

　ぱんつ一丁にむかれたのと大差ない恥ずかしさだったから。

　黒いレザーのベストとパンツ──もちろん下着じゃない方。ダメージ加工などという生やさしいものではなく、激しい戦いの後みたいにボロボロにすり切れている。












　しかも肩や膝ひざには金属製の妙なプロテクターまで装着されていた。

　足も、ゴツい金具がくっついた使いこまれた黒ブーツ。

　これが普段着として似合う奴やつは現代日本にはいない。

　世紀末の荒野でモヒカン集団相手に無双するスタイルだ。

「オレはどこの伝承者だ？　つーか伝承者なのはお前の方だろ！」

　氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうは一いつ子し相そう伝でんじゃないから、このツッコミは不正確。

「何か変かな？　カッコいいと思うんだけど」

　鷹たか奈なが腕を組んで首を傾かしげる。狙ねらっている訳ではないのだろうけど、胸が持ち上げられて強調されるポーズだ。見慣れていても、ちょっと目の毒。

「確信した！　お前のセンスはおかしい！」

　つき合いは長いが鷹奈の普段着はあまり見た事がない。家でいつも着ているのは中学ジャージとかスウェットの上下ばっかりだし。

「うーん……。まだちょっとワイルドさが足りないかなぁ」

　抗議には聞く耳持たず、鷹奈は一かず大ひろの頭から足元まで視線を往復させる。

「あ、こうすればいいのか！」

　言うが早いか、ちょっと背伸びするような感じで一大の頭へと手を伸ばす。

「なっ！　何すんだよっ？」

　身構える暇もない。今は走ってきてちょっと乱れてはいるけれど、清潔感第一で整えている髪がくしゃくしゃにされてしまった。

「あ、そのままにしてて！」

　整え直そうとしたら、鷹たか奈なに制止された。

「うん。いい感じ」

「わっ！　止よせってば！」

　言ったところで聞くような相手ではない。鷹奈は更に一かず大ひろの髪の毛をかき回す。

　いつもご飯を作ったり寝姿を見ちゃったりしているけど、こんな風に向こうから触られるというのは珍しいような気がする。

　まあ、うっかり鷹奈の拳こぶしや足そく刀とうに触れたら生命の危機だからなのだけど。

　髪をいじられるのは手を握ったりするのとは違う、妙な感覚だった。

「ま、こんなもんかな？　あと、これも」

　手早く、頭に赤いバンダナが巻き付けられる。

　振り返って壁に掛かった姿見で確かめると、あからさまに似合ってないスタイルだった。

　貧弱というほどではないけれど、一大はマッチョでもない。背丈だって並だ。

　この手の格好はバイオレンス格闘マンガの主人公みたいに筋肉がぴちぴち張った体格じゃないとみっともない。これではダメなコスプレ状態だ。

「おい、これ……」

「時間ないから説明はぶく。カズはあたしに話合わせて！　得意でしょ？」

　やっぱり抗議や確認は受け付けてもらえない。

　店に来た時と同様に強引に手を引っ張って、鷹奈は学校まで戻っていった。

「あ、来た来た！」

　ニットベストとブレザー、鷹奈と同じ制服姿の一団がきゃーきゃー歓声を上げ、何がうれしいのかぴょんぴょん跳はねたりしている。

　みんなスポーツバッグか縛った道着を手にしている。空手部の後輩か。

「その人が先輩の彼氏ですかぁ？」

「うんっ！」

　訊たずねられた鷹奈は、思いっきりの笑顔で肯うなずいた。

　むき出しになった一大の腕に抱きつき、こっそり爪つま先さきで足をちょんちょん叩たたく。

　調子を合わせろとサインを送っているのだ。

「お、おうっ！」

　さすがにこの服装で『うん』とか『はい』はないだろう。

　とっさに判断し、喉のどにも力を込めて少しでも渋い低音を出そうとする。

「カズ──八や木ぎ本もと一かず大ひろって言ってね、隣に住んでる幼なじみ」

　紹介されたけれど、小さく肯うなずくだけに留とどめる。

　何しろ状況が不明だ。

　彼氏が必要な理由も世紀末救世主スタイルの理由も分からないのだから、下へ手たな事を言ってボロを出さない方がいい。

「あーあ、ショック～。鷹たか奈なお姉ねえ様さまに彼氏がいたなんて」

「でも先輩とは割とお似合いっぽくない？」

　お似合いとか言われた事よりも『お姉様』で噴き出しそうになった。

　確かに女子校だから、かっこいい上級生が後輩から慕われるのはありそうなパターンだ。鷹奈だって空手の達人で、いろんな大会で優勝しているからスター性はある。

　でも『お姉様』なんてのはすらっとしてて、端整で大人っぽい美人というイメージだ。

　鷹奈の身長は後輩たちよりちょっと低いくらいだし、何より性格に難がある。

　こんな暴力怪獣に『お姉様』なんて絶対に似合わない。

　とか思っていたら、軽く脇わき腹ばらを小突かれた。

　いや確かに『鷹奈にしては』軽い一撃なのだけど、実に的確に急所にヒットしている。

　慣れている一大でなければ悶もん絶ぜつして転げ回っているところだ。

「おごっ！」

「？」

　こらえきれずに呻うめいた一大に、後輩の女の子たちが不思議そうな目を向ける。

「ほ、ほらっ！　修行中にできた古傷があって、時々痛むんだよね？　ねっ？」

「あ、ああ……」

　額ひたいに脂汗を浮かべながら返事をする。ここは話を合わせないと命が危ない。

「あー、やっぱり」

「そういう人じゃないと先輩の彼氏とかって務まりませんもんね」

　納得したようで、後輩たちは満足げに頷うなずきあっている。

　ようやく一大にもシチュエーションが飲みこめてきた。

　要するに後輩たちに『彼氏がいる』事をアピールしたいのだろう。

「本当にその人がおねーさまの彼氏？」

　それまでじっと一大を見つめていた少女が、ずいっと踏み出してくる。

　鷹奈と同じくらい小柄で、髪をシニョン二つにまとめているせいもあって第一印象は子供っぽい。目につくのは、首から下げたオモチャみたいなデジカメだ。

　他の女の子たちとは目つきも口調も違う。

　ひたすら真剣だ。

　一大を見る眼まな差ざしも『鷹奈先輩の彼氏』という珍獣を見物するのではなく、はっきりした敵意が籠こもっている。

「そ、そーだよ。さっき言った通り幼なじみでさ。高校入る前からつき合ってたんだ」

　ちょっとつかえながら鷹たか奈なが答える。

「こんな──」

「わっ！」

　いきなり女の子が一かず大ひろの二の腕に手を伸ばしてきた。

　パワーあふれる筋肉ではない。ぷにょんと摘つまめる程度のお肉である。

「こんな男が、おねーさまよりも強いだなんて、この羊ひつじ飼かい桃もも乃のは認めませんわっ！」

　少女──桃乃が叫ぶ。

　鷹奈よりも強い？

　何の話ですか、それは？

　小学生で熊くまをしとめた鷹奈以上という事は、何を倒さなければならないのか。

　ライオン程度では多分足りない。

　スティーブン・セガールでもまだ不足。

　タイムスリップして恐竜を絶滅させて、ようやく最低合格ラインだろうか？

「も、桃乃ちゃんはそう言うけど。あたしだって背とかある訳じゃないでしょ？　氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうを究めれば、むしろパワーは使わなくてもいいんだよ！」

　この説明は噓うそである。

　鷹奈が強いのは氷魚滅神流の技よりも、純粋に彼女の生来の素質が大きい。

　小学校の時に師匠である父親をワンパンチで昏こん倒とうさせてるし。

　彼女の修行は強くなるためではなく、あり余っている天性の破壊力にブレーキをかけてコントロールするためだ。

「だいたい名前が地味っ！　優雅さと強さを兼ね備えたおねーさまの氷魚鷹奈というお名前に対して八や木ぎ本もと一大。あまりにも凡ぼん庸ようっ！　おねーさまは『鷹』一文字で二四画もあるのに、フルネーム全部合わせても一五画しかないような単純な名前なんてっ！」

「う……っ！」

　実はちょっと気にしているポイントを突かれてしまった。

　そもそも自分の名前を漢字で書けるようになった頃ころに、当の鷹奈に同じような事を言われたのだ。『カズは名前簡単でいーねー』って。

「それに比べてあたしは羊飼桃乃！　字画のバランスでも釣り合いは取れてますわ。羊飼鷹奈でも氷魚桃乃でも問題ナッシングっ！　姓名判断でも人生成功間違いなしっ！」

　全身で大きく宙に文字を書きながら、桃乃がアピールする。

　羊飼鷹奈とか氷魚桃乃とか、まさか結婚する気満々か、この子は。

　いくら何でも日本の現行法でそれは叶かなわぬ夢だろ、それは。

「で、でも、ほらっ！　カズの名前ってシンプルで強そうでカッコいいじゃん。それに真ん中からぴったり対称になってるんだよ」

　必死に弁明する鷹たか奈なの姿に、噴き出しそうなのを必死にこらえる。今演じているキャラに半端な笑いは似合わない。

『名前が左右対称』で何となくカッコいいというのは、子供の頃ころに一かず大ひろが発見し、鷹奈に言い返したポイントだ。

「でもでもでもっ！　たったの一五画なんですよっ！」

「桃もも乃のちゃん、あたしの彼氏の事、そんな悪く言わないでよ」

「……ぷー……」

　鷹奈の言葉に、桃乃は頰ほおを膨らませて黙りこむ。

　一大はというと、ボロを出さないように懸命に苦み走った表情をキープする。

　桃乃という後輩。表情がくるくる変わるから、見ている分には実に楽しい。

　ストレートな分、まとわりつかれたらちょっと困るだろうけど。

「ま、つき合いは長いんだけどさー。あたしは部活あるし、カズの方も武者修行に出たりして、なかなか連絡つかなくって」

「武者修行かぁ。それでなかなか紹介してくれなかったんですね」

「先輩、彼氏はいるって言うけどどんな人だとか言ってくれないから。そりゃあたしたちだってなかなか信じられませんよ」

　鷹奈の説明に、桃乃以外の後輩たちがうんうんと肯うなずく。

　やはりそういうごまかしのために、自分が動員されたという訳か。

「じゃ、約束通りみんなにカズの事紹介したし、これでいいよね。行こ！」

　鷹奈が一大の腕をぎゅっと引っ張る。

　一大としてもこんな似合わない世紀末救世主スタイルで、鷹奈よりも強い彼氏なんて無理な設定の役柄を演じ続けるのは難しい。

　さっさと切り上げられるのなら、それに越した事はない。

「ああ。行くか」

　声を絞り、短く答える。

　その時、またケータイが鳴った。

　反射的に手に取ってから、一大は後悔した。

　今のキャラ作りと状況だと軽々しく電話に出るのはまずかったか。

「……オレだ……」

　今さら切る訳にもいかない。とりあえずできるだけ渋い態度で答える。

『ぷ……ぷぷっ！　何、その声？』

　相手は早少女さおとめだった。

　どうして二度とごめんだと思った事が即座に再発する？

　悪質だぞ、神。

　いや、自分のマヌケさをまず呪のろうべきだ。どうして電源オフにしておかなかった。

　脳内シミュレートや下調べは万全でも、実際にデートの経験値が足りないからこういうところでケアレスミスをしてしまう。

「……な、何の用だ？」

　さっきのＭＩＢ監視は可能性だけだったが、今は目の前で後輩たち＆鷹たか奈な本人がじーっと観察している。『熊くま殺しより強い謎なぞの武術家が電話している姿』を。

　ここはボロを出す訳にはいかない。

『ん。仕事が終わったから、また声が聞きたいと思ったんだけど。変だよ、一かず大ひろ。素人しろうとが変な芝居して。さっきもおかしかったけどさ』

　そりゃプロの声優から見たらそうだろうけど、こっちはこっちで必死なのだ。

「ね？　誰だれから？」

　鷹奈は通話中でも無遠慮に訊たずねてくる。

　彼氏としては無視する訳にはいかない。ニセだけど。

「……友だ」

　このキャラ作りでは『友達』という言い方さえ軽くて似合わない。ベストなのは『強敵』と書いて『とも』と読むパターン。

『友って、友達？　ボクたちニセでも恋人でしょ？　あ、ひょっとしてそーいう事を言ったらまずい人と一緒？　本命の彼女とか』

「バ──」

　バカ、と言い返しそうになって何とかブレーキをかける。

　本気じゃなく、早少女さおとめはただ自分をからかって遊んでるだけなのは口調で分かる。

　ここで怒ったら鷹奈用のキャラ作りが台無しだし、早少女も変に思う。

　何を言えばいい？

　あ、そうだ。デート中なんだから、とにかくさっさと通話を切り上げればいいのか。

「デ──」

　言いかけて止まる。素直にデート中と言ったらまずいじゃないか！

『デ？　デがどうかしたの』

　こっちが困っているのを敏感に察知して、早少女は楽しそうにツッこんでくる。

「で、出先なのでな。……オレは今忙しい。用がないなら……切るぞ」

『あははっ！　はいはい。忙しいところごめんなさい。じゃ、また明日学校でね』

　ぷちんっ──通話は向こうから切れた。

　安心したが、脱力できない。今は最強拳けん士しなのだから。

「変よっ？」

　問いかけたのは桃もも乃のだった。

「修行でなかなか連絡つかなかったんでしょ？」

「え？　えーと、それはそのつまり……」

　しどろもどろの鷹たか奈なが、おろおろと手を振り回す。

　はっきり言って彼女はこういう時に素早く機転が利く方ではない。

「……鷹奈のためだ……」

　無理に作った低音で、短く答える。

「え？」

　鷹奈と桃乃が顔を見合わせる。

「たまに人里に下りた時は、鷹奈の声を聞きたくなる」

　アドレスから番号を呼び出し、コールする。鷹奈のケータイが着メロを奏でた。

　意外な事に、ディズニー映画のテーマミュージック。

　考えてみると、自分にどんな着信音が指定されているかなんて聞く機会はない。

「そ、そーよっ！　そーなんだ。あたしとカズの仲だからね。うん」

　今度は鷹奈の方が折り返して掛け直す。

　♪でげでんでげでんでげでんでげでげでん。

　一かず大ひろのケータイが低音で奏でたのは某怪獣映画のメインテーマ。

　気まずい空気が流れた。

「怪しい！　ますます怪しいっ！　本当に恋人同士なら、着メロも両方ロマンティックなはず。それがどうして一五画男はこんな音楽っ？」

　それはもちろん、一大にとっての鷹奈のイメージに基づいているのだが。

「あ、あたしの方が頼んでその曲にしてもらったんだよっ！」

　必死にごまかしている鷹奈。でも目が笑っていない。不吉な予感がする。

「もうちょっと先輩と一五画男が一緒のところを観察しますっ！」

　首のカメラを構え、桃乃が断言する。

「……好きにするがいい」

　作り声で答える。並んで歩く様子を見せるくらいで納得してくれるなら御おんの字だ。まさか家までは追ってこないだろうし。

　そうなると当然、桃乃だけでなく他の後輩たちも面白がってゾロゾロついてくる。

　プチ大名行列状態。しかも先頭の片割れは世紀末救世主。

　変な拳けん法ぽうは究めてなくても、今なら顔から出た火で敵を焼き殺せそうだ。

　鷹奈も恥ずかしいのか口数少なく、ちょっと俯うつむいたままで歩いている。

　抱きついたり腕を組んだりはしないが、肩が触れそうなほど近い。

　多分これが、鷹たか奈ななりに精一杯の恋人同士の距離なのだろう。

　色恋沙ざ汰たの話が得意じゃないのは、幼なじみとして知っている。

「あ、あの……カズ、寒くない？」

　お前が無む理り矢や理り着せた服だろーが。

　素だったら即座にツッコむところだが、今の役割じゃそれもできない。

　ただ小声で、平気と答えるだけ。

　それだけのやりとりでも、後ろの後輩たちは黄色い歓声を上げている。

　ただひとつ背中が痛むほどの鋭い敵意の籠こもった眼まな差ざしを、本当は武道の心得なんてなくてもビンビンに感じる。

　振り返って確かめる必要なんてない。もちろん桃もも乃のだ。

「おねーさまっ！」

　その桃乃がてててと小走りで二人を追い抜き、立ちはだかった。

「ちょっとここ、寄っていきません？」

　指さしたのは、このあたりではいちばん大きなゲームセンターだ。

「ど、どうしようか、カズ」

「俺おれはこういう場所は不得手だが……お前が寄りたいのなら構わん」

　重厚かつ鷹おう揚ような態度で肯うなずく。

　実際はゲーム下べ手たという訳じゃない。人並み程度には遊ぶし、知り合いの女の子に頼まれて景品をゲットすべくクレーンゲームの攻略法を調べた事もある。

「ほら、おねーさま。あれ」

　桃乃が嬉うれしそうに指さしたのはパンチングマシンだった。

　しかも『鷹奈スペシャル』というポップがディスプレイの脇わきに張り付けてある。

　この街の伝説のひとつだ。

　一年前、『世界最強級』を謳うたうパンチングゲームが、ロケテストで設置された。

　プロ格闘家のキックの威力はもちろん『自動車の正面衝突』なんてデータまでインプットされているはずの機械を、鷹奈はもちろん一撃で破壊したのだ。

　意地になったメーカー担当者が特注パーツで強化し、列車事故クラスの威力まで耐えられるようカスタムしたのがこの一台。

　時々腕自慢がチャレンジしているが、当然鷹奈の足下にも及ばないのだとか。

「おねーさま。久しぶりに挑戦してみてくださいよっ」

　鷹奈の返事を待たず、桃乃はスリットに一〇〇円玉を入れた。

「そこまでお膳ぜん立だてされちゃ、引っ込みつかないね。よしっ！」

　挑まれたら逃げないのが鷹奈の性分だ。

　彼氏──ニセ彼氏と一緒に歩いている緊張よりも気分も晴れるのだろう。

　脱いだブレザーを手を差し出した桃もも乃のに預け、ブラウスの袖そでをまくり上げる。

「素敵よ！　おねーさまっ！」

　一かず大ひろから離れるのを待ってたらしく、桃乃はその姿をパシャパシャ写しまくっている。

　難度設定は当然最高。ディスプレイにはＣＧの地球が映し出された。

　カメラがアングルを変えると、大気圏外なのに真っ赤に燃える隕いん石せきがゴゴゴゴ……と轟ごう音おんを立てて接近してくる。

　普通のボクサーやレスラー程度では『鷹たか奈なスペシャル』の強さは表現できないと考えたメーカーの、渾こん身しんの大迫力画像だ。

　パンチを受け止めるミットが、鉄のアームに支えられて起き上がる。

「ふぅぅぅぅぅぅ……はっ！」

　息を吐き、気合いを込めて正せい拳けんを放つ。

　ドゥンッ！

　鈍い音を立ててミットが倒れる。筐きよう体たいそのものがビリビリ振動する。

　それでもさすがはスペシャルカスタム。壊れずに鷹奈のパンチを受け止めた。

　燃える隕石が粉々に砕け散る。

「きゃあん♡」

「すっごーいっ！　さすが鷹奈先輩っ！」

　後輩たちが歓声を上げた。スコアは新記録。一人黄色い声はもちろん桃乃。

「へへーんっ、いっ！」

　鷹奈は無邪気にＶサインを出す。アルマゲドンモードをクリアしたのはまだ鷹奈だけだ。一度現役力士が本気の張り手を繰り出したが、ぎりぎりで失敗だったのだとか。

「強く、そして美しいっ！　やっぱりおねーさまは素敵ですわっ！」

　ぴょんぴょん全身で喜びを表現しながら、桃乃は次のコインを筐体に入れた。

「じゃ、次は一五画男ですわねっ！」

　ビシッと一大を指差す。

「む？」

　意外な展開だったが、動揺を顔に出さないようにする。

「おねーさま、言ってましたわよね。自分より弱い相手とつき合う気はないって。それに一五画男だって武者修行とかしてるんでしょ？　だったら実力を見せてよっ！」

「う……っ」

　ちらりと鷹奈の方を見る。

　お前、一体こいつらにどういう事を言ってるんだ？──視線だけで問い詰める。

　さすがにいつもの鷹奈らしくもない困った笑顔になっている。

「あたしも見たいです。彼氏さんの実力！」

「鷹たか奈な先輩より強いんだから、きっとすごいんでしょうね」

　桃もも乃の以外の後輩たちも、期待に満ちた視線を注いでいる。

　ダメだ。これでは引き下がれない。

　だけど小型破壊神の鷹奈と違って一かず大ひろは常人だ。隕いん石せきなんか絶対壊せない。

　逃げても地獄。挑んでも地獄。

　深呼吸して考える。

　今の自分は鷹奈の彼氏だ。そいつが『目の前の困難から逃げるような奴やつ』なのと『逃げないけれど実は弱い奴』であるのと、どっちが鷹奈にとって恥ずかしい？

　もちろん前者。

　能力の不足はフォロー可能だけど、根性が腐っているのは言い訳できない。

　覚悟を決めて、一大はパンチングマシンの正面に立って構えた。

　とりあえずポーズだけはそれらしく。実際には力がないのは自分が一番分かっている。だったら悩むだけ無駄だ。

「はっ！」

　渾こん身しんの力を込めてパンチを打つ。

　だけど素人しろうとだし、やっぱり緊張で変な力が入っていた。

　狙ねらいはミットの中央だったのに、一大の拳こぶしは表面を変な角度で掠かすめただけだった。

　ディスプレイの中では火の玉がどんどん大きくなる。

　鷹奈の時に砕けたのは隕石だったけれど、今度は地球が木こっ端ぱ微み塵じんになってしまった。

　スコアは──〇ゼロ。

「ほーら、やっぱりっ！　こんな弱い一五画が彼氏だなんて真っ赤な噓うそなんですねっ！」

「……」

　桃乃に問い詰められても、一大は何も言えない。

「す、すごいよっ！　カズっ！」

　ぎこちない作り笑いで、鷹奈が一大の両手をぎゅっと握りしめる。

「物理的な衝撃はゼロで、相手の体に強力な波動を送りこんで内部から破壊する。氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの秘ひ奥おう義ぎ、とうとう会得したんだっ？」

「……ああ」

　とりあえず鷹奈に話を合わせる。

　断言するが、鷹奈の流派にそんな怪しい奥義はない。普通に殴る蹴けるで破壊する技だ。

　今口走っているのは、一大をフォローするための純度一〇〇パーセントの作り話。

「……本当？」

　他の子は素直に感心しているが、桃乃だけは疑いの眼まな差ざしで一大をスキャンしている。

「そ、そーだよっ！　それとも桃乃ちゃん、あたしの事を信用できないの？」

「おねーさまがそう言うなら、強いっていうのは信じてもいいです」

　そう言いながら、桃もも乃のの唇はツンと尖とがっている。納得したのは口だけだ。

「あ、じゃあ、もっと恋人らしい事してもらうっていうのは？」

「キスとか」

「あ、そうだね。それいいかも」

　別の後輩たちの何気ない一言に、鷹たか奈なの顔が真っ赤になった。

「な……っ！」

　鷹奈が赤すぎるおかげで、一かず大ひろもうろたえているのは目立たない。

「キース、キースっ♪」

　小声で合唱しながら、後輩たちが手を叩たたく。

　恐るべし──女子校ノリ。

　期待の視線が、一大と鷹奈を取り囲む。

　どうすればいいんだ、これは。

　殴って隕いん石せきを壊せと言われた方がまだマシだ。

　彼氏の存在をアピールするのが役目なら、いっそキスしちゃった方がいいのか？

　頰ほおを染めたまま、緊張で小刻みに震える鷹奈が一大を見上げている。

　熊くま殺しでも、こうして見るとただの背が低くてかわいい女の子だ。

　でも、オレだって初めてだし。最初はやっぱり本当に好きな子がいいし。

　胸の中ででんぐり返りしそうなくらい、心臓が暴れ回っている。

　そっと両手を、鷹奈の肩に伸ばす。

「ダメーっ！」

　鷹奈が叫ぶのと、桃乃が叫んだのが同時だった。

「そ、その……カズは……お……す、好きなのは本当だけど、ファーストキスがこんな形なんてイヤだもんっ！」

　この声があまりに大きかったので、桃乃の方の『おねーさまが男とキスなんていやー』というのはかき消されてしまった。

　一大も安心して、肩に触れかけた手を下ろす。

「初めてって……彼氏なんでしょ？」

「でも鷹奈先輩とあの人なら、そーいうのもありそうじゃない？」

　ひそひそ声で話す後輩たちも、それなりに納得しているらしい。

　とりあえずキスからは脱出できたようだ。

　さすがにやり過ぎと思ったのか、桃乃以外の後輩は気まずく顔を見合わせている。

「じゃ、じゃあ先輩。あたしたち、これで失礼しますね」

「ほらっ。桃乃も行こうよ」

　去っていく皆を見送り、一かず大ひろと鷹たか奈なも改めて家路に就いた。

「……ごめんね、カズ」

　しばらくして大通りから離れた頃ころ、鷹奈がぽつりと呟つぶやいた。

「いや。オレはフォローしてもらったから助かったけど……。お前の方が辛つらそうだったぞ。後輩に噓うそつきたくなかったんだろ？」

　鷹奈は小さく頷うなずいた。

「女子校だとああいうのって結構いるんだ。あたしの事、お姉ねえ様さまとか。後輩だけじゃなく、先輩からもかわいいって迫られたり」

「まあ……あるだろうな。みんなお前の実態知らないから」

　中学ジャージでヨダレ垂らして寝てる姿を見せたら、お姉様と呼ばれたりしない。

「あのね。あたしだって一応家と学校じゃ態度変えてるよ？」

「ま、待てっ！　お前の破壊力じゃシャレにならんっ！」

　鷹奈が握った右手を振り上げたのを見て、バックジャンプで間合いを開く。

　もっとも彼女が本気になったらこの程度の距離など無きに等しいのだけど。

「スポーツ枠の特待生だし、空手の大会とかで学校の名誉とか背し負よっちゃうし、校内だとそれなりにきちんと振る舞ってるの！　そしたらあんな風に寄ってくる子がいて」

「品行方正な優等生も、色恋沙ざ汰たの話も、お前の柄じゃないと思うけどな」

　先輩が言い寄る方は『お姉様』よりはまだ納得できるが、それは言わないでおく。

　一大が知っている鷹奈の実態は、食って、寝て、戦っていれば幸せな生き物だ。

　恋するとか好かれるとか、そういう話はまだ彼女の世界にはない。多分。

「あたし、恋とかそういうのってよく分かんないんだ。普通に男の子相手でも……あまり想像できないのに、その……女の子同士なんてさ」

「あまり本気で考え過ぎなくてもいいと思うぞ」

　思わず苦笑してしまう。

　あの後輩たちの態度は遊び半分のじゃれ合いだ。桃もも乃のだけはガチっぽいが。

「やっぱり女の子同士ってちょっと違うんじゃないかって思うし……。あたしの事を好きって言ってくれる相手に冷たくするっていうのも気分悪いんだよね」

　だから冗談めかして『あたしより強い人とじゃないとつき合わないよ』とか言ってたら、桃乃は空手部に入部して一所懸命に練習を始めた。

　負担を強しいるのも不本意だから『実はもう彼氏がいる』という話もした。

「お前、それは下げ策さくだぞ」

　女子の友達が多いから、その発言が引き起こす結果は簡単に想像がつく。

「そう言えば諦あきらめてくれるって思ったの！　そしたら今度は会わせろ会わせろっていうし。中学からずーっと女子校だったから男の知り合いなんてカズしかいないしさぁ」

「……まあ、そういうのは鷹たか奈なのいいところだと思うけどな」

「男の知り合いが少ないところが？」

　ポキン。

「指を鳴らすな、指を！」

「そう言えば着メロの件もあったっけ？　何であたしのは怪獣映画な訳？」

「強そうな奴やつがお前らしいと思ったんだよ！　それ言ったらどうしてそっちはいきなりあんなかわいい曲なんだよ！」

「べ、別に意味なんかないよっ！」

　恥ずかしいのか。鷹奈がぷいと顔を逸そらす。

「……俺おれがいいところって言ったのは、生き真面目まじめで何にでも本気なところの事だよ」

　普通ならきゃあきゃあ騒いでる後輩なんか適当にあしらうだろう。

　だけど鷹奈は相手の気持ちを本気だと思い、傷つけないようにと考えてしまう。

「まあ、オレとお前の仲だし、今日程度の頼みだったらいつでも引き受けるけどな。あんまり無む茶ちやな設定は勘弁してほしい。お前より強いとか」

　あとキスの強要も。あれは鷹奈のせいじゃないけれど。

「あ、あれは半分本気だよ。彼氏にするならあたしより強い人！」

　それは現代にはいない。塩漬け原始人の発掘か宇宙人の襲来を期待しろ。

『あたしより強い』『武者修行に出ているから会えない』と言っている時点では、一かず大ひろに演じさせるなんて考えてなかったのだろう。

　というか。先の先まで考えて無難な言動ができるようなら鷹奈じゃない。

　そんな話をしながら歩いているうちに、隣り合ったそれぞれの家までたどり着いた。

「今日は本当にありがとね。お礼にあたしにできる事があったら何でも言って」

　別れ際、握手のために右手を差し伸べながら鷹奈が笑う。

「……と言われてもなぁ」

　鷹奈の力を必要とするような用件に心当たりはない。それこそ宇宙から隕いん石せきが飛来するのでもない限り。いつも雑事を頼まれているのは一大の方だ。

「あ、そうだ。基本的なのでいいから何か一つ技教えてくれないか？」

「その程度構わないけどさ。どうしたの、急に？」

　鷹奈が疑問を覚えるのは自然な反応だ。何しろ幼なじみとしてずーっと一緒に育ってきたのに、一大は今まで一度も武道を習おうとはしなかったのだから。

「ちょっとな。お前のニセ彼氏としても、それらしく見せられるかも知れないし」

　実は頭にあったのは鷹奈の彼氏役の事だけでなく、真さな愛えの件だった。

　本格的にヤバいヤの字の人たちが相手ではほとんど無意味かも知れないけど、いざという時に真愛が逃げる時間を稼ぐ手段はないよりはあった方がいい。

「正せい拳けん突きがいいかな？　素人しろうとが下へ手たに蹴けりとか使っても危ないだけだしね」

「うん。頼むよ」

　握手する。

　意識して握ると、早少女さおとめや真さな愛えとの違いを感じる。鍛えてちょっとごつごつしているけれど、やっぱり女の子のちっちゃな手だ。

　鷹たか奈なが家に入っていくのを見送った後で、唐突に一かず大ひろは気づいた。

「……これ、どうしよう……？」

　例の世紀末スタイルのままだった。

　まずこれの店に行ってスーツを受け取り、次にブランドショップで制服を回収する。

　できる事ならまともな服に着替えたいのだけど、もう日が落ちている。急がないとシャッターが下りてしまうかも知れない。

「……やっぱりロクでもないぞ、この展開っ！」

　ダメージレザーと肩プロテクター姿のまま、一大は夜の街へと駆け戻っていった。





第５話　一大＆早少女さおとめ・二人のラブラブ講座







「ハァ……」

　朝の教室。一大は水揚げされたマグロのように、力なく机に突っ伏していた。

　何とか閉店前に二件の店で服を取り戻す事には成功した。そのために走り回ったけれど、それは大して問題じゃない。

　疲れているのは、肉体よりもメンタルだ。

　ニセ恋人役三連発。特に真愛と鷹奈は演じるキャラの落差大きすぎ。

　それぞれ事情があるからサポートするのは納得だけど、要求された役柄をこなすだけなので自分のデートの予行演習にもならない。

「おや？　ヤギちゃんお疲れ？」

　そんな気持ちも知らずに、クラスの女子は嬉うれしそうに話しかけてくる。

「はは……おはよ……」

　女の子に嫌な顔は見せたくないから何とか笑顔を作って片手を上げて答える。

「いつも元気なヤギちゃんらしくないねー。何か急に疲れるような事があったのかなぁ？」

「ほら。昨日から早少女ちゃんとつき合い始めたでしょ？」

「そ、そ、そ、そんなんじゃないよっ！」

　ガバッと起き上がり、慌てて否定する。

　早少女さおとめとはあくまでニセ恋人だ。目的を達成したら『別れる』予定。

　そこで自分と彼女が、その、つまり『疲れるような事』に夢中になっているというのはいろいろ外聞が悪いのではないだろうか。

　特に早少女の側が。

「お早う、一かず大ひろくんっ！」

　──とかうろたえていたら、狙ねらったようなタイミングで早少女が登校してきた。

　昨日と同じで髪を整え、メガネを外した超絶美少女モード。いや。身に着けている小物なんかが微妙にグレードアップしてさらにきれいになっている。

「お、お、お、お早うっ！　早少女っ！」

　あんな事を言われたばかりなので、必要以上に意識してしまう。まさか今の会話を聞かれていなかっただろうか。

「あはは、冗談冗談。ヤギちゃんってば本気にしちゃって」

　クラスメイトがパンパン背中を叩たたく。

　これでは鷹たか奈なの妙な生き真面目まじめさを笑えない。

　雰囲気からすれば本気で言ってる訳じゃないのはすぐ分かるのに。

「キョーコちゃん。一大はあたしの彼氏なんだからあまり触らないでよ」

「ははっ、ごめんねー」

　笑いながら早少女が一大の腕をつかみ、ウインク。

　もちろんこれも軽い冗談。早少女としては彼女らしくジェラシーの素振りもアピールしてみましたというところだろう。

「……どうしたの、一大？　元気ないね？」

「はは……ちょっとな」

　突っ伏してないのに同じ質問という事は、顔に出るくらいぐったりしているのだろう。

　しかしさすがに事情は話せない。

「今日もお弁当作ってきたから、お昼一緒に食べようね」

　早少女が言うと、周りの男子がひゅうっと口笛を鳴らした。

「くっそー！　いきなりリア充になりやがって」

「星ほし川かわさんがあんなかわいかったなんてなあ。気づかなかったぜ」

「あー、一大が羨うらやましい」

　そんな事まで言う奴やつが出てきた。最後の一言は一大とも仲がいいタケシだ。

「タケシくん。もう他の女の子に目移りしてる訳？」

「痛いててててててっ！　本気にすんなよ！」

　タケシの耳を引っ張ったのはミキ。つい先日一かず大ひろの仲介でくっついたカップルだ。

「でも本当にかわいいよね。星ほし川かわさん」

「まだ言ってるよこいつ」

　ニセ彼氏である一大としては、そういう事を言ってるクラスの男子相手に嫉しつ妬としてみせた方がいいのかも知れないが、今は気力が湧わかない。

「そういや星川さんの顔って、どっかで見た事ない？」

「そりゃあるだろ。去年から同じクラスだったんだし」

　一大はずっと地元。中学はもちろん小学校時代からの友達も校内には少なくない。

　しかし早少女さおとめは遠い街の出身だ。同じ中学の出身は誰だれもいないはず。

「そうじゃなくてさ。テレビか何かで……」

「おいおい、今どき『君ってアイドルの誰それに似てるね』ってパターンかよ」

　他た愛あいもない会話は続いてる。

　だがほんの小さなトゲが一大の心に引っかかった。

　クラスメイトの会話を耳にした早少女の眉まゆが一瞬だけ歪ゆがんだのだ。

　テレビで見たというのは、早少女の素顔を見た時に一大も感じた事だ。

　今の話が彼女には何か不愉快なのだろう。

『見た』のはクラスで一番のオタクだから、声優として知ってるとか？

　いや。顔出しＮＧだからアニメ雑誌にも写真は出てないはず。

　だったら顔を見たというのはあいつの勘違い？　オレの錯覚？

　考えこみそうになったのを、頭を搔かいて気分転換で食い止める。

　今必要なのは真実の究明じゃない。嫌そうな顔をした早少女のフォローだ。

「おいおい。そのくらいにしてくれよ」

　明るく笑いながら、一大は話していたクラスメイトの肩を軽く叩たたく。

「羨うらやましいだろ？　でもオレの彼女なんだから、褒めたってお前にゃやらねーぞ」

「やだぁ。一大ったら！」

　さすが役者。早少女もこっちの意図を読み取って陽気に混ぜっ返す。

　一瞬浮かんだ険しさも、もう表情から消えている。

　男子も気まずさと照れが混じった顔で笑い、この話題は自然鎮火してしまった。

　そのうち授業が始まり、昼休みになった。約束通り、早少女と二人で屋上に向かう。

「今日も誰もいないねー。マンガやゲームじゃ定番なのに」

「まあ寒いし、雨降ったら大変だし。椅い子すと机がある方が食事は楽だよな」

「じゃあどうしてマンガだとよく使われるんだろう？」

「……背景が楽だから、とか？」

　ちょっと考えてから答える。

　机の列や他の生徒を描かかずに済むから、手間は少なそうだ。

「頭の回転速いね。ボクがニセ恋人に選ぶだけの事はあるよ。さ、どうぞ」

　一かず大ひろを褒めるフリして結局は己を自慢する早少女さおとめに苦笑しつつ、昨日と同じように広げられたシートに座り、ランチボックスを開ける。

　サトイモの煮に染しめに、ブリの西さい京きよ焼うやき。昨日とは打って変わって純和風、それでいてちゃんと一大の好きなおかずが揃そろっていた。

「じゃ、いただきます」

　食べ始めると、箸はしを動かす一大を早少女はにこにこ顔で眺めている。

「な、何だよ」

「自分の料理を好きな人が食べてるのって嬉うれしいじゃない？　そういう気分をシミュレートしてるって意味だけどね」

「……そういうモンか？」

　ちょっと照れながら答える。

　いつも鷹たか奈なに食事を作っているが、彼女がもりもり食べてても別に嬉しさは感じない。あまりにも慣れているから。

　あ。それ以前に好きな人でも何でもないか。

「ところで昨日の電話」

　ぶっ！

　唐突な早少女の言葉に、思わずご飯を一粒発射してしまった。

「あれってどういうお芝居だった訳？　変に上品だったりワイルドだったり」

「な、なななっ、何でもないっ！　オレのプライベートな用件だよっ！」

　いくら何でも『別口で二件ニセ彼氏やってます』とは言えない。

「友っていうのも変だった。普通は友達って言わない？　まるでアニメかマンガのキャラみたいだった」

　鋭い。さすが役者。

　口元が引きつるが、さすがにこっちの事情を話す訳にはいかない。

　本当の二ふた股また三みつ股またで修しゆ羅ら場ばになるのは分かるけど、どうして同時多発型ニセ彼氏でこんな目に遭わなければいけないのか。

「それよりお前の仕事の方はどうだったんだ？」

　一大としては強引に話題を逸そらすしかできない。

「そうそう！　聞いて！　ゲストでね、すごい人が来てたのよ！」

　よほど嬉しいのか。早少女は声を弾はずませ、昨日会った先輩の名を挙げた。

　一大でも名前は知っている。子供の頃ころに見ていた人気作品では主人公の男の子役。今も活躍中の大ベテランだ。

「間まの取り方とか気持ちの入れ方とか上手で……思わず聞きき惚ほれちゃった……」

　興奮していた口調がうっとり夢見るようなものに変わる。

　実は美少女という事実は、もうクラスのみんなも知っている。

　だけど声優で、ボクっ娘こで、好きな話題をこんな風に語るのを知ってるのは一かず大ひろだけ。

「少年、動物──いろんな役ができるのは声優の醍だい醐ご味みだよね。もちろんヒロイン役だってやりたくない訳じゃないの。責任重大な分やりがいもあるじゃない？」

　今度は別の、若手人気声優の名を早少女さおとめは挙げた。

「一度共演したけど、オーラが違う。歌も上う手まいけどあの人の本質は声優ってボクは思う。あんな仕事ができるなら、ヒロイン役も悪くないって思っちゃうよ」

　微かすかな違和感を覚える。

　仕事の価値は分かってても、感情としてはヒロイン役が嫌みたいな言い方だ。

　今け朝さの微妙な反応といい、まだ隠している事があるのかも知れない。

「あのさ。ニセ彼氏以外でも、オレで何か力になれるなら遠慮無く言ってくれよ」

「別に……何もないよ」

　さりげない返事。

　さすが役者だけあって内心の動揺を上手く隠している。

　だけどそれは、隠している事が一大にも分かる程度のごまかしだ。

「ならいいけど、何かあった時は言ってくれよ。ニセでも彼氏なんだし、彼女がトラブってんのを、大ごとになった後で知ったらみっともないし」

　話したくないなら無理に聞き出したくはない。だからこういう言い回しが、今できる精一杯のアプローチだ。

「うん、そうだね。確かに恋人同士になるっていう事は単に好きっていうだけじゃなくて、相手の一番近くにいて、一番よく知ってるって事だもんね」

　恋愛のお勉強として、ポケットからメモ帳を出して書きこむ。

「そういえばさ。今朝もボクと一大は阿あ吽うんの呼吸で一芝居打った訳だけど」

「まあ、芝居だな。うん」

「ミキちゃんとタケシ君もそうだけど、自分の恋人に他の異性が必要以上に近づいたりしたらヤキモチを妬やく──それは自然な感情として理解できるの。でも自分の彼女が美人なのを自慢したくなる心理って何なのかな？」

「うーん……」

　今朝は早少女の気に障りそうな話題を逸そらすため何となく言ってしまったが、改めて言われてみると確かに疑問だ。

「自分の恋人が他人も羨うらやむような存在なのが誇らしい、とか？」

「パートナー、大切な人であってアクセサリーじゃないよね？　だったら自分と相性最高ならいいんじゃない？　他の人と比べて自慢するのは変」

　仕事のために勉強するくらいだから、彼女にとって恋愛感情というのは己の内側から自然に湧わき上がってくるものではないのだろう。

　だから凡人が当たり前だと思う事を、一歩離れた場所から考えてしまうのか。

「それに恋人がいないのが恥ずかしいっていう風潮もよく分かんない。ボクは今まで恋なんかしなくても別に困らなかったし」

「でも、今は困ってるんだろ。オレに頼んで、お勉強しなくちゃいけないくらい」

「そうだけどさ──」

　両手を後ろに突いて脚を投げ出し、早少女さおとめは空を見上げる。

　短めのスカートと膝ひざ丈たけのソックスの間で、白い太ふと股ももが目に飛びこむ。

「一かず大ひろは彼女がほしいと思ってたんだよね？　転がってのたうち回るくらいに」

「そうだけど……もうちょっとオブラートに包んでくれた方が嬉うれしい」

　目撃され録音されちゃった事実だけど、あからさまに言われるとまるで己が飢えた性獣みたいに思えてしまう。

「下心があるからいろんな女の子に節操なく親切にしてた、と。間違いない？」

「だからもうちょっとぼかして言ってください。お願いですから」

　早少女の笑みは、一大を困らせて喜んでいる証明だ。昨日の心労の上に更にイヤなものが積み重なっていく気分だ。

「じゃあ一大って、結局誰だれが好きだったの？」

「え……？　うごっ！　けほっ！　ごけげほっ！」

　返答に詰まる。ついでに最後の一切れだったサトイモが喉のどに詰まる。

「だ、大丈夫っ？」

　慌てた早少女が差し出したボトルのお茶を飲み、つかえたおかずを流し込む。

「ふぅ……。お前がいきなり変な事言うからだぞ」

「ごめんね。だけど本当に疑問なんだ、ボクには」

　メモを手に、真剣な表情で早少女が訊たずねる。

　恋愛について学ぶ協力者を引き受けた以上、適当に受け流す訳にはいかない。

　さっさと解決した方が、本当の彼女探しに復帰するのも早くなるのだし。

「誰が好きって訳じゃなかったんだよな。誰か彼女が欲しいってだけで。だからかわいくないよりはかわいい方がいいし、性格も優しくて明るい方がいいかなーって」

「好きな子がいるから彼女にしたいんじゃなく、誰でもいいから彼女が欲しかった？」

「……客観的に分析すると、そういう事になっちゃうなぁ」

　いい加減というか酷ひどい話のような気がするが、それが噓うそ偽いつわりない真実だ。

　改めて追及されるまで不自然だとも思わなかったけど。

「みんな普通に恋人がいるから、自分にもいないと恥ずかしい？」

「そればっかりじゃないとは思うんだけど……」

　一かず大ひろのサポートでくっついたカップルは何組もいる。

　言い換えれば、男子も女子もその時点では恋人なしだったという事。

　早少女さおとめだってずっと独りだったし、鷹たか奈なも恋愛とはまるっきり縁がない。真さな愛えだって純情そのものでそっち方面には疎うとそうだ。

　カップルがたくさんいても、隈くま無なくリア充包囲網だった訳でもない。

「自分の彼女がかわいかったら、彼女があまりかわいくない男や彼女なしの男に勝った気になるのかな？　誰だれが先に彼女をゲットするか競争してるとか。でもそれじゃ相手の気持ちを考えてないモノ扱い」

　改めて言葉にされるとイヤな気分だけど、早少女の解釈を否定できない。そういう気持ちが全然なかったと言えば噓うそになってしまう。

『好きな子を恋人にしたい』ではなく『誰か彼女が欲しい。それもなるべくかわいい子』という、自覚してなかった本音を暴き出されてしまったのだから。

　正当化──と言うより、己の気持ちを整理するため頭をフル回転させる。

「好きになった相手と恋人になりたいのが一番筋通ってるよ。でも、パートナーが欲しい気持ちが先に立つのも、そんな間違ってないんじゃないか？」

「どうして？」

　早少女は納得せず、ちょっと強い口調で訊たずねてくる。

「それは……ほら。やっぱり生物の本能っていうかさ」

「子孫を残したいのは本能でもイチャイチャは本能じゃないと思う、ボクは」

　やっと思いついた根拠は、即座に早少女の反論を受ける。

「イチャイチャってお前なぁ……」

「イチャイチャはイチャイチャでしょ？　手を繫つなぐのもキスするのも、それで子孫ができる訳じゃないし」

「じゃあそういうのを抜きにいきなりヤっちゃうのが正しいのか？　生物的には」

「そ、そーじゃないわよっ！」

　次の瞬間、ふたりの顔がほぼ同時に赤くなった。

　彼氏や彼女を欲しがるのが本能なら、当然子作り行為に直結してしまう。

　普通の恋人がやる事をやって、恋人らしく振る舞って、恋が何なのかを知るというのなら理屈の上ではその領域──疲れる行為にもタッチする事になってしまうのか。

「じゃあ一大は、好きでもない相手と──キスとかできる訳？」

「そ、それは……」

「例えばボクはニセ彼女だけど、本当に好きな人じゃないよね？」

　一瞬微笑ほほえんだ後、早少女さおとめは目を閉じた。

　長い睫まつ毛げが伏せられる。

　自然に口をすぼめた顔が、そっと一かず大ひろに近づいてくる。

「……え……」

　リップクリームを塗っているのか。ピンクの唇が艶つややかに光っている。

　一大の体は、凍りついたように動かない。

　緊張した肺から吐息がこぼれる。

　それがふたりの間で、早少女の息と混じり合う。

　ドキ、ドキ、ドキ、ドキ、ドキ。

　全身が心臓になったような気がする。

「……ごめんっ！」

「わっ！」

　いきなり早少女が目を開き、両手で突き飛ばした。一大はひっくり返る。

「は、はは……やっぱりダメ。からかってゴメンね」

「いや。オレも本気だったら困ってたけど」

　天を仰いだまま答える。

　昨日の事を思い出した。あの時叫んだのは鷹たか奈なだけど、一大も同じ気持ちだ。やっぱり本当に好きな子がいい。

　特に、初めての相手は。

「気を取り直して、普通にデートの話とかしよっか？　一大っていろいろ調べてるけど、どんなデートプランとか考えてる訳？」

「どんなのって、女の子が喜ぶような場所を調べてさ。相手の好みに合わせて……」

　体を起こして答える。これならまだ平和な話題だ。

「例えばボクが相手だったら？」

　いろんなデートをシミュレート──妄想とも言う──してきた脳がフル回転する。

　地味メガネ時代の彼女なら糸口がなくて困ったけど、今はいろいろ知っている。

「やっぱりアニメ映画とか？　声優の出てるイベントとか舞台なんてのもいいかも」

「模範回答だね。ちゃんと出演者のデータも調べておくんでしょ？」

「そりゃそうだ」

　退屈させないのは基本。こっちが興味ない顔してたら相手も楽しくない。

「一大自身には好きなものとか行きたい場所とかないの？」

「え？」

　訊たずねられた瞬間、頭の中に小さな空白が生まれた。

「……ないっ！　常に女の子優先、女の子に喜ばれる事だけを考えてきたオレには、自分自身で行きたい場所がないっ！」

　改めて口にすると自分でも呆あきれてしまうこの事実。

　例えば甘い物好きの子のため美お味いしいスイーツの店をチェックするのは毎度の事だけど、自分の好みを軸に組み立てたデートは考えた事がない。

「それが一かず大ひろの弱点だね。教室でも言われた通り、もうちょっと積極的で強引な方が嬉うれしい女の子もいるよ。彼氏の好きなものを知りたい子もね」

「まさか『女の子のご機嫌を取るのが好き』って言う訳にもいかないだろ？」

　一大個人の趣味を訊たずねられれば、挙げられるのはそれだけだ。

　たとえ下心含みであっても。

「あは、そんな趣味じゃデートコースのネタにもならないね」

　早少女さおとめは口元を押さえて笑う。

「夏は海とか縁日とか、定番普通路線はオレも行ってみたいけどな」

　フル稼働した脳が、勝手に早少女の水着姿を想像してしまう。

　制服の上からでも分かる腰のくびれを考えると、ビキニも似合いそうだ。

　巨乳に和装はダメとか聞くけれど、早少女のバランスは浴衣ゆかたもいけるだろう。

「なーに、ジロジロ見てるのかな？　一大のえっち☆」

「な、なななっ！」












　思わず焦ってずりずり後ずさってしまう。

　そっちはいきなりキスを迫ってからかうクセに。

「多分無理だろうなと思ってたレアな願いは、案外すぐに実現したんだよなぁ」

「レアな願いって、何？」

「彼女が毎日お弁当作ってくれる」

　自炊しているし、鷹たか奈なにご飯作りを強要されたりもする。

　だから弁当の面倒さも実感してるのだ。早起き必ひつ須すだし、何種類ものおかずを少量ずつ作るのは手間がかかる。

「マンガじゃよくあるけど、現実には期待するだけ無駄だと思ってたんだよ」

「確かに他にいないよね」

　ふたりは顔を見合わせて笑う。

　クラスでつき合っている連中でも、ベタな手作り弁当攻勢なんて見た事がない。

「まあ、何だかんだ言ってもオレも『恋をするのが当たり前』『彼女がいないと恥ずかしい』ってのに流されてたんだろうなぁ」

「やっぱりボクはそれが分かんないんだよね」

「……多分さ」

　考えをまとめる沈黙の後で、一かず大ひろは口を開いた。

「家族と違って自分が出会って選んだ相手。友達みたいにみんなで一緒じゃなく、オレだけを特別と思ってくれる人。オレにとっても世界でたった一人の特別な存在と思える人。そういう人と一緒にいるのが幸せ……なんじゃないかな」

　恋には憧あこがれてたし、ニセ恋人はやらされていても本当の彼女がいる訳ではない。結局こういう推測が精一杯だった。

「うん。それならボクにも理解できる……と思う」

「まあ普通はみんな改めて『恋とは何か』『どうして恋をするのか』なんて突き詰めて考えたりしないんだろうなぁ」

「そっか……。そういうものなのかもね」

　常識に則のつとっている多数派は自分のあり方に疑問を覚えない。

　みんなが同じように振る舞い、同じように考えているように見える。

　早少女さおとめみたいに『恋が分からないから、形から入って勉強してみる』と考えるような人間は例外的な少数派なのだ。

「オレが言うのも何だけど、早少女は声優だろ。なら普通じゃないとか、みんなが当然と思ってる事を掘り下げて考えてもいいんじゃないか？　芸の肥やしって奴やつで」

　考えをまとめて説明すると、早少女はくすっと笑った。

「オレの意見、おかしかったか？」

「ううん、そうじゃないの。一かず大ひろを選んでよかったなぁって思ったの」

「え？」

「今の話だと一大は普通に恋したい多数派でしょ？　常識で片付けてもいい事をきちんと考えてくれたんだよね。ボクのために」

「ま、まあそうかな」

　基本的にはいつものパターンのつもりだった。

　女の子から頼まれた事に一所懸命になってしまうという奴やつ。

「あ、選んだって言ってもニセ恋人としてって意味だよ。そこは勘違いしないでね」

「分かってるよ」

「本当の彼女ができたら出来合いの無難路線じゃなく、ちゃんと一大と彼女のためだけのデートとか考えるんだよ」

「はいはい」

　メモ帳を閉じる早少女さおとめに苦笑で答える一大だった。




　放課後は今日も一緒に帰る事にした。いきなり態度を変えたら不自然すぎる。

「早少女、仕事は？」

「今日はスケジュールないよ。一大の方は？」

「バイトにはまだ一時間以上あるし、その辺ぶらぶらする程度の余裕なら」

「そっか。じゃ少しは恋人らしくしよっか」

　すぐに柔らかい手が、一大の右手を握る。

　心臓がドキドキする。温かくて柔らかくて、しっとりした感触が手から体の一番芯しんの部分まで染み渡ってくる。

「あくまでニセだからね」

　ちょっと顔を寄せ、耳元で囁ささやく。

　単純に嬉うれしいのとは違う。早少女と一緒にいると──刺激的だ。

　考えた事もない議論を持ちかけ、こっちの頭も加速させるパルスを送りこんでくる。

　しかもそれは他の誰だれにも話さない、自分と早少女だけの秘密。

　今まで経験した事のない楽しさだけど、恋かと言われると違う気がする。

　早少女との時間は甘いお菓子じゃなく、初めて味わうスパイスがたっぷり使われたエスニックのスナックみたいだ。

「どうしたの？」

「あ、いや。ちょっと考え事」

「変なの。ね、その辺ぶらぶらって言うけど、ボクは学校と家とスタジオの三角形描いてるから、こういう時どこに行けばいいのかよく分かんないんだよね」

「やっぱりプロって忙しいのか？」

「それもあるけど、他に趣味とかないから」

「昼はオレにああいうツッコミ入れてたくせに」

　案外自分と早少女さおとめは似た者同士なのかも知れない。

「一かず大ひろがどこか連れてってよ。こういう時は男の子がリードするものでしょ？　万人向け定番コースでいいから。あ、そうだ。バイト先の喫茶店、行ってみたいな」

「それはダメっ！」

　即座に却下。

「どうして？」

「そ、それは、オレが恥ずかしいっていうか……。早少女だって自分が出てる番組をオレがまじまじと見てるとしたら照れくさくないか？」

「別に平気だよ。ボク、プロだし。普通の声優ファンは注目してない番組だけど、全国放送で何万人もの人が見てるんだもん。一大が見ても今さらだし」

　しまった。これは予想しておくべき答だった。

「で、でもオレはお前と違ってただのバイトだから照れるんだよ！　早少女だって番組じゃなくて録音現場をオレが見学したら恥ずかしくないか？　いいや、オレという個人じゃない。大好きな彼氏がじっと見ているって想像してみろ、役者なら！」

「……そう言われると確かにそうかも」

「分かっただろ？　だからバイトしてる店はなしっ！　オレとお前の約束だっ！」

「はいはい。別に一大を困らせるのが目的じゃないし」

　ふう、危ないところだった。

　バイト先は、二重の意味でヤバい。

　まず喫茶店だとは話したがメイドカフェというのはさすがに言えない。

　フロアに出る訳じゃないが、男のバイト先としては邪じや推すいや揶や揄ゆのネタになる。

　何より『スウィート・ドロップ』では真さな愛えと鉢合わせしてしまうかも知れない。

「じゃあゲームセンターとか？　先輩声優の仕事もいろいろ聞けるし」

「それもダメっ！」

　これも即座に却下。

　昨日の一件と地理的要因を考えるとあのゲーセンは聖せい穹きゆう女じよ学がく院いん生徒がよく行くテリトリー内だ。昨日の後輩たちにばったり遭遇する可能性はゼロじゃない。

　特にあの桃もも乃のという子に見つかったら絶対に面倒くさい事になる。

「今け朝さのテレビの占いで、アンラッキースポットはゲーセンって言われちゃって！」

　思いついたのはかなり無理めの言い訳だった。

「占いとかそういうの信じる方だったんだ。ちょっと意外」

　笑いながら、早少女さおとめはメモする。

「そのメモって、恋愛について気づいた事を書くんじゃないのか？」

「恋愛一般だけじゃなく、こういうディテールも押さえておいた方が役に立つかなって、そう思っただけ」

　短く数語書き入れると、すぐメモ帳をポケットに仕し舞まう。

　結局時間もあまりないし、ぶらぶらウィンドウショッピングする事になった。

　本屋など適当に流した後、ファンシーショップにたどり着く。

「わぁ、これかわいいっ！　こんなのも売ってるんだ！」

　まるで初めて夜店に連れていってもらった子供みたいに早少女がはしゃぐ。

　女子の友達につき合わされたり、逆に彼女へのプレゼント選びを男友達に頼まれたりする事が多い一かず大ひろにはお馴な染じみの店だが、むしろ彼女の方が不慣れっぽい。

「ちょっと意外だな。メガネ外してからすぐにおしゃれしてきたから、わざと地味にしてるだけで、普通にこういうの好きなんだと思ってたよ」

「地味にしてたのはその通りだけど、こういう買い物した事ないの。恋したら少し派手にした方がらしいと思って、ちょっと調べて必要な分買っただけ」

「へえ……」

　やっぱり彼女は謎なぞが多い。

　今まで想定してきた『どんな女の子にも嫌われないように』の『どんな』の中には星ほし川かわ早少女というユニークな個人は含まれていなかった。

「じゃオレが何か買ってやるよ。彼氏からの贈り物のひとつくらいは持ってた方がそれらしいだろ？　どれがいい？」

　ケータイ用小物売り場の前で、自然に足が止まる。

「一大が選んで。ボクが自分で指定したら、彼氏をサイフ代わりにしただけになっちゃう。相手が選んでくれたからこそ、持ってるとその人を身近に感じて嬉うれしい……って事じゃないかな、本当の恋人なら」

　教科書通りというか、綺き麗れい事ごとすぎる答かも知れない。

　だけど気持ちのままではなく頭で考えているからこそ、彼女は現実以上に本当らしい『素敵な恋心』をシミュレートしようとしている。

「分かったよ。じゃあこれで。オレもあんまり金無いし」

　手に取ったのはビーズやラインストーンで星を象かたどったストラップだった。

　いつでも持ち歩くけど、直接服や髪に着けるものではない。

　ニセ彼氏としてはこのくらいがいいバランスだろう。

「ありがとう！　ボクからもお返しした方がいいかな？」

「今度でいいよ」

　いきなり恥ずかしいところを録音録画されて、ニセ彼氏役を押しつけられて、冷静に考えれば被害者なのだけど、ついこんな態度をとってしまう。

『彼女欲しい』の絶叫まで見られちゃってる以上、カッコつけても今さらかも知れない。でも男には男の意地だって見み栄えだってある。

　それに何より、結局のところ女の子が喜んでくれるのが嬉うれしいのだ。

　店を出るとすぐに早少女さおとめはストラップを愛用のケータイに通した。

　たった今一かず大ひろがプレゼントした星マーク以外には、子供番組のキャラクターと思おぼしきマスコット人形が二つ付いていた。

「あ。これ？　今出ている番組の。ボクのキャラじゃないんだけどね」

　脇わき役やくなので、景品が作られたりしないのだとか。

「自分のキャラの記念品が、付けきれないくらいに増えるのが今の夢かな？」

「頑張れよ。オレは声優の事とか分かんないけど、早少女が本気なのは理解してるから」

　理解というより実感だ。

　なりふり構わない努力のせいで、ニセ恋人をやらされてるのだから。

「ん。ありがとね」

「よせよ。照れる……って言うか、オレの方がちょっと恥ずかしい事言いすぎた」

　本気か芝居か。早少女に潤んだ眼まな差ざしで見つめられ、思わず顔を逸そらす。

　その瞬間、一大は奇妙な違和感を覚えた。

　視線だ。それも決して好意的ではない。

　誰だれかがこちらを見つめている。

　思わず周囲を見回すが、例の美女や黒服の姿は見あたらない。

　気のせいか。それとも昨日より巧妙に隠れているのか。

「どうしたの？」

　一大の動きに反応して、早少女も後ろに目を配る。

「……ひょっとして誰かに見られてる？」

　彼女も感じている。一大の気のせいではないという事か。

「まさか昨日の連中？　真さな愛えさんの関係者がオレの方を見張る理由があるのか……？」

「え？　何って言った？　一大、何か心当たりがあるの？」

「な、何でもない！　オレたちがあからさまなバカップルだから、誰かが白い目で見てるんじゃないか？」

　思わず呟つぶやいてしまった事を、慌ててごまかす。

　真愛の件は早少女には関係ないし、巻きこむつもりも知られるつもりもない。

「……そんなのじゃない！　もっと脂っこくまとわりつく嫌な視線……」

　青ざめた顔のまま両手で自らの細い肩を抱きしめ、声を震わせている。

　本気の怯おびえ方だ。

　不安で彼氏に頼っている演技なんかじゃない。

「大丈夫。何かあったらオレがどうにかするから、早少女さおとめは逃げろ」

　女の子の手前強がってみせるが、どうにかするアテがある訳ではない。鷹たか奈なからは技を習う約束をしただけで、実際にはまだ何一つ教わってないのだし。

「……違う。これ、あたしを……。嫌……怖い……」

「早少女、しっかりしろ！」

　やはりおかしい。

　地味なクラスメイトでも、見せかけの恋をする女の子でも、一かず大ひろだけが知っている知的でひたむきな努力家でもない。

　こんな弱々しい早少女を見るのは初めてだ。

　利き腕の右を空け、左腕で彼女を守るように抱き寄せる。

　何度も周囲に目を配り、不快な視線の主ぬしを捜す。

　だけど早少女の様子と一大の行動のせいで、通りを行く人もチラチラこっちを見ている。それに紛れて、監視者の姿は発見できない。

「……いなく……なった？」

　小さな声で言い、早少女が顔を上げる。

　いつの間にか粘つく気配は消えていた。去ったという事か。

「ご、ごめんね。急に怖くなって……。ありがとう。嬉うれしかったよ。守ってくれて」

　感謝されるのは嬉しいが、不安でもある。

　守ろうとしたのは事実でも、守ったとは言い切れない。もしも視線の主が何かの実力行使に出たらどうなっていたか。

「早少女があんまりかわいいから、変な奴やつが目ぇつけたのかも。きれいなのもいい事ばっかりじゃないな」

　抱き寄せていた腕を下ろしながら、彼女の不安を和らげようと冗談めかして笑う。

「う、うん……そうだね。そういう事も、あるよね……」

　まだ気持ちが落ち着かないのか、答える早少女の笑顔はぎこちない。

「一大、バイトの方はいいの？」

　確かにそろそろ出勤時間だ。仕事がなければ、気持ちが落ち着くまで早少女と一緒にいてやりたいのだけど。

「大丈夫。明るいうちに、人通りが多いところを通って真まっ直すぐ帰るから。何かあったら、すぐ連絡するしね」

　そう言って、星のストラップを付けたケータイを掲げる。

「ニセでも彼氏だからすぐに駆けつけたいけど、電話の向こうに飛んでくって訳にはいかないよな」

「あ、そうか。一一〇番の方が早いね」

「声優なんだし、まず大声で叫べよ」

「うん。……そうだね。ありがとう。じゃあねっ！」

　まだ少しぎこちなさの残る笑顔で早少女さおとめは手を振り、小走りで去っていく。

「……鷹たか奈なからコーチ受けるの、急いだ方がいいかもな」

　一かず大ひろは拳こぶしと決意を固めた。

　でもまあ現時点でできる事は何もない。とりあえずはバイトに急ぐだけだ。





第６話　あの子の秘密とあの子の秘奥技







「おはよーございまーすっ！」

　夕方でも出勤時はおはよう。『スウィート・ドロップ』の決まりである。

「八や木ぎ本もとちゃん、おはよー」

　一見中学生風、実は二×歳の朋とも店長が答える。モップを手に開店前の掃除中だ。

「店長。真さな愛えさんの制服、ちゃんとクリーニングしましたか？」

「うん。だいじょーぶっ」

「スペア常備しといた方がいいですよ。仕事中にコーヒーやケチャップが付く事もあるし、年長組用は真愛さんには似合わないし」

「そーねー。身長違うからあたしと真愛ちゃんで共有とかできないし、早番のバイトも増やしたいし……あっ！」

　床をごしごし擦こすっていた朋が、いきなり目を輝かせる。

「どうかしましたか、店長？」

「いつの間に真愛さんって呼ぶようになったの？　ずっと名字で呼んでたのに」

「え？　あー……それは、その……」

　しまった。

　ニセ彼氏として名前で呼んだクセが残ってしまった。

「ウチは職場恋愛禁止じゃないもんねー。うんうん。でもお客さんの前では控えるんだよ？　夢を売るお店なんだから」

「そーいうんじゃありませんってばっ！」

　勝手に納得してニコニコ肯うなずいている朋とも店長に、力いっぱい否定する。

「真さな愛えちゃんとくっついたんじゃないとすると……まさかハーレム狙ねらいっ？　この店で男の子は八や木ぎ本もとくんだけだし……」

「どうしていきなりそっち？　だったら店長もターゲットって言うんですか？」

　一かず大ひろの叫びに朋ははっと身構えて、ほとんど無い胸を両腕でカバーする。

「ダメよ、八木本ちゃんっ！　わたしとあなたは雇用主とバイトなのよっ！」

　何を考えてるのだろうか、この人は。一応いい大人のはずなのに。

　さっき自分で職場恋愛禁止じゃないと言ったクセに。

　いや、別に朋店長とそういう仲になりたい訳ではない。断じて。

　だいたいシフトがほとんど被かぶらない年長組三人のうち二人はちゃんと彼氏がいるのだ。もちろんお客さんの前ではそんな素振りは見せないけれど。

「だから違いますって。まあ、前よりちょっと打ち解けたって事で」

「なーんだ。つまんないのぉ」

　元々この店──メイド喫茶ではなく純喫茶時代──の常連客だった一大だ。祖父の手伝いでウェイトレスをやっていた頃ころの朋も知っている。

　結構長いつき合いなのだけど、未いまだにこういうやり取りは慣れない。

「おはようございます」

　そうこうしているうちに、当の真愛が出勤してきた。

「おはよー、真愛ちゃん。制服、クリーニングしたから」

「はい。ありがとうございます」

　店長も真愛にはさっきの話題を振らない。要するに一大が弄もてあそばれていただけだった。

「あ、そうだ。真愛さん、あの後、何も無かった？」

　苦笑いしながらも確認せずにはいられない。

「ええ。特に何も変わった事は……」

　心配ぶりが不思議なのか、きょとんとした表情で真愛は答える。

「おやぁ？　二人で何やら秘密の話？」

「店長には関係ないです」

　面白がっている朋店長をしっしと追い払い、真愛を厨ちゆう房ぼうに連れて行く。

「今日の事なんだけど、実は──」

　ここに来る途中で何者かの尾行があった事。しかも姿は確認していないが、昨日以上に危険な気配を伴っていた事を告げる。早少女さおとめの存在には触れないで。

　冷静に考えれば全部ニセ恋人。神経質になる方がおかしいかも知れない。

　でもやっぱり、形だけでも彼氏彼女になってる相手に別口の話はしづらい。

「昨日の連中だと思うんだ。何か本当にヤバい事があるのかも」

「お待ちください、一かず大ひろ様。その……昨日の人は、別にそこまで剣けん吞のんな訳では……」

　小さくため息をつき、真さな愛えはかぶりを振る。

「でも確かにいたんだ。オレだけなら気のせいかとも──」

「一大様、だけ？」

　あ。まずい。

　早少女の事を詳しく説明する訳にはいかない。

「え、えーっと……一緒にいた奴やつがいたんだ。友達だよ、友達。ただの友達！　そいつも変な感じって言ってたんだよ、うんっ！」

　何とか差し障りのないレベルに翻訳する。別に男だとも言ってないから噓うそじゃない。

「ですが昨日尾行していた人からはそこまでの気配は感じなかったのでしょう？」

　幸い、真愛は不自然な強調を追及してこなかった。

「別の奴に交代したのかも。三人組だったんだから他にも仲間がいるのかも」

　ふう──とため息をついてから、真愛は顔を上げた。真剣な表情だ。

「こうなっては、きちんとお話しすべきですわね。昨日の女性は……わたくしの叔お母ば──保護者なのです」

　ギャングかＭＩＢにしか見えない人が真愛の保護者？

　じゃあ一緒にいたゴツい体格の男たちは？

「志し束づかおばさまは正確には叔母ではなく、母の従妹いとこです。わたくしがまだ未成年なので、天てん弓きゆう院いん記念財団の理事長代理も務めています。一緒にいたのはボディガードで……」

「記念財団って何？　本来なら真愛さんが理事長になるっていう事？」

　何かの聞き間違いかと思ったが、真愛は真ま顔がおで肯うなずいて説明した。

　天弓院家は平安時代から続く名門だ。この地を治めていた大名と京の公く家げの血を引く。

　今も多くの不動産を保有。更に博物館や学校法人などを持ち、文化事業や各種スポーツ、福祉活動を支援しているのだとか。

「五年前の事です。両親が海外の飛行機事故で他界いたしまして」

　淡々と事務的に話す真愛の気持ちを汲くみ、何も言わずただ説明に耳を傾ける。

　確かに財界の大物夫婦が巻きこまれた事故のニュースを見た記憶はあった。

「理事長は代々本家の者が務める習わしですが、唯一の直系であるわたくしはその頃ころまだ小学生。財団そのものの存続さえ危うくなるところでした」

　そんな時、財団を守った功労者が志し束づかだ。

　当時二一歳。アメリカの大学を飛び級で卒業し、大学院で経済学と経営学を学んでいた彼女が急きゆう遽きよ帰国したのだ。

「親族の中には利益を生まない事業から手を引き、財団を解体して資産を売却しようとした者もいました。志束おばさまは私物化を企たくらんでいるという誹ひ謗ぼうにも負けず、天てん弓きゆう院いんの家を守り抜いてくれたのです」

　自分はあくまで臨時代理であり、法的に成人した暁には全すべては本来の後継者である真さな愛えに返還されると書類の形で残したのも志束である。

「……すごい人なんだね」

　真愛が本物──しかも超ハイクラスのお嬢様なのにも驚いたけれど、例の女性の正体にもびっくりだ。

「ええ。おばさまは本当に立派な人です。わたくしは、おばさまのような人間になりたい。ただ守られている箱入り娘のままではいたくないのです」

「それでバイト始めたの？　いきなりメイドカフェはどうかと思うけど……」

「何かおかしい選択だったのでしょうか？」

　真愛はきょとんと首を傾かしげた。

「わたくしには特技もありませんし、世の中の事を何も知りません。ですが家にはたくさんのメイドが働いています。その仕事ぶりでしたらずっと見てきました。ですからメイドの仕事なら見み様よう見み真ま似ねでできるのではないかと……」

「もう理解していると思うけど、メイドとメイドさんって全然違う存在だから」

　メイドさんならぬ本物のメイドなんて見た事ないが、それは断言できる。

　そもそも経営学をマスターしたおばさんに憧あこがれて、メイドカフェで働くというのは相当ズレているような気がする。

　その人も怪しい変装で尾行したりするんだから、ズレてるのは血筋なのかも。

「ですが志束おばさまには一つ困った点が……。お見合いを勧めてくるんです」

　真愛ももう一六歳。保護者の承諾があれば結婚できる。そして結婚すれば法的には成人したものと見なされる。

　正式に天弓院記念財団の理事長職を継承できるのだ。

「婚約すれば高校も休学か中退になるでしょう。それでは納得できません。いろんな事を学び、見聞も広めたい。実務でもおばさまを助けていきたいのです！」

「ニセ恋人役を頼んだのは、そういう理由だったんだ？」

　ようやく一かず大ひろにも状況の全容が飲みこめた。

　見合いを避けようと『彼氏がいる』という噓うそをついてしまったのだろう。

　真愛だから『わたくしには既に心に決め、おつきあいしている殿方がいるのです』という感じだろうか。

　しかし志し束づかは言葉だけでは納得せず、相手の男を直じかに観察するのを要求したのだ。

「事情も説明せず面倒な事をお願いしてしまい、申し訳ありませんでした。わたくしの立場が知られてしまうと、今まで通りには接していただけないような気がして……」

　高級ブランドに着替えさせ、ホテルのレストランに行ったらその心配は無意味のような気もするが、志束に対して相手の格をアピールするため仕方なかったのか。

「真さな愛えさんにも事情があったのは分かるよ。でも今はそれでごまかしたとしても、後が大変だよ？」

「承知しております」

　穏やかな、だけど強い笑顔で真愛は答える。

「できるから実行するのではありません。わたくし自身が望んだのですから、困難であってもやりぬいてみせます。志束おばさまに憧あこがれて始めた事なのですから」

　おっとりしている真愛の中に通っている、強くて真まっ直すぐな芯しんが一かず大ひろには見えた。

　これなら大丈夫。

　昨日のデートをそれなりにクリアしたから、ニセ恋人のうち一件はお役御免だ。志束が納得したからこそ今日もバイトに来られたのだろうし。

「あの、実は……確かに志束おばさまはわたくしがここで働く事を許してくれましたし、一大様の事も紳士の作法を身につけた方だと認めてくださいました」

「だったら何の問題もないよね？」

　志束が納得したなら真愛のニセ恋人は無事完了。一件落着だ。

　まだ二件残っているけれど。

「いえ。それが……交際を続けるのであれば改めて挨あい拶さつし、先日の非礼を詫わびたいと」

「え……？」

　レストランでの値踏みする目を思い出す。

　敏腕で厳しい志束があの程度で完全に納得したとは思えない。謝罪の名目で直接話して、本当にメガネにかなう相手かどうか確かめるつもりだ。

「本来でしたら一大様の都合も確かめた上で日程を定めるべきなのでしょうけれど、志束おばさまも仕事が忙しい身で……。今度の日曜日にお会いしたいと」

　一度彼氏として認識された以上は、自分が引き受けるしかない。

　お見合いしたくないという真愛の願いを叶かなえるためにも、志束と直接対決しなければ。

　志束を『ヤ』の人だと勘違いした時だって守ると決意したのだ。

　今さら逃げる気はない。

「分かったよ、真愛さん。ひとつ確かめたいんだけど、おばさんにはオレの事どう説明してるの？　まさか大企業の御おん曹ぞう司しとか、財閥の跡あと取とりとか……」

　天てん弓きゆう院いんの一人娘と釣り合うにはそのくらいの設定が必要だろう。

「家柄や生い立ちの話はしておりません。ただ信頼できる紳士だとだけ」

「それならいいよ。これ以上変な噓うそはつかないで。調べれば庶民って事はすぐバレちゃう。そこをごまかしたら、おばさんは真さな愛えさんの事もオレの事も信用してくれない」

　そういう人間なら、日本中の金持ちや名門の子し弟ていで真愛に釣り合う年齢の男など残らずチェック済みだろう。ニセの設定を作ってもすぐバレる。

「そうですわね。承知いたしましたわ」

　財産や家系で虚勢を張ったって本物として通用するはずはない。

　ブランドスーツや高級レストランは一度見せたから、その路線は続ける。

　基本は『家は普通だけどマジメで上品で教養ある若者』だ。

　マナーや教養は付け焼き刃になるけれど、後は誠実さでぶち当たるしかない。

　ニセ恋人なのに誠実さが武器というのもおかしな話ではあるが。

「真愛ちゃ～ん。夕方の部開店するから支度してねー」

　フロアの方から朋とも店長の声が呼んでいる。

「あ、ごめんなさい」

　メイド服に着替えるべく、真愛は慌ててロッカールームへと向かう。

「……そう言えば……あれはどうなるんだ？」

　胸の中に残った疑問に気づき、一かず大ひろは独り言を呟つぶやいた。

　真愛とのデートを尾行していたのが志し束づかたちなら、今日感じた視線は何だったのか？




『日曜日の件、時間などは改めて連絡いたします』

　バイトが終わった後、そう言い残した真愛と別れた一大が帰宅すると、ポストには走り書きが突っ込まれていた。

　ただし今回のはメシの要求ではない。

『ワザ教えるからウチに来て』という鷹たか奈なからのメッセージだった。

　謎なぞの視線の事もある。善は急げだ。

　制服からジャージに着替えると、一大は氷ひ魚お家のチャイムを鳴らす。

　返事はない。

　呼んでおいてまた寝てる──それがいつものパターンだけど、ふと不吉なイメージが頭をよぎる。

　早少女さおとめと自分を尾行していた謎の視線がある。

　真愛の関係者じゃないとしたら、一大自身をつけ狙ねらっている者がいるのかも知れない。

　だったら鷹奈が標的にされるかも！

　確かに彼女は熊くま殺しだし『○ジラ』のテーマが似合う最強生物だ。

　だけどもっと強い奴やつがいるかも知れない。不意を突かれるかも知れない。

　鍵かぎはかかっていない。扉はスムーズに開く。

「鷹たか奈なっ！　どこだ？　無事か？」

　靴を放ほうり捨てるように中へ上がり、叫ぶ。

　近いところからドアを開けて中を確かめる。

　居間にはいない。キッチンにも。バスルームの脱衣所には──いた！

「きゃあああああっ！」

　鷹奈らしくない悲鳴が鳴り響く。

　まさに体にバスタオルを巻きつけた瞬間だった。

　胸の大きさが、いつも以上に目立つ。

「何でいきなり入ってくるんだよ、バカっ！」

「返事がないから心配したんだよ！　お前だってオレのぱんつは平気で見ただろーが！」

「殴るのと殴られるのじゃ意味違うもんっ！」

　一かず大ひろの顔めがけてハイキックが飛んでくる。

　待て。ちょっと待て。

　それは危険すぎる。

　オレの命が危ないだけじゃない。












　バスタオル一丁で思い切り片足を振り上げるのは、アングルとかいろいろヤバい。

　混乱する頭で、一かず大ひろはとっさにのけぞってかわす。

　目の前を、意外に小さな足が通過する。

　ゴグギッ！

　弾はずみで足が滑って、床に後頭部を打ちつける。

　致命的なポイントを見る余裕なんてなかった。

「だ、大丈夫っ？　カズ！」

　倒れた一大の上から、バスタオル姿の鷹たか奈ながのぞき込む。

　前髪からぽたぽた垂れた滴が頰ほおに当たって、口元へと滑り落ちる。

「ま、待てっ！　まず着替えろ。つーか何か着ろ！　そもそも一人で留守番してる時に鍵かぎも掛けずに風ふ呂ろ入るなっ！」

「じゃあ一大が出てってよ！　あ、居間で待ってて！」

　裏返され、尻しりを蹴けられて脱衣所から這はい出でる。

　床で頭を打つ程度で良かったが、鷹奈のキックが直撃していたら昇天していた。

　嬉うれしい意味じゃなくて。

　言われた通り居間で待っていると、鷹奈は一度二階に上がってから下りてきた。

「お待たせ。じゃ、あたしの部屋に上がって」

　湯上がりの鷹奈は道着姿だった。ポニーテールがいつもよりつやつや光っている。

「何でお前の部屋なんだ？」

　歩いて一〇分程度の距離には、自宅とは別に道場がある。

「道場だと親父おやじが門もん弟ていを鍛える邪魔になるもん。サンドバッグもあるし。本来の氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうには投げや関節もあるけど、初心者にはやっぱり一番素直なパンチがいいよね？」

「こっちは素人しろうとで、教わる側だからな。お前に任せるよ」

「そのしゅしょーな態度やよしっ！」

「今『殊勝』ってひらがなで言ったな？　総理とかキャプテンじゃないんだぞ」

「そ、それはどーでもいいでしょ！　まずサンドバッグ殴るつもりで」

「こうか？」

　心得はないので、ゲームセンターの時と同じで鷹奈を真ま似ねて構えを取ってみる。

「やっぱりダメだねー、素人は。そのまま動かないで」

　言われた通り固定ポーズになった一大の背後に回った鷹奈は、いきなり腰とか尻とかぺたぺた触ってきた。

「ど、どこ触ってんだよ？」

「だから動かないでってば！」

　いつもの鷹奈とは違う、真剣な声で一喝する。

「脚はもうちょっと開いて。重心はもっと落とす」

「わわっ！」

　足払いのような動きで一かず大ひろのスタンスを整え、腰をつかんで下側にぐっと力を込める。

　湯上がりのせいか、暖かさが触れられた場所から伝わってくる。

「顎あご引いて。目は真まっ直すぐ正面向いたまま。腕はこう」

　下半身が済むと、次に右肩をつかんで後ろに引っ張り、左肩を逆に押し出す。

　標的──サンドバッグに対して半はん身みに構えて足を肩幅に広げ、左腕は曲げて盾のように顔の前に構え、右みぎ脇わきは締めて拳こぶしは腰の高さに。

「この姿勢、覚えて。これが基本の構えね」

「あ、ああ……」

　筋肉の具合を確かめてるのか。鷹たか奈なの手が背筋や肩、腰や太ふと股ももをそっと撫なでていく。

　いつものイメージとは違う、ちょっぴりくすぐったいソフトタッチだ。

　姿勢を保つように言われているから、背筋がくねくねしそうになるのを必死に堪こらえる。

「このままサンドバッグに向かって、肩を入れる気持ちでパンチ一発。はいっ！」

「お、おうっ！」

　腹に力を込め、言われた通りに正せい拳けんでサンドバッグを直撃する。

　バシッ！

「痛いつてぇ────っ！」

　激痛が腕から脳天に迸ほとばしる。

　当然だ。構えだけは微調整されても、一大の肉体は全く鍛えられていない。

　拳が柔らかいのに、鷹奈用の使いこまれたサンドバッグに通用するはずもなかった。

「……痛いてててて……」

　ヒットした部分は赤くなっていた。

「うん。それでいいよ」

「どこがだよ！　痛いだけだぞ、こんなの」

　熱くうずく部分にふーふー息を吹きかける。目め尻じりに涙がにじんでしまった。

「あたしは生まれつきの才能で戦ってるから、コーチ向きじゃないんだけど親父おやじから言われた事はあるよ。今の構えで、ためらわず思いっきり撃ちこむのが基本」

　しゅっ！

　鷹奈は自分でも同じ構えから虚空に軽いパンチを一発繰り出した。

「この基本を毎日、何百回も体に染みついちゃうくらい繰り返して、やっと基本の正拳突きをモノにできる。構えだけじゃなく、皮が剝むけて、タコになって、それがまた削れて、もう一度固まって──そうやって生身の手足が武器になるって言ってた」

　じっと手を見下ろす。

「護身用の簡単な技とか言っちゃって、悪かったな」

　修行を続けて初めて身につく技を簡単に学ぼうというのは、虫のいい話だった。

「カズを叱しかってるんじゃないよ。この話にはまだ続きがあるの」

　一かず大ひろにも取らせた基本の構えから流れるように姿勢を変え、鷹たか奈なは笑った。

「修練を積まなきゃ己の強さを信じられない。けど自分より強い相手に立ち向かわなきゃいけない時もある。技に万全の保証があって、絶対勝てそうな奴やつとだけ戦うのなら最初っから武術なんていらないしね。まああたしにはあまり関係ないけど」

　小学生で既に父を倒し、野生の熊くまもやっつけた鷹奈だ。強大な敵に立ち向かうとか苦戦するとか、雪辱を果たすために鍛え直すとかいうのとは無縁だろう。

「……そういう時はどうするんだ？」

「逆に考えるんだってさ」

　答えながら、鷹奈は宙にハイキックを放ってそのままぴたりと止まる。

　高々と右足を上げた不安定な姿勢なのに、左足を床に固定して全身に頑丈な芯しんを通したみたいな不動の姿勢だった。

「通用させたい技に無む理り矢や理りに自信を込める。この一撃は通じるって自己暗示をかけて、思いっきり放つ。カラ元気ならぬカラ自信。修行の不足を思いこみで埋める」

　一度下ろした右足を軸にして、鷹奈の体が回転する。

　さして広くない部屋の中、回まわし蹴げりが巻き起こした風が一大の前髪を揺らした。

「他にどうしようもない時はそうすればいいんだってさ。これ、ただの精神論じゃないよ。不慣れな人間が怯おびえながら半端に殴るのが一番危ないんだって」

　足を下ろして説明を続ける。

　覚悟ができていないと体勢が不安定なので反撃を受けやすい。当たり方が悪いから攻撃した側の手や足を痛めてしまう。

「あたしとしてはカズがちゃんと毎日あたしのところで稽けい古こして、基礎を身につけた方がいいと思うんだ。けど修行が間に合わない場合だってあるかも知れない。そんな時は今の一撃を思い出して。しっかり構えて、肝を据えて、思いっきり撃つっ！」

　見本のつもりか。鷹奈がもう一度正せい拳けんを放った。

　風を切る甲高い音色が耳に届く。

「自信か……」

　一大も同じようにパンチを撃つ。サンドバッグを殴ると痛いから、今度は形だけ。

「うん。いいフォーム。何か殴って拳こぶし鍛えるのも必要だけど、型を繰り返すだけでも効果あるから、今の感じ忘れないでね」

　その時、机の上で鷹奈のケータイが鳴った。ただのアラーム音だ。一大以外には着メロ設定していないのか。

「ちょっと待ってね。もしもし──」

　空いた片手で一かず大ひろを制しながら、鷹たか奈なは電話に出る。

「別に忙しくないけど……。あ、あれは本物だってば。噓うそなんか言ってないよ！」

　相手は誰だれだろう。初めはにこやかだったのにだんだん焦っているように見える。

「別にまずい事なんかないけど向こうの都合も聞いてみないと……。そ、それはそうだよ。うん……わかった！　わかったから今度の日曜日！　それでいいでしょ！　そこで確認したら、これ以上根掘り葉掘り追及しないっ！　いいねっ！」

　一気にまくし立て、鷹奈は電話を切った。

「誰から？」

「桃もも乃の」

「ああ、あの子か」

　忘れられないインパクト。後輩たちの中でも唯一ガチで鷹奈に惚ほれてそうな子だ。

「カズ、お願いっ！」

　パンと両手を打ち合わせ、鷹奈がいきなり拝んだ。

「な、何を？」

「もう一度、ニセ彼氏やって！　桃乃があれだけじゃ信じられないって」

　学校帰りとかじゃなく、ちゃんとデートらしいデートをしているところを確かめなければ納得しない。ちゃんと一日つき合っている姿を見せてほしいのだとか。

「後輩としての桃乃が嫌な訳じゃないよ。ただどう扱っていいか困るって言うか……」

　確かに万事単純な鷹奈には、あのタイプは対処に困るだろう。

「桃乃がそれで納得するっていうから今度の日曜日つき合ってよ」

「日曜日？　それだけはちょっと……」

　真さな愛えとの先約がある。あっちはあっちで日取りは動かせない。

「うっかり言っちゃったんだよね。カズはまた武者修行に出るかもって」

　桃乃はすかさず『おねーさまを放ほうっておくような男より、近くで一いち途ずに愛するあたしの方がふさわしい』と主張。

　仕方なく鷹奈は、次の日曜を約束してしまったのである。

「そ、そうだ！　月曜はどうだ？　オレ、月曜も休みだし！」

「それってカズのところだけでしょ、創立記念日。あたしは普通に学校あるよ」

　あ。そうだった──こんな事も忘れるくらいの大混乱。

「は、はは……」

　もう虚うつろに笑うしかない。

　不幸な事故というか妙な成り行きがあったとはいえ、ニセ恋人役を三件引き受けたのは、三人と会う場所や時間帯がズレているから何とかなると思ったからだ。

　だけどそれは甘い机上の空論。型だけ覚えて実戦経験ゼロの技と一緒だった。

　みんなの『お友達』、頼れる情報源として人のデートの手助けは何度もやってきたのに、恋人だったら休日が一番の重要な日だというのに気づかなかった。

　学校でもない。バイトもない。家からだって離れていい。

　いろんなイベントが開かれ、他の人の都合もつけやすい日。

　当然、複数の案件がバッティングする事も予想してなければいけなかったのだ。





第７話　ガールズトーク・タイム







　木曜日──やはり今日も昼休みの屋上は二人の独占物だった。

「どうしたの？　元気ないね。今日のお弁当、美お味いしくなかった？」

「いや……そんな事ないけど……」

　はっきり言って今日の一かず大ひろはノリが悪い。

　例によって朝から早少女さおとめがくっついてきても、彼氏らしく受け止めるほどテンションは上がらないし、逆に邪険に扱うほどの気力も湧わいてこない。

　差し迫った約束のバッティング──これをどう切り抜けるかで頭が一杯だ。

　もしも自分が本当の恋人で二ふた股またをかけていただけなら、むしろ簡単だった。

　土下座でも何でもして謝り、浮気者と詰なじられ、報いを受ければいいだけなのだから。

　骨の五、六本は折られるかも知れないけれど、それも自業自得だ。

　だけどどちらのデートも女の子の側の都合がある。

　失敗やキャンセルがあれば、真さな愛えは不本意なお見合いや婚約を押しつけられる。なるべく桃もも乃のの気持ちを傷つけないように諦あきらめさせたいという鷹たか奈なの望みも挫くじける。

　気分転換になるかと思って正せい拳けん突きのフォームを繰り返したけれど、もちろん打開策なんて浮かばない。

　パンチやキックで人間関係の問題が解決するなら、それこそ鷹たか奈なは無敵だ。

　今も美お味いしそうな手作りランチが目の前にあるのに、箸はしがなかなか進まない。

「彼氏が元気ないのってボクとしては初めて。こっちも困っちゃうよ」

　右手にメモ帳。左手は人差し指を顎あごの先に当てたポーズで早少女さおとめが考えこむ。

「日曜日に遊びに行こうか？　恋人らしくデート。平日はボクも一かず大ひろも仕事があるし。恋人らしさを経験するなら、学校内だけじゃ足りないよね？」

「それだけはやめてくれ！」

　思わず大声で叫んでしまった。

　ここで更に一件増えて三冠王になったら、完全にお終しまいだ。

　対処を諦あきらめて何もかも投げ出したくなってしまう。

「ど……どうしたの、急に？」

「えっと……日曜はどうしても外せない用事ができちゃったんだよ。それだけの話」

「それだけって反応じゃなかったよ。ね、本当にどうしたの？」

　両手を突いたよつん這ばいの姿勢で一大に顔を寄せ、まじまじと眺めてくる。

　肩越しに背中の滑らかなラインと、そこを流れる長い髪が見える。

「彼氏が困ってるなら助けたいのが自然でしょ？　こんな一大放ほっとけないよ」

　潤んだ大きな瞳ひとみが、心配そうに見つめている。

「気持ちは嬉うれしいけど、これはオレの問題だから……」

「それはもっと心配してくれって言ってるみたいなもの！」

　ぎゅっ！

　早少女がいきなり体重を預け、一大を抱きしめてきた。

　驚きすぎて声も出ない。

「ニセ恋人でも、ボクにとってはたった一人の大切な人だよ。辛つらい事があるなら、助けてあげたいって思うのは当たり前の事だもん」

　悩みで一杯だった頭に、一気に血が上っていく。

「──なーんてね」

　抱きしめられていたのはほんの数秒。

　早少女が笑って体を離す。

「な、何だよ、いきなり？」

「少しは元気出た？」

「そ、その……気持ちは嬉しいけれど、本当に何でもないから……」

　早少女なりの気遣いは分かるけど、状況が状況だ。相談はできない。

「水くさいなぁ」

「その……彼女だからこそ言いづらい事だってあるんだよ」

「どういう事？　もっと詳しく教えてよ」

　早少女さおとめがまたメモとシャーペンを取り出す。

「だから言いづらいんだってば！」

「本当の彼女には言えない事でもニセ彼女には言えるんじゃない？」

　確かに『恋愛を勉強する』という目的からすれば、恋人だからこそ言えない事とは何なのかは知りたくなる。

　しかしニセの彼氏役を何件も同時に引き受けて、デートの予定がぶつかるなんて滅めつ多たにないシチュエーションが何かの参考になるのだろうか。

　ニセじゃなくても三みつ股またかけているうちの二ふた股またがバッティングしてしまったのを、残りの一股（？）には話せない。どっちにしたって普通はあり得ない状況だけど。

「一かず大ひろには感謝してる。だから、力になりたい。ニセ恋人じゃなくて──大切なパートナーを気遣う気持ちは噓うそやお芝居じゃないよ」

　恋人同士としては、やっぱりニセモノだ。

　だけど仕事の秘密を打ち明けられた。稽けい古このための恋人のフリをつき合っている。

　だからもう他人でも単なるクラスメイトでもない、特別な間柄。

　それは紛れもない事実。

「でも言えないものは言えないんだ」

「……そう、なんだ……」

　顔を背けた一大の視界の端で、早少女がしゅんとうなだれる。

「本当なら放課後にストレス発散につきあってあげたいんだけどね」

「仕事か？」

「ううん。そうじゃない。別口の用事っていうか、久しぶりに友達に会うんだ」

「オレの事は気にしないでそっち楽しんでこいよ。こっちは本当に何でもないっていうか、ストレスとかっていう事でもないから」

　気分の問題ではなく、トラブルを解決しなければならない。

　逆に言えば、解決策さえ見つかれば何とかなる。

「じゃあお言葉には甘えるけど。本当に、元気出してよ。一大がそんな調子だと、ボクだけ盛り上がって恋人らしく振る舞ってもいられないからさ」

　元気づけているつもりなのだろう。

　早少女はにっこり笑うと、伸ばした人差し指で一大の鼻の頭をチョンと突いた。




　一大の事は気がかりだけど、今日の約束は外せない。

　放課後、早少女は駅から少し離れた喫茶店に向かった。

　途中でほんの一瞬、昨日の気持ち悪い視線を感じたけれど、すぐに悪お寒かんは消えた。

「……気にしすぎなのかな」

　街角で立ち止まって周りを見渡す。

　隣に一かず大ひろがいてくれたら、きっとこの不安も治まるはず。

　だけど本人が悩んでいるから頼る訳にもいかない。

　本当に、困っているのなら打ち明けてほしいのに。

「……本人が何も言ってくれないんじゃ……」

　本当の恋人はこんな時はどうするのだろう。

　先約の友達より彼氏を優先するのが普通なのか。本人に拒まれても、無む理り矢や理りにでも話を聞き出して助けてあげるべきか。

　ニセ彼女でしかない自分に、そんな事をする資格はあるのか。

「……もうっ！　ボクまで沈んでたらかえって余計な心配かけちゃうよ」

　軽く頰ほおを叩たたいて気持ちのスイッチを切り替え、喫茶店のドアを押す。カランカランと、真しん鍮ちゆうのベルが心地よい音色を立てた。

「あ、来た来た！　おーい、早少女さおとめ。こっちこっち！」

「お待ちしてましたわ」

　奥のボックス席で大きく手を振ったのは、小柄なポニーテールの女の子。

　振り返りつつ小さく会釈したのは、長い黒髪を丁寧に切りそろえた少女。

「鷹たか奈なも真さな愛えも、久しぶり！」

「ほら、ここ！　座って座って！」

　鷹奈が自分の隣の椅い子すをポンポン叩いて招く。早少女は嬉うれしさを隠せない早い足取りで席に着き、アイスコーヒーをオーダーする。

「ホント久しぶりだよね。三人で会うのは、一年ぶりくらいだっけ？」

「ええ。早少女さんがお仕事に復帰すると言ってくれた、あの日以来ですわね。『たのしい大実験』ちゃんと拝見してますわよ」

「あれ？　真愛、レコーダーとか使えるの？　昼間の番組じゃん、あれ」

「相変わらず機械の類たぐいは全く苦手で。ですから使用人に録画予約を任せてます」

「ありがとう。ボクが決心できたのも、ふたりのお陰。本当に感謝してる」

　三人のつき合いは、中学時代に遡さかのぼる。

　女子空手の全国オープン大会。事務所の先輩が場内アナウンスを担当する事になり、早少女を半ば強引にアシスタントとして引っ張り出したのだ。

　その大会で強豪たちを下し、圧倒的な強さで優勝を決めたのが鷹奈。

　主催者代表としてトロフィーを授与したのが、やはり中学三年の真愛だった。

　名家の後継者。

　最強天才空手家。

　そしてワケアリ芸能人。

　それぞれ事情を抱えているせいか、心を許せる友達に恵まれなかった三人は、すぐに意気投合してしまった。

「立ち直れたのは、二人のおかげ。鷹たか奈なは本当に強いし、真さな愛えも頑張ってる。その姿を見たら、ボクもいつまでも逃げてちゃいけないって思えたんだ」

「ははっ！　褒められると照れちゃうな。あたしはこれしか能がないってだけだし。早少女さおとめに励まされてるのはこっちだよ」

「わたくしも父母から受け継いだだけです。早少女さんの方こそ立派ですわ」

「ありがと……」

　ただ仲がいいというだけではない。

　鷹奈も真愛も、早少女にとっては心から尊敬できる人だ。

　だからなかなか会えなくたって、大切な親友という気持ちは揺らいだりしない。

　その二人からこんな風に言われると、頰ほおが火ほ照てるのを抑えられない。

　真っ赤になって俯うつむいていると、ウェイトレスがアイスコーヒーを運んで来た。テーブルの上にコースターを敷き、静かにグラスを置く。僅わずかに、褐色のさざ波が立った。

「どうぞごゆっくり」

　挨あい拶さつして去っていく後ろ姿を、真愛の目が追いかける。

「やっぱり本職の方は動きが丁寧ですわ。わたくしも見習いませんと……」

「ああ、バイト始めたとか言ってたっけ？　ウェイトレスなの？」

　訊たずねながら、鷹奈はオレンジジュースをストローで吸い上げる。

「ええ。籠かごの鳥のままではいけないと思いまして。働いているとは申しましても喫茶店で週に三回、平日の夕方から夜の早いうちの短い時間ですから、一人前の仕事をしている早少女さんとは比べようもありませんが」

　はにかんで謙けん遜そんする口調でも、その中には紛れもない誇りの芯しんが通っている。

「同じ歳としの友達が、アルバイトでなく本職の役者として働いているのです。わたくしも見習いたいと志し束づかおばさまを説得いたしましたの」

　真愛は口元でカップを軽く揺らし、温かい紅茶から立ち上る湯気の香を楽しむ。

「同じ歳どころか、早少女はキャリア長いもんな」

「……ん、まあね……」

「あっ！　ごめんっ！　あたし、マズい事言っちゃった？」

　鷹奈が胸元で両手を合わせる。

「ううん。大丈夫だよ。平気。もう吹っ切った事だから」

　そうだ。もう立ち直っている。終わってしまった事でしかない。

　だから鷹たか奈なや真さな愛えに刺激され、声優限定だけど仕事を再開できたのだ。

「あ、そーだ。真愛のバイト先ってどこ？」

　やや強引に話題を変える。まずい話を引っ張らないという鷹奈なりの配慮だ。

「お教えできませんわ。その……慣れない姿を見られたくありませんの。いずれ一人前になった暁には──と思いますが」

　左手を添えた頰ほおが、ぽっと薄桃色に染まる。

　こういう仕草がわざとらしく見えないのが本物のお嬢様なのだと、早少女さおとめは思う。

「やっぱりみんな恥ずかしいのかなぁ……」

　一かず大ひろの事を思い出し、ふとつぶやく。

「みんな、と言いますと他にもどなたか心当たりがありますの？」

「あ……いや、ちょっとね」

　笑ってごまかす。親友だけど、別に一大の事を話す必要はない──と思う。

「えっと……ボクが言うのも何だけど、真愛がバイト続いてるのっていいよね。志し束づかおばさんもなかなか許してくれなかったんでしょ？」

「ええ。ですが……仕事先に頼れる殿方がいる事を話しましたら、おばさまも納得してくださいまして」

　薄桃色の赤みが増す。

「まさかその人、恋人とか？」

　早少女は思わず身を乗り出してしまった。

　真愛は慎つつしみ深くて純情なタイプだ。保護者が勧めるお見合いや婚約を嫌がっているのは知っていたけれど、それはあくまで独り立ちした女性になりたいからだ。

　ロマンスに憧あこがれたり本命の男性がいたりというのは、真愛のイメージではない。

「……そ、その……まだ恋人というか……」

「まだって言う事は、やっぱり好きなんだ？」

　興味津々で鷹奈が身を乗り出す。

　彼女がこんなにコイバナに熱心なのも、早少女には意外だった。

「わたくしが唯一信頼できる男の方であるのは間違いありませんわ。同い年なのですけど、非常に落ち着いていて、教養もあり、勤勉で上品で……」

「へーっ！　そういう人だったら確かに真愛にお似合いだよ！　志束おばさんが認めてくれるレベルの人なんてすごいね。名前は？　どんな顔してんの？」

「な、内緒です」

　何とか気を取り直して、真愛は細い人差し指を唇の前に立てた。

「こちらこそ意外ですわ。鷹奈さんはこういう話には関心がないと思ってましたのに」

「そ、そりゃあたしだって……別に全然興味ないって訳じゃないもん。いい男がいなかっただけ。ウェイトレスさーん。野菜ジュースとサンドウィッチ！」

　照れ隠しに追加の品をオーダーする。

　鷹たか奈なの理想は『自分より強い、危ない時には守ってくれる人』。

　高いハードル──というかコースに棒高跳びのバーが並べてあるようなものだ。

「あれ？　鷹奈、今『いなかった』って言った！」

　声と言葉のプロだ。口から出た微妙なニュアンスを聞き漏らしたりはしない。

「えっ！　あれ？　あたし、何か言った？」

「確かに言いましたわよ。わたくしもはっきりこの耳で聞きました。今は、素敵な方がいらっしゃいますのね？」

「ば、ばかっ！　だから……彼氏っていうか……」

　演技が天性の早少女さおとめや作法を守る真さな愛えと違って、鷹奈は気持ちが顔に出るタイプ。

　真っ赤になり、顔の前で両手をぶんぶん振り回す。

「ね、どこで知り合ったの？　学校っていうのはあり得ないから、お父さんの門下生？」

「親父おやじの弟子じゃあたしと勝負にならないって。あんな連中じゃないっ！」

「という事は道場でもないって事だよね？」

　カマをかけたのが見事にはまって、早少女はにんまり笑う。

　慌てて口を押さえる鷹奈だけど、出てしまった言葉がそれで消える訳がない。

「鷹奈さんよりお強いという事は、きっと体格もご立派な方なんでしょうね。それこそ街で見かけたらすぐに分かるような」

「べ、別にそれほどでも……ふつーだよ、ふつー！　別にムキマッチョとかじゃない」

　平手を頭の上に掲げて、彼氏の身長を示す。

　鷹奈に比べると頭一つも大きいけれど、長身というほどではない。早少女は真っ先に一かず大ひろの事を思い出した。

「わたくしの知ってる方とちょうど同じくらいですわね。それで鷹奈さんよりお強いのですから、すごい修行を積まれている方なのでしょうね」

「ま、まあねっ！　無口でシブいって言うか……」

「？」

　言葉の響きに些さ細さいな違和感を覚えて、思わず早少女は首を傾かしげた。

「何？　信じないの？　本当に強いんだってば！　見た目はそうじゃないけど」

「う、ううん。そうじゃないよ。鷹奈より強い人って想像できないだけ。ね、写真とか撮ってないの？」

　思わずアドリブでかわし、話題を変える。早少女の質問に、二人は首を振った。

「知ってるでしょう？　わたくし、カメラもダメなんです。それにまだそこまでの仲という訳でもありませんし」

「あー、あたしも。あいつ、写真撮られるのとか嫌がるタイプだしね」

「ちょっと残念。ふたりの好きな人、見たかったな」

　恋なんてよく分からない──分からないはずだけど、友達が楽しそうにしてるのは、一緒にいてこっちの気持ちも浮き立つ。

「あたしが言うのも何だけどさ。人が困ってる時に一所懸命助けようとする奴やつなんだ」

　思いっきり照れた笑顔で、鷹たか奈なの人差し指がぐりぐり小さな円を描き続ける。

「それは素敵な方ですわね。わたくしがお慕いしている方もそうです。無理な事をお願いしても、嫌な顔ひとつせずに引き受けてくださって」

「いいね、そういう奴。うん、変にちゃらいイケメンとかよりいい」

　鷹奈の言葉に、三人が肯うなずきあう。

　ぢゅっ！

　運ばれてきた野菜ジュースを一気にストローで吸い上げる。

「じ、実はさ。今度の日曜日、そいつとデートする事になってるんだよね……。だからもし街で見かけたりしてもあんまり騒いだりしないでよ。恥ずかしいから」

　教えなくてもいい事なのに自分から言い出して、しかも口元が緩んでいる。

　これは早少女さおとめにも理解できる。

　嬉うれしい事があると、つい誰だれかに喋しやべりたくなってしまうもの。

「奇遇ですわね。わたくしも丁度次の日曜に、その方を志し束づかおばさまに紹介する事になっておりまして。ですから鷹奈さんと鉢合わせる事はないと思いますわ」

　真さな愛えも嬉しそうだ。

　ふたりの気持ちが、早少女にもちょっぴり理解できた。

　そして一かず大ひろが言っていた事も。

　別に見た目に限った話じゃなかったんだ。

　好きな人がいる。自分にとって魅力的な人だ。大切な友達に、大切な彼氏が素敵な人である事を知ってほしい、理解してほしい。

　その人と一緒にいて幸せな自分を祝福してほしい。

　モノ扱いして自慢するとかじゃない、素直な気持ち。

　一大がいるから自分にも分かる。

　あ、違う。

　あいつはあくまでもニセ恋人。

　研究の成果が出ているから、こんな風に感じられるようになったって事。

「どうかなさいましたか、早少女さん？」

「何かニヤニヤしてたよ？」

「え？」

　真さな愛えと鷹たか奈な、ふたりに声をかけられて自分がぼーっとしていた事に気づく。

「あやしいですわね、早少女さおとめさん」

　向かいの真愛が、微笑ほほえみながら顔を寄せてくる。

「早少女も何か隠し事してるんじゃないの」

「え？　ええっ？」

　隣の鷹奈は肘ひじで小突いてくる。

「わたくしたちにだけ話させて、ご自分は黙っているなんてずるいですわよ」

「そうそう。あたしたち親友だよね？」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　ボクにもいるのがいつの間にか前提になってない？」

「分かりますわよ。わたくしたちが好きな人の話をしている時の顔を見れば」

「自分だけ仲間はずれだと、もうちょっと表情が寂しそうだったり悔しそうだったりするもんねー。あたし、学校で前はよく言われてたから」

　挟み撃ちというか包囲網というか。

　進退窮きわまっちゃって、でもそれが嬉うれしい。

「あ……ボクも……その……実は、いるんだ……彼氏」

「やっぱりそうでしたのね」

「ほーら、あたしのカンに間違いはない」












　言ってしまった。

　ふたりが驚きの声を重ねる。

　まさか役者修業のために捕まえたニセ彼氏とは言えない。

　またひとつ実感する。

　やっぱり見み栄えかも知れないけれど、恋人はいないよりいると言っちゃいたい。

　他の友達に彼氏がいる時は特に。

　否定し、疑問だと思っていた一かず大ひろの気持ちがいきなり理解できてしまった。

「ね、教えてよ。どんな奴やつ？」

「お知り合いになったのはどちらで？」

　左右の手を鷹たか奈なと真さな愛えがそれぞれつかみ、ブンブン上下に振る。

「ボ、ボクの彼氏も普通の人だよ。別にすごくカッコいいとか強いとかじゃないけど、気が利いて誠実っていうか……。知り合ったのは学校で」

「早少女さおとめさんは共学ですものね」

「あ！　まさか早少女も日曜デートとか？」

　昼間の会話を思い出す。

　冗談っぽくデートの話をしたら、一大は外せない用事があると大慌てだった。

「残念だけど、ボクは日曜日は暇。相手の方が都合が悪くって。仕事もないし、何にも考えないでゴロゴロしてるつもり」

「そうですか……。今回は無理にしても、いつか全員の都合がよい日取りがありましたら、三組揃そろってというのもいいかも知れませんわね」

　意外に大胆な提案が真愛から出てきた。

「あー、でもさ。あたしの彼氏と真愛の好きな人じゃ、全然タイプとか違うんじゃない？　だったらみんなが楽しめるのって難しいよ。早少女もそう思わない？」

　サンドウィッチを頰ほお張ばったまま、鷹奈が訊たずねる。

「あ、ボクの──」

　ボクの彼氏がデートコースとか考えるのは得意。

　言いかけた早少女の頭の中で、黄色いランプが点滅した。

　理屈ではない。奇妙な違和感。

　強しいて言うなら、役者の直感が働いたとでも言えばいいのか。

　顔や体格は普通。

　真愛のバイトは喫茶店で平日週三回。そのシフトを別のどこかで聞いた事はなかった？

　鷹奈の住所も知っている。どこかで極めて近い番地を見た事はなかった？

　そして電話越しに聞いた二種類の不自然な口調。

　単なる偶然かも知れない。

　だけど当てはまる。

　真さな愛えと鷹たか奈なのハードルを本当に越えるのは難しいけど、一見クリアしたように見せかけるだけならできるかも知れない。

　気が利いてリサーチ能力に優れ、対人関係を器用に泳ぎ切れる人なら。

「どうかしたの？」

　急に言葉を途切れさせた早少女さおとめを気遣い、鷹奈が声をかける。

　向かいの真愛も心配そうな表情でこちらを見ていた。

「べ、別に何でもないよ。ちょっと考え事。ボク、帰るね」

　取り繕い、立ち上がる。

「どうしたのさ、急に？」

「先輩が出る番組、録画予約忘れてた。勉強のためにチェックしないと」

　首を傾かしげる鷹奈に、とっさに思いついた言い訳を告げる。

「せっかくお会いできたのに残念ですわ。帰路お気をつけください」

「うん、ありがとう。真愛も鷹奈も、日曜日のデート上う手まくいくといいね。頑張って！」

　言葉では激励しながら、内心では親友に謝る。

　噓うそをつくのは胸が痛む。




　マンションに帰ってロックを解除し、いつもの警備員に挨あい拶さつしてから自室に向かう。

　中間色の落ち着いたインテリアのワンルーム。壁には女性声優やアニメ映画のポスターが数枚貼はってある。ここが、早少女の城だ。

「ふぅ……」

　部屋着に着替えてベッドに寝転がり、お気に入りのＣＤを再生する。

　目標にしている声優のセカンドアルバムだ。

　ボリュームは高めだけど、外に音が漏れる事はない。

　セキュリティと防音は部屋を選ぶ際、特に重視したポイントだった。

　頭の中ではとめどもない考えがぐるぐる渦を巻いて、透明な歌声も右の耳から左の耳へと素通りしていくだけ。

　意味のない思いつき。

　要素が一致したのはただの偶然。

　普通に考えたら、真愛や鷹奈の彼氏が一かず大ひろであるはずはない。

　具体的な証拠なんてないのに、そんな疑念が心の真ん中から動かない。

「だいたい、どうしてこんな事が気になるのっ？　彼氏彼女って言ってもあくまでニセだよ、ニセ！　お芝居の勉強のためにやってるだけじゃない！」

　体を半回転させて、枕まくらに抱きつく。

　怒っているのか。いらついているのか。不安なのか。

　理解できない、演じた事もない感情が湧わき上がってくる。

　ＣＤが奏でているのは、三曲目のスローナンバー。

　届かない、切ない恋心を歌った曲だ。

「まさかジェラシー？　ううん、そんな事ない！」

　思いつきを自分で否定する。

　ニセ恋人に独占欲を覚えるなんて馬ば鹿かげている。

　一度恋人役になった相手が他の女優と共演するのを嫌がるみたいなものだ。

　確かに一かず大ひろはいい奴やつだと思う。

　最初に目をつけた理由は本人に言った通り。

　それなりに頭が回って、こっちの都合を理解して、協力してくれそうな男子。

　極端に偏った趣味じゃなく、普通の男子の気持ちの参考になりそうな人。

　だけど実際の一大は想像よりもずっと気配りができて、誠実で──。

「ち・がーうっ！」

　がばっ！

　両手を突いて、早少女さおとめは上体を起こした。

　まるでタイミングを合わせたみたいに、曲がアップテンポのロック調に変わる。

「本当にボクが思った通りだったら、あいつ誠実でも何でもないじゃないっ！」

　鷹たか奈なの彼氏と真さな愛えの彼氏、そして早少女のニセ彼氏が同一人物だったら、二ふた股またどころか三みつ股またかけている事になる。

　それも女の子の都合に合わせるスキルを悪用して。

　同じ校内で二股かけたりしたらすぐに発覚して修しゆ羅ら場ば直行だけど、幼なじみとかバイト先とか別々のところでだったらバレにくい。

　これで問題なし。

　星ほし川かわ早少女がイラついているのは決して嫉しつ妬とのためじゃない。

　不実な男を誠実だと勘違いしてパートナーに選んじゃった己の目の曇りが許せない。

　そんな男が、大切な親友を二人とも騙だましているのはもっと許せない。

　きっとそれが理由だ。

「……何て奴！　やっぱり男なんて……！」

　あ。でもそれだと変か。

　携帯を取りだし、動画を再生する。

『彼女が欲しい』と叫び、ごろごろ転がる一大の姿が記録されている。

　もちろん愛用のパソコンにバックアップ済み。携帯の方に残しているのは、気が向いた時にいつでも見られるようにするためだ。

　陰で女の子を弄もてあそぶ邪悪で凶悪で極悪で最悪な男だったら、コレの説明がつかない。

「……本人に確かめればいいだけだよね」

　完全に体を起こして座りこんだ姿勢になり、枕まくらをぎゅっと抱きしめる。

　真さな愛えや鷹たか奈なの『彼氏』が一かず大ひろだというのは、今のところ単なる想像に過ぎない。

　育ちがよくて上品なバイト仲間と、強くて頼りになるヒーロー。

　本当に理想通りの彼氏がそれぞれにいるのなら、それが一番で何の問題もない。

　早少女さおとめだってこのまま一大との恋愛──偽ぎ装そう恋愛を続けていけるのだから。





第８話　最悪ヘルプが危機を呼ぶ







　いよいよカウントゼロは明後日に迫った。

　だけどもちろんまだ解決策は思いつかない。

　真愛と鷹奈、はずせないダブルデートをどう乗り切るか。

　いや。ダブルデートというと普通は二組が一緒に合計四人でデートする事だ。

　二件の約束が重なって一人の男が途方に暮れてる現状とは違う。

　複数の女の子が恋人気分でくっついてくれるのはハーレム状態だが、これはアンビバレントな挟み撃ち。というか両側から引っ張られる大おお岡おか裁さばき。しかも当人同士は向こう側でも引っ張っている事を知らないから遠慮がない。

　いっそ全部を話して志し束づかにも桃もも乃のにも謝ってしまうか。その上で真愛や鷹奈が考えている事、それぞれの願いを理解してもらえるよう自分も一緒に説得する。

　丸く収める手段はこれしかないような気がしてきた。

　授業中もそんな事ばかり考えてしまう。

　珍しい事に今け朝さは早少女が遅刻ぎりぎりに登校してきたのもありがたかった。

　こんな気分の時にバカップルロールプレイはさすがに辛つらすぎる。

「一かず大ひろ。お昼、行こ」

　その早少女さおとめが、昼休みに声をかけてきた。毎度の事と思って、素直についていく。

　ひゅうっ。

　今日は妙に風が強い。それに冷たい。

　鉄の扉を開けて屋上に出た途端に、早少女の髪が激しく躍る。

「こりゃ今日はちょっと無理っぽいな。教室で食べようか」

「待って。今日はお弁当、ないよ」

　じゃあ何のためにわざわざこんなところに来たのか。

　弁当がないのなら学食か、購買部でパンを買うか、とにかく何か腹に詰めこまなければ。

　今日は朝抜きなのだ。

「ご飯はないけどこれだけなら。まず、ちょっと話があるんだ」

「……ありがとう。で、何だよ、話って？」

　早少女が差し出した缶コーヒーを受け取り、プルタブを開ける。ミルクたっぷり甘めの銘柄。とりあえず最低限のカロリー補給にはなるか。

「ボク、昨日久しぶりに友達に会ってきたんだ。それは言ったよね？」

「ああ」

　それ自体は変な話でも何でもない。

　出身中学が遠いし、仕事もある。校内とは別の人間関係があるのは当然だ。

　何気なく聞き流し、コーヒーに口を付ける。

「その友達──天てん弓きゆう院いん真さな愛えと氷ひ魚お鷹たか奈なって言うんだ」

　ブッ！

　冷静さを保とうとしたが無理だった。

　予期せぬ名前のワンセットに口からコーヒーが噴射される。

「……どうしたの？」

　いかん。

　既に反応してしまった以上、下へ手たにごまかすと墓穴が深くなる。

　どっちも珍しい名前だ。同姓同名の別人という線はありえない。

　ふたりから自分の名前を聞いたのなら、知らないフリは矛盾が大きくなるだけだ。

「い、いやぁ。偶然ってあるもんだなぁって思ってさ。その二人、オレも知り合いだよ。鷹奈は幼なじみで、さ──天弓院さんはバイト仲間」

　これなら大丈夫。ここまでならバラしても問題ない。

　呼吸を整え、口元をティッシュで拭ぬぐって、一大はもう一度コーヒーを飲もうとする。

「二人とも言っていたよ。日曜日デートの約束があるって」

　ブブッ！

　また吹き出してしまう。

　やっと一かず大ひろは気づいた。

　このコーヒーは噓うそ発見器だ。驚いた結果が派手に出るからごまかしようがない。

　シンプルを超えて原始的。見た目も間抜けだけど効果的。

「彼氏ができたって、素敵な人だって楽しそうに話してたよ」

　早少女さおとめの声は冷たい。

「ふ、二人ともそう言ったのか？」

　ニセ彼氏ではなく、彼氏と。

　それも嬉うれしそうに。

　どうして？

「友達同士で恋バナするのが変？　それとも口止めでもしてた？　やっぱりデートの相手って、両方一大なんだね。二人とも名前は出してなかったけど」

「ま、待てっ！　誤解だ！　お前、何か勘違いしてる！」

　これも修しゆ羅ら場ばのうちなのだろうか。

　三件とも、あくまでニセの恋人のはずなのに。

「勘違いって、何が？」

　整った顔だけに、怒っている時の迫力もひとしおだ。

「だから──」

　言いかけて、一大は口をつぐんだ。

　これは冗談で片付くシチュエーションじゃない。

　真さな愛えも鷹たか奈なも本当の事を話さなかった。

　つまり本物の彼氏じゃなくてニセ恋人だという事を、同性の友達にも知られたくなかったという事じゃないのか？

　それをオレが勝手にバラしてしまってもいいのか？

「だから、何？　釈明したい事でもあるの？」

　両手を腰に当てて、早少女が問い詰める。

　今の彼女はケータイもＩＣレコーダーも持っていない。一大の弱みを握るのが目的ではなく、本気で怒って、詰きつ問もんしているのだ。

「……何でも、ない」

　そう答えるしかない。

　上う手まくこなせると思い上がって、三件同時に引き受けたのは自分だ。

　追い詰められたからって女の子が困るような事はしたくない。

「この間から悩んでたのは、日曜の事だったんだ？　最低だよ、君は！」

「ああ……そうだな」

　確かに最低だ。

　女の子を気遣い、助けているつもりで、結局は早少女さおとめを怒らせてしまった。

　三人で会って話した際に真さな愛えと鷹たか奈なが『彼氏』の事を話題にしたけど、具体的な名前は口にしない。ただし早少女だけは一かず大ひろじゃないかと勘づいたのだろう。

　その上ですぐに二人には告げず、今こうして本人に確認した。

　もしもその場で全部がバラされてたら、夜のうちに鷹奈が殴りこんできて一大は壁の赤い染みになっていただろう。

「だけど……これだけは分かってくれ！」

　一大は、コンクリートの屋上で土下座した。

　制服の薄いズボンを通して膝ひざの骨が痛む。

「日曜の事だけは両方とも何とかしなきゃいけないんだ！　オレのワガママじゃない。鷹奈と真愛さんにもちゃんとデートしなきゃならない理由がある！　オレの事はどう思ってくれてもいい！　だけど日曜のデートだけは何とか成功させなくちゃいけないんだ！」

　額ひたいをコンクリに押しつける。

　彼氏がニセモノと話していないという事は、当然その理由も教えていないという事。

　だから今の一大にできる説明はこれが限界だ。

　二人が早少女にも内緒にする意味は分からないが。

「理由があるからキャンセルも変更もできないデートが重なっちゃって、それを上う手まくこなす手段がないから悩んでた──そういう事かな？」

「……ああ。そうだ」

　頭上から聞こえてくる皮肉っぽい早少女の声に、力一杯答える。

「顔、上げて」

　促され、頭を上げる。

　和紙を貼はりつけたような、白い無表情の早少女がそこにいた。

「分かった。それは信じる。真愛はおばさんに引き合わせるって言ってたし、鷹奈の方も何かワケアリなんだ」

　肯うなずく。

「どっちも成功させなきゃいけないって言うなら、ボクが手助けしてあげる」

「えっ？」

　まるっきり予期していない提案だった。

「君のためじゃない。あくまで真愛と鷹奈のため。一大が友達に変な事をしないか監視も兼ねてね。その代わりちゃんと責任持って、彼女たちを傷つけないように後あと腐くされなく別れる事。いい？」

「……分かったよ」

　事情はどうあれ早少女さおとめ視点で見れば『横の繫つながりがなさそうなのをいい事に、複数の女の子を騙だましていた』という事になる。

　ましてその相手が親友だったら許せないのは当然だ。

「もちろんボクと君の関係もお終しまい！」

　表情のない顔に微かすかに涙だけ浮かべ、早少女は宣告した。

「これ以上君みたいな人間につき合うのも借りを作るのも我慢できないし、全部暴露して鷹たか奈なや真さな愛えが嫌な思いをするのも不本意だもん！」

「ああ……分かった」

　さっきと同じ返事を繰り返す。

　大事なのは間近に迫った日曜日、真愛と鷹奈の望みを叶かなえる事。

　それが行き詰まっていて、人の手を借りられるのなら素直に借りた方がいい。ここで意地を張ったって意味はない。

「……一かず大ひろなんか……男なんか信じるんじゃなかったよ」

　早少女の小さな呟つぶやきが胸に刺さる。

「日曜日の予定──デートの場所や時間、後でメールして。一大の声、何度も聞きたくないから。もちろんデートが終わったらボク、君のアドレスも番号もデータ消すから、そっちも残さないでね！」

　早口で一気に言うと、早少女は足早に屋上から去っていった。

　一大は一人、風の中に取り残される。

　昼食は食べ損なったけれど、胸の中はごつごつした塊で一杯になっていて、パンの一ひと欠片かけらさえ喉のどを通りそうになかった。




　そして日曜日がやって来た。

　駅前にホテル・ヘヴンズボウと向かい合って建っている高層ビル──スカイアーチ。

　低めのフロアにはさまざまな店がテナントとして並び、上の方にはオフィスや貸し会議室、シネコン、ギャラリーなども備えた複合商業施設だ。

　駅から延びる地下街ともダイレクトに繫がっていて、地下二階にはライブハウスと体育館の中間みたいな多目的イベントスペースがある。

　ちなみにこのビルもホテルも、両方天てん弓きゆう院いん家の資産。真愛が目め配くばせだけで支払いを済ませたのも当然だったという事だ。

　その一階ロビーに、バラの花束を抱えて一大は立っていた。

　なるべく平静に振る舞おうとしているけれど、やはり慣れない格好は落ち着かない。

「お待たせしました、一大様」

　現れたのは、淡い草色のワンピースに白いボレロを合わせた真愛だ。上品でおとなしめのスタイルが、整った顔立ちに似合っている。

　もちろん志し束づかも一緒だった。

「こんにちは、真さな愛えさん」

「ありがとうございます」

　バラの花束を受け取った真愛だが、さすがにデートの間あいだ中じゆうずっとこれを抱えている訳にもいかない。とりあえずクロークに預けようとする。

「ちょっと待って。その前に」

　一かず大ひろは花束から慎重にバラを一輪抜き取り、真愛の胸に挿さした。

　このために前もってトゲを落とし、茎も短く切ってある。

「まあ……」

　自分でもキザすぎると思うが、嬉うれしいのか真愛は笑ってほんのり頰ほおを染めた。

　ずいっ！

　二人の間に割りこむように名刺が差し出される。

「改めて挨あい拶さつさせてもらうわ。真愛の保護者で、天てん弓きゆう院いん財団理事長代行を務める天弓院志束よ。先日は失礼な真ま似ねをしてごめんなさい」

　ショートボブに細いシルエットのパンツルック、細いメタルフレームのメガネという組み合わせは、間近で見ると静かな迫力がある。

　ヤの字という誤解は覆くつがえされたけど、優秀すぎて近寄りづらい雰囲気。

　超やり手の女弁護士というイメージだ。それも日本で民事や刑事を担当するのではなく、アメリカで企業買収を専門にしているような。

「まだ高校生なので名刺を持ち合わせておりませんが、八や木ぎ本もと一大と申します。過日の事は真愛さんを気遣うゆえの事だと理解しています」

　軽く一礼してから、志束が差し出した名刺を両手で受け取る。

「……失礼。着衣のグレードが先日より落ちているようですが、これはわたしとの会見を軽視していると解釈していいのかしら？」

　メガネのフレームに手をやって、志束は鋭い視線で一大を射貫く。

　確かに格は下がっている。

　先日着替えさせられたスーツ一式をそのまま着回すのは論外だし、同レベルの品物を購入するだけの余裕もない。

　だから二ランクくらい落ちるけれど一大のポケットマネーで何とかなるブランドで、新しく一着用意したのだ。

「……」

「あの……一大様？」

　数秒沈黙する一大を気遣い、真愛が声をかける。

「こほん。いや、失礼しました」

　軽く咳せき払ばらいしてから、話を続ける。

「先だっては真さな愛えさんのお招きでヘヴンズボウ最上階のレストランという事もあり、少々見み栄えを張ってしまいました。正直なところ、この装いが本来の僕の精一杯です。実情を評価していただくのが今日の趣旨ではありませんか？」

「そうね。意地悪な質問をしてごめんなさい」

　一かず大ひろの回答に志し束づかは口元を緩める。ただし目は笑っていない。

『ＯＫ。その調子』

　一大の耳に小さな声が届く。

　早少女さおとめだった。

　ダブルブッキングデートを乗り切る秘策その一である。

　一大には小型マイクが仕掛けてあり、会話は早少女にも聞こえるようになっている。

　基地は同じビル内の貸し会議室。ここに機材一式を運びこんだ。

　そして一大の手に余るような受け答えは彼女がサポートするのだ。どうしても数秒のタイムラグが出てしまうが、そこは一大が適当にごまかすしかない。

「では、参りましょうか」

「ええ」

　そっと差し出した肘ひじに真愛が腕を絡める。

　さすがにこっちのエレベーターは客が自分で操作する自動タイプだ。

　一大が先導して志束も招き入れ、三五階のボタンを押す。

　一挙手一投足が監視されている。真愛のためにミスは許されない。

　到着したフロアはレストラン街だ。

　ヘヴンズボウ最上階ほどではないけれど、一階や二階のファーストフードやファミレスチェーンとは違う、グレードの高い店が集まっている。

　その中の一件、イタリアンレストランで一大は予約している事を告げた。

「はい。承っております。どうぞこちらへ」

　ウェイターが三人を奥へと案内する。

　こっちが店を決めるというのは一大からの提案──正確に言えば早少女のアイディアだ。

　男性がリードする方がマナーに適かなうし、状況もコントロールしやすい。

「なるほど。店の趣味は悪くないわね」

　やはり一大を値踏みする目で見ながら、冷めた口調で志束は告げる。

「お褒めにあずかり光栄です」

　あくまで紳士的な態度を崩さず、微笑しながら一大は答えた。

　志束の目的はこっちの人物を見極める事。多少の挑発は覚悟の上だ。

　運ばれてきた軽い食事は難なくクリアする。前回みたいにうろ覚え頼みじゃない。前もって昨日しっかり予習しておいた。

「八や木ぎ本もとさんのお父上は確か普通の勤め人よね？」

「……ええ。ですから別にこういう店に慣れている訳ではありません。ただ真さな愛えさんとお付き合いする以上、彼女に恥をかかせないよう勉強するのは当然の事ですから」

「ま……」

　真愛の頰ほおにほんのり朱が差す。

　志し束づかに答えたのは、実は一かず大ひろ本人という訳ではない。

　隠しマイクの音声を拾った早少女さおとめからセリフが伝達され、それをリピートしているせいでちょっと間が開いてしまうのだ。

　さすがプロの役者だけあってアドリブも上う手まい。

　代々の名門。本物のお金持ち。しかも最前線でバリバリ働いている志束相手に下へ手たな見み栄えを張ってもすぐバレる。

　それより庶民でも礼儀や向上心もある事を強調した方が印象はいい。

「失礼……。ちょっと席を外させていただきます」

　話が途切れた間まを見計らって、一大は眉み間けんにちょっと力を込めて渋じゆう面めんを作り、椅い子すの音を立てないように立ち上がる。

「どういたしました、一大様？」

「大した事ではありません」

　心配そうな真愛に答え、早足で店を出る。

　腹痛っぽく見えるようにしたけど、実際には緊急連絡が入ったのだ。

『Ｂパートの待ち合わせまで残り二分。そろそろ支度して！』

　エレベーターに飛びこみ、二四階──貸し会議室フロアのボタンを押す。

　タイミングよくエレベーターが待機していたのは偶然じゃない。二四階に早少女が呼び出し、三五階まで上昇するようにしてから乗らずに即下りたのだ。

　目的の階に到着すると、すぐにエレベーター至近の会議室に駆けこむ。

「急いで！」

　事務的な口調で早少女が告げた。

　スカートは短めだけど上半身は地味なシャツブラウスという実用本位の格好で、頭にはヘッドホンを装着している。目の前には何やらごついオーディオと思おぼしき機材。

　隠しマイクからの音声を受け取るためのものだ。

「お、おうっ！」

　部屋の隅に衝つい立たてで仕切られた場所に急ぐと、大急ぎでスーツを脱ぐ。

　代わりに着るのは、先日と同じダメージレザーの上下。プロテクターも忘れない。

「じゃあ行ってくる！」

「髪型、忘れてる」

　一かず大ひろが脱ぎ捨てたスーツを丁寧にハンガーに掛け直しながら早少女さおとめが告げる。慌てて走りながら、髪をぐちゃぐちゃにかき混ぜる。

　部屋を飛び出した時、一瞬振り返りたくなる。

　早少女と、もっとちゃんと話をしたい。

　彼女の誤解を解きたい。

　自分ひとりのせいで、早少女が男性や恋愛の全部を否定するのは、間違っていると思う。

　けれども既に信用はゼロどころかマイナス。

　正直なところ、そんな早少女がどうして協力してくれるのか理解できない。

　やはり真さな愛えと鷹たか奈なのためという事だろうか。

　だとしたら今は早少女の厚意に甘えて、目の前の問題を片付けるのが先決か。

　運良く止まったままだったエレベーターを捕まえ、一気に地下二階まで下りる。

「……待たせたな」

「ううん。あたしも今来たところだから」

　慌てて駆けつけた一大を、イベントホールの受付で鷹奈が出迎える。

　まさかとは思ったけれど、彼女の方は世紀末スタイルではない。デニムの上下にチェーンのアクセサリーなんかもつけているけど、普通に見られるファッションだ。

　ちなみにミニスカート。

　一大を見上げて目を変な風にパチパチさせているのは、多分ウインクのつもりだろう。鷹奈は片目だけつぶるのは苦手なのだ。

　要するに『ちゃんと芝居してね』というサイン。

「……桃もも乃のと言ったか。例の女の子は？」

　なるべく腹の底から低音を絞り出して訊たずねる。

「あたしたちのデートを邪魔しちゃ悪いし、今日は気づかれないよう陰で見ているって。だから自分の事は気にしないで楽しんで、だってさ」

　さっきのウインクもどきはそういう事か。桃乃の姿が見えないからと言って一大が油断して地を出していたら、すぐに失点になっていたのだ。

「そうだ。これを」

　一大はポケットから小さなブローチを取り出し、鷹奈の手に乗せた。

「これ、何？」

「贈り物だ。お前にはなかなか恋人らしい事をしてやれなかったからな」

　見ると鷹奈は思いっきり頰ほおを膨らませ、力一杯唇を閉じている。笑いを堪こらえているのだ。

　そりゃそうだ。

　そういうタイプじゃない幼なじみが、いきなり真ま顔がおでこんな事言ったら爆笑必至。

　だけど今はどこかで桃もも乃のが見ているし、最初に無む茶ちやな設定を押しつけたのは鷹たか奈なの方だ。こっちはその路線に乗っかって芝居しているだけ。

　必死にアイコンタクトで意図を訴える。

　こっちの気持ちが通じたのか。鷹奈もどうにか表情を戻す。

「あ、ありがとね」

「すぐに着けてくれると……嬉うれしい」

「うん……っ」

　ブローチのピンを開いて、左胸に着ける。

　嬉しそうに表情が緩んで、ほっぺたが赤く染まっている。

　桃乃の監視を意識しているのかも知れないが、鷹奈がこんな細かい演技をするというのが一かず大ひろには意外だった。

「じゃ、行こ！」

　鷹奈に引っ張られて入ったイベントスペースの入り口脇わきに張られているポスターは『武む蔵さし野のプロレス』──ローカル団体の興行だ。

「前からナマで見たかったんだよねー。急だったけどチケット取れてよかったー」

　全席自由だがリング際ぎわは既に埋まっていて、座れたのはやや後ろの通路際だった。

　鷹奈はちょっと不満そうだが、一大にはベストポジションだ。

「おい。まさかプロレス目当てで今日に決めたんじゃないだろうな？」

　どこで桃乃が見て、聞いているか分からない。ごく小さな声で、一大は鷹奈に訊たずねる。

「それもあるけど、来週は部の交流試合があるし、都合いいのは今日だけなんだもん」

　それなら一大も納得するしかない。

　まあ鷹奈の単なる思いつきとワガママだとしても、ダブルブッキングの責任を彼女に押しつける訳にはいかないのだし。

　ほどなく前まえ説せつが終わり、第一試合が始まった。

　試合と言っても最初は変なデザインの覆ふく面めんを着けた二人による、露骨に台本があるコミカルなものだ。

　ただしコーナーから高くジャンプしたり、派手にロープに投げたりという動きの迫力は凄すごい。きちんと鍛えた肉体による言葉のないドツキ漫才だ。

「あはははーっ！　最高っ！」

　鷹奈は素直に大笑いしているが、一大はその間にちらちらと後ろを振り返る。

　桃乃はすぐに見つかった。

　入り口至近の席から、じっとこちらを監視している。リングの方にはほとんど注意を払っていないようだ。

　油断禁物。先日と矛盾する態度を取ったら、容よう赦しやなくツッコんでくるだろう。

　その時、一かず大ひろのイヤホンにまた警告が届いた。

『そろそろ志し束づかさんが不審がってる。急いで戻って！』

　もちろん早少女さおとめからだ。

　真さな愛えの胸に挿さしたバラも鷹たか奈なに渡したブローチも小型マイク入り。一大が不在の側の状況も抜かりなくモニターするためだ。

「すまない、鷹奈。すぐに戻る」

「え？　どして？　今ちょうど面白いところだよ？」

　眼まな差ざしはリングに向けたまま、鷹奈が訊たずねた。

「その……ちょっとな」

「ひょっとしてトイレ？　じゃ仕方ないね」

　このあたりの遠慮無いリアクションは鷹奈らしいし、幼なじみならではでもある。役柄は厳しいけれど、変に気を遣わなくてもいいのは楽だ。

　席を立ち、会場を出ようとする一大を桃もも乃のが呼び止めた。

「ちょっと一五画！　デートの最中でしょ？　おねーさまを残してどこに行くつもり？」

「……お前には関係のない事だ」

　ドスを利かせた声で短く告げ、相手にせずに通り過ぎる。

　下へ手たに言い訳しない方がキャラ設定にマッチするし、何よりも時間がない。

　エレベーターに飛びこみ、やはり二四階のベースキャンプに駆け戻る。

「すぐに着替えて！」

「分かってる！」

　言われるまでもない。

　大急ぎで世紀末スタイルの革ベストを脱ぎ、スーツに着替える。

「じゃあ行ってくる！」

「待って！」

　慌てて飛び出そうとする一大の肩を、早少女が後ろからつかんだ。

「汗の臭におい。疑われるよ。それと頭も」

　制汗消臭スプレーがしゅっと吹きつけられる。その間に渡されたクシで髪を整える。

「あ、ああ……ありがとう」

　まるでバリバリ働く亭主と細かい気配りをする女房──変な連想をしてしまう。

「勘違いしないでよね！　君のためじゃなく真愛や鷹奈のため。ふたりとも今日のデートを成功させなきゃならない理由があるんでしょ？」

「分かってるよ。ありがとうな」

　こっちの内心を見透かす早少女に頭を下げ、一大は会議室を飛び出した。

　またエレベーターに乗り、急いで三五階まで舞い戻る。

「……失礼。お待たせしました」

　呼吸を整え、着席の前に一礼。

「ずいぶん長かったのね」

　クールな視線で志し束づかが問い詰める。

「そ、その……」

　適当な言い訳が出てこない。

　心の中で早少女さおとめにＳＯＳを飛ばすが、イヤホンにアドバイスは届かない。

　出て行く時は体調不良でトイレに行くように見せかけたが、それにしては確かに二〇分近くの不在は長すぎる。

「いいじゃありませんか。今日は無理を言って都合をつけていただいたのですよ」

「ありがとうございます」

　真さな愛えのフォローがありがたかった。

　さすがニセ彼氏の話を持ちかけた当人で、しかも上品で穏やかな人柄だ。

　本気の恋人で嫉しつ妬と心しんバリバリの女の子だったりしたら、デートを中座するなんて真ま似ねをしたら致命傷になっていた。

「そう？　それでも一度引き受けた以上、今日はきちんとつき合ってもらうわよ。最初からはっきり断ったならともかく、約束を破るような人は真愛にふさわしくないわ」

「それは……分かっています」

　制汗スプレーも空むなしく、こめかみのあたりに冷や汗が浮かんでくる。

　志束が言った事は百も承知だ。簡単に約束を翻ひるがえしたり頼み事を断ったりできるのなら、こんな苦労は背し負よってない。

「八や木ぎ本もとさん、ご趣味は？」

　お見合いみたいな質問を志束が投げかける。

　簡単な問いでも、一かず大ひろは言葉に詰まる。まさか『女の子のご機嫌を取る』のが趣味とも言えないし。

　こんな時こそ助けが欲しいのに、早少女からの囁ささやきはない。

「……ふ、普通に読書とか……？」

「最近お読みになったのは？」

　お見合いというより、これでは入試か就職の面接だ。

「え……えっと……」

　さあ困った。

　実際に読んでるのはマンガや情報誌が多いけれど、そんなのを挙げたら志束からの評価がガタガタ下がる。

　かと言ってタイトルだけ知ってる本を出してもごまかしきれない。

　どうしたんだよ、早少女さおとめ。こういう時こそ、お前の助けが必要なのに。

　心の中でどれだけ願っても、メッセージは戻らない。

「あ、改めて訊たずねられると、趣味と言えるほどの読書家じゃありませんね。ははは……」

　照れ笑いでごまかすと、志し束づかの視線がますます冷たくなる。

　心配そうに真さな愛えは、こっちと志束の間で視線を往復させている。

「バ、バイトは趣味……という事にはなりませんよね。はは……」

「一かず大ひろ様は職場でも、店長の信頼厚いんですよ。厨ちゆう房ぼうを任されていますし」

「あ、そうです！　料理！　家でも、料理はよく自分でやります」

　真愛の言葉がヒントになった。これなら噓うそにはならない。どんなのが得意とか訊きかれてもちゃんと答えられる。

「へえ……お料理ですか？」

　今までとは違う、少し和らいだ表情を志束は浮かべた。

「もちろんそんな凝ったものじゃないですけどね。よく人にご馳ち走そうもしますし」

「あら？　あなたは一人暮らしのはずだけど、あなたの料理を食べるのは誰だれなの？　ご家族ではないはずよね？」

「そう言えば、わたくしも一大様の手料理をいただいた事はありませんわね。ご馳走されている方が羨うらやましいですわ」

　しまった。

　さっきまでフォローしてくれた真愛まで、志束とタッグを組んで攻めてきた。

　ここで『隣に住んでる幼なじみ』とか言うとややこしい説明が必要になるし、下へ手たしたらドツボにはまる。

「え……えっと……、クラスメイトとか。弁当作って、おかず分けたりするんですよ」

「一大様の学校ですと、そういう事は普通ですの？」

「男同士でそれっていうのは珍しいわね」

　確かに自分で想像してみると、かなり無む茶ちやなシチュエーションのような気もする。

　男子同士でおかず交換ってキモくないか、これ。

　上う手まくかわしたつもりが、どんどん泥沼に沈んでいく。

『僕は一人暮らしですから』

　その時、救いのロープが投げ入れられた。

「ぼ、僕は一人暮らしですし、料理が趣味と言ってもまだ未熟ですからね」

　友人の母親が作ったものを食べるのも参考になる──イヤホン越しで早少女から吹きこまれた通りのセリフを口にする。

「ああ、なるほど。それなら納得ね」

「わたくし、自分で料理などいたしませんから、そういう気持ちはやはり言われないと分かりませんでしたわ」

　ふぅ──平静を装おうとしても、安あん堵どの息が漏れる。

『今のうち。すぐに移動して！』

「あ、あの……たびたびで済みませんが、ちょっと失礼します」

　早少女さおとめに急せかされ、疑い顔の真さな愛えたちを残して席を立つ。

　大急ぎでエレベーターに乗る──はずが下って二つ下の階を通り過ぎたところだった。もう一基も一桁けた階を上昇中。

「どうなってんだよ、これ！」

　仕方がない。こうなったら徒歩だ。二四階まで下りなら何とかなるだろう。

　ネクタイを緩め、非常階段を駆け下りる。

　考えが甘かった。上るよりは楽と思ったけれど、実際に足を動かすと一〇階以上というのはかなりの距離だ。たどり着く頃ころには息が上がっていた。

「はぁ……はぁ……」

「何してんの？　急いで着替えて！　鷹たか奈なの後輩が、何だか怪しがってるみたい」

　座ったままヘッドホンを片耳に当て、早少女が振り返る。

　何でも、一かず大ひろの不在を気にした桃もも乃のが鷹奈にまとわりついているらしい。

「……わ、分かったけど……どうしてもっと早くアドバイスしてくれなかったんだよ」

　くたびれた体を引きずるように衝つい立たての陰に入り、汗で張りつく服を脱ぐ。

「仕方ないでしょ。下の方が面倒な状況で、そっちをチェックしてたんだから。ボクばっかり当てにしないで」

　それもそうか。手伝ってくれてるのが奇跡みたいなものなのだし。

　どうにかバタバタと着替えを終え、大慌てで部屋を飛び出す。今度は偶然にもタイミングよくエレベーターが通りかかるところだった。真まっ直すぐ地下まで下りる。

　プロレスは、ちょうど試合と試合の間の休憩時間だった。

「……ま、待たせたな。鷹奈」

　まだ呼吸が整わないけれど、駆けつける事を優先する。

「……どこ行ってたのさ、カズ？」

「怪しいですわね。おねーさまより強いはずの人が、そんなに息を切らして」

　鷹奈だけでなく、桃乃も一緒に疑いの目を向けてくる。

「……男には、話せない事も……ある」

　これも早少女が教えてくれたセリフだ。

「そ、そーだよ。何でも彼女に話しちゃうんじゃなく、ちょっと秘密がある方がミステリアスでカッコいいでしょ？　ほら、カズが帰ってきたんだから約束通り離れて」

　鷹たか奈なが調子を合わせると、桃もも乃のは不満顔で自分の席へと戻っていった。

「……ありがとう。助かる」

　桃乃には気づかれないよう、小声でフォローへの感謝を告げる。

「あ、あたしから頼んだデートだしね。でも、本当にどこ行ってたの？」

「ちょ、ちょっとな……」

「あたしにまでごまかさなくてもいいでしょ？　それに、その髪型」

　慌てて自分の頭に手をやる。

　うっかりしていた。焦ってヘアスタイルを変えるのを忘れていたのだ。走ったせいで少し乱れているのが、むしろ幸いした。

「桃乃は男の顔なんかちゃんと見ないから気づかれなかったけど……」

　さすがにマズい状況になってきた。

　普段は大おお雑ざつ把ぱなのに、どうしてこういうところはしっかり観察しているのか。

　とか思っていると、また連絡が入った。上の方がピンチらしい。

「す、すまん。鷹奈……」

「またなの？」

　もう一度席を外して、閉まりかけたエレベーターに飛びこみ、二四階まで上がる。

「やっぱり何度も席を外してるから志し束づかおばさんが気にしている！」












「なあ、早少女さおとめ。やっぱりこの作戦って最初から無理があったんじゃないか？」

「他に手もないし、やっちゃった以上最後まで行くしかないでしょ！」

　きっぱり言い切る声に送り出されて、レストランへと戻る。

「……はぁ、はぁ……申し訳ありません。何度も席を外してしまって」

　ちゃんとエレベーターを使ったのだけど、さすがに疲れが溜たまってきている。

「お体の具合が悪いのでしたら、日を改めても」

「は、はは……大丈夫です」

　心配する真さな愛えに、何とか笑顔を返す。

　ありがたい提案だけど、早少女との約束もある。今日だけで終わらせるしかない。

「真愛とつき合うのなら、身だしなみはきちんとしてもらわないと困るわ」

　席に着くと、志し束づかの鋭い視線が一かず大ひろの胸元に刺さる。

　さっき慌てて抜いたせいで、ネクタイの形が乱れていたのだ。

「問題をもっと深く考えて。あなたは本気でも、それだけで万全という訳にはいかないの。あなたが真愛と結婚するという事は、あなたの縁者がみんな天てん弓きゆう院いんと関かかわりを持つという事になるのよ」

「結婚──ですか？」

「ええ、そう。それともまさか結婚も視野に入れずに真愛とつき合っていたの？」

「い、いえ！　そんな事は……。もちろん将来の事も考えていますっ！」

　ここは力強く断言するしかない。

　こめかみに汗が浮かぶ。

　ニセ恋人なのにここまで言っちゃっていいのか。

　下へ手たしたら結婚サギ扱いされたりしないか、これは。相手は大金持ちだし。

「あなた自身は真面目まじめでも、親類の中には天弓院とのコネを悪用しようとする人が出てくるかも知れない。上流階級同士での若いうちからの婚約、家が決めた許嫁いいなずけ──個人の気持ちを軽視した古いやり方なのは百も承知よ。だけど父祖から受け継いだものを活いかし、次代に遺のこしていくためにはそういうやり方も必要なの」

「あの──志束さんご自身のご結婚は？」

　早少女からアドバイスがあった訳ではない。一大個人の思いつきだ。

　そういう事ならこの人自身が名門のお坊ちゃんとでも婚約して、財団をもり立てていけばいいのではないか。まだ二〇代だし、美人だし有能だし。

　そしたら真愛の負担も軽くなる。自由に生きられる。

「ダ、ダメよっ！」

　それまでずーっとクールだった顔が、いきなり真っ赤に切り替わった。

「わわわ、わたしは本家じゃないから財団の当主にはなれないし、周囲からいろいろ陰口言われるし──。確かに立場とか忘れて恋をしたくない訳じゃないわっ！　運命の王子様と燃えるような出会いをっ！」

　真っ赤な顔のまま、志し束づかは祈るように両手をぎゅっと握り合わせて天を仰ぐ。

　何か変なスイッチを押してしまったらしい。

「でもでもダメよダメなのよ。わたしみたいな仕事一辺倒のキツくてかわいげのない女なんか、男の人にはウケないのよっ！　だけど今財団を守れるのはわたしだけっ！」

「おばさまっ！」

　真さな愛えが目を潤ませ、志束の両手を自分の両手で包みこむ。

「志束おばさまは素敵な女性ですわ！　きっといつか本当にふさわしい方が、おばさまの前にも現れます！」

　多分真愛は気づいていない。

　彼女が『おばさま』と言うたびに志束の眉まゆがピクッと動いている事に。

　真愛としては精一杯の敬意を込めてそう呼んでいるだけなのに、志束は必要以上に自分の年齢や立場を意識してしまうのだろう。

　まだ二〇代半ばなんだからもっと気楽にすればいいのに──なんていうのは、それこそ責任の小さい庶民の勝手な意見だろうか。

　それはさておき。

　真愛と志束がふたりで盛り上がっているのなら、今がチャンスだ。

　イヤホンでも早少女さおとめが『そろそろ移動して』と催促している。

「ちょっと失礼します」

　余計な追及が入らないうちに、一かず大ひろはまた席を立って店を飛び出した。

「あの……わたくしも」

　ところが真愛も静かに立ち上がってエレベーター前まで追いかけてきた。

「お待ちください、一大様！」

　一大が乗りこみ扉が閉じかけたその時、真愛が下りのボタンを押す。

　ブビーッ！

　ブザーが鳴り響き『重量オーバーです。最後の方は降りてください』というメッセージが流れる。ケージの中には一大だけしかいないのに。

「あ……ごめんなさい。わたくしとした事がついうっかり」

　真愛が触れたら機械は故障する──これはエレベーターでも有効だったのだ。

「だ、大丈夫。もう一基あるし」

　笑顔で真愛を下がらせ、下りボタンを押しなおして隣のエレベーターを待つ。

「ですが気になって……。どうして何度も席を外すのですか？　わたくしとの、その……で、で、でぇとが耐えられないほど不快なのでしょうか？」

　真ま顔がおで、微かすかに目を潤ませてこちらを見つめる。

「そ、そんな事ないよ！」

　不審がられて当然だ。けれども説明は出来ない。

　だからただ誠実に頼むしかない。

「変に思われても仕方ない。けど、どうしてもやらなきゃいけない事がある」

「わたくしとの約束より……わたくしの恋人としておばさまにお会いするよりも大事な事なのですか？」

「同じくらい大事なんだ！　信じてほしい……身勝手な事なのは分かってるけど」

　虫のいい話だ。

　でもこう言うしかない。ただ真まっ直すぐに、真さな愛えの瞳ひとみを見つめ返す。

「わかりましたわ」

　ほんの僅わずかに首を傾かしげて真愛は微笑ほほえんだ。

「事情は分かりませんが、一かず大ひろ様がそう仰おつしやるならそうなのでしょうね。おばさまにはわたくしから上う手まく言っておきます」

「ありがとうっ！」

　思い切り頭を下げ、ちょうどやってきたエレベーターに飛び乗る。二四階へと降り、急いで会議室へ走る。

「遅いよ！　さっきすぐに移動したから、鷹たか奈なも変だと思ってるみたい！」

　即座に早少女さおとめの説教が飛んできた。

「悪い！　ちょっとアクシデントがあった！」

　ばたばた上着を脱ぎながら言い訳する。世紀末モードにコスチュームチェンジして、大急ぎでエレベーターまで駆け戻る。

　ドアの前には、背広姿のサラリーマンが立っていた。同じ階を利用してる人だろう。

「あ……どーも」

　ぺこんと頭を下げる。

　変な目で見られて当然だ。真愛相手のスタイルならともかく、こっちは明らかに会議室階には似合わない恰かつ好こうなのだから。

　ケージに乗りこんだ後は、階数表示を見つめて気まずさに耐えるしかなかった。





第９話　彼氏パンチを受けてみろ！







　今のところは何とか上う手まくいってる。

　安心すべきなのに、早少女さおとめの胸には何か灰色のものがぐるぐる渦巻いていた。

　自分は一体何をやっているんだろう？

　一かず大ひろに腹を立てただけなら、そのまま見捨ててしまえばいい。

　親友のためと自分に言い聞かせたけど、それぞれの事情まで確かめた訳ではない。

　真さな愛えの理由は、一大不在時の志し束づかとの会話でだいたい見当がついた。

『いつまで待たせるのかしら？　あんな男が信用できるの？』

『ええ。職場でも一大様は店長にも信頼され、重要な仕事を任されてますわ』

『あなたが彼に好意を持っているのは分かるわ。でも好き嫌いのワガママが通る立場でない事も理解してちょうだい。それより先週見せた写真の──』

『お見合いの事でしたら結構です。本人が席を外しているからと言って、わたくしの見み初そめた方との会食中に、そんな話はしないでください』

　彼女が以前から見合いの勧めを嫌がっているのは知っている。一大とつき合っているという事にして、それから逃れたいのだろう。

　だけどもし本当に真愛が一大の事を好きだったら？

　そんな不安を感じてしまう理由は何なのか。

　親友が不実な男にひっかかってしまう事への不安？

　それなら自分はどうしてその後押しみたいな事をしているのか。

　鷹たか奈なの方は一体どんな理由があるのだろう。

　真愛とのデートをするのが志束対策だし、あの後輩が鍵かぎかも知れない。

　ブローチに仕掛けたマイクに繫つながった三番ヘッドホンを耳に当てる。

　会場の喧けん噪そうに鷹奈の歓声が混じるだけ。情報は拾えない。

　ようやく一大が到着したようだが、周囲の声が大きくてマイクが音を上手く拾えない。

「……もうっ！」

　自分で自分が分からなくなり、早少女はぶんぶんと頭を振った。

　真愛の方の状況を確認しようと、ヘッドホンを取り替える。

　ガタッ！

　一瞬の間かん隙げきに聞こえた、イスの揺れる音に振り返る。

　人影が間近に立っていた。

　一大ではない。彼の声はマイクが拾っている。それに体格も風ふう貌ぼうも全然違う。

「へ。へへ……会いたかったよ、くららちゃん……」

　男の姿を視認した瞬間、早少女さおとめの息が止まった。

　忘れようとしても忘れられない、心の片隅に焼きつけられた刻印。

　くらら──『手づくり天使クラフトくらら』

　それは小学生の時に主演していた子供向け教育番組だ。

　アニメと実写を組み合わせた構成で、両方のパートで早少女は主人公を演じていた。

　だが、その番組は人気絶頂の中で急きゆう遽きよ打ち切りになった。

　ヒロイン役の早少女がストーカー被害に遭ったから。

　家族の不在時に自宅にまで忍びこんだ男を、帰宅した早少女が最初に発見したのだ。

　悲鳴を聞きつけて近所の人が駆けつけてくれなかったらどうなっていたか。

　大きなニュースにはならなかった。罪状としては単なる住居不法侵入だし、犯人も未成年だったから。

　小太りだけど血色は悪く、べったり脂じみた髪を肩口まで伸ばしている。

　悪夢の中に焼きついたあの時の顔に、しっかり五年分の年齢が上乗せされている。

　隠しマイク三つのモニタリングに神経を集中していたせいで、入ってきたのに気づかなかったのか。一かず大ひろの出入りの便を考え、扉には施錠していない。

「……くららちゃん、水くさいよ。活動再開したなら、僕にも教えてくれる約束でしょ？」

　そんな約束などしていない。

　逃げ出したい。だけど足が震えて動かない。

　叫んで助けを呼びたい。だけど喉のども肺も強こわ張ばって思い通りにならない。

「どうして芸名変えたの？　そんな事をしたって声だけで僕はすぐにくららちゃんだって分かっちゃうのに」

　復帰後のどれかの番組を見て、この男は気づいたのだ。新人声優さつきほしみが、かつての子役星ほし川かわ早少女である事に。

　下校途中で感じた嫌な視線もこの男。今日も尾行してここを探り当てたのか。

「……嫌……来ないで……」

　絞り出せたのは、小さな声だけ。

　トラウマは振り切ったはず。恐怖を乗り越えたからこそ、中学時代は引きこもりだったけれど今は声優として復帰できたはずなのに。

「大丈夫だよ、くららちゃん。僕はロリコンじゃないから……。くららちゃんが高校生になったからって嫌いになったりしない。今のくららちゃんも大好きだよ」

　呼吸が荒い。まだ臭においが届くほどの距離ではないのに、男が吐く息に生臭さが混じっているような錯覚を起こす。

　どこに隠していたのか。ストーカーの手には小さなナイフが握られていた。

「……嫌……来ないで……」

　距離を開きたかったのに、体がいう事を聞かない。

　イスから立とうとした時に足がもつれ、早少女さおとめは転んでしまう。

「きゃっ！」

「成長したくららちゃんを……ちゃんと確かめさせてよ」

　男の手が伸び、早少女の胸元を強く引っ張る。

　シャツのボタンが弾はじけ飛とんだ。




「カズ！　どこ行ってたのさ？」

「すまん」

　唇を尖とがらせた鷹たか奈なに言い訳しないのは、桃もも乃のが隠れて見ているのを警戒したからだ。

　こっちではあくまで渋く、寡黙に、強そうに。

「最後の試合くらいは一緒に見てよね。ほら、始まった！」

　いきなり機嫌の直った表情で鷹奈はリングを指さした。

　小さなインデペンデント団体でも、さすがにファイナルは実力者が登場する。

　間合いを計ってローキックを中心とした打撃戦から、相手の隙すきを見て一気に組み付いてグラウンドの攻防。再び立ち上がり、プロレスらしい派手な投げ技の応酬。

「いいぞーっ！　そこっ！　ああーん、惜しい～っ！」

　隣の大声はもちろん、周囲の声援がすごくてイヤホンの音声もロクに聞こえない。

　試合に熱中している間は、特に面倒な助言は必要ない。問題は真さな愛えへの緊急呼び出しくらいか。とりあえずは間隔が開きすぎないように注意して──。

　考えていると、リング上の両選手が距離を取りにらみ合い状態になった。

　観客のハイテンションが一瞬凪なぎ、イヤホンの音が一かず大ひろの鼓膜を打つ。

『……くららちゃん、水くさいよ。活動再開したなら、僕にも教えてくれる約束でしょ？』

　知らない男の声だった。

　何だ？　何があった？

　音が遠い。マイクに向かっての喋しやべりではなく、離れた音源が拾われている感じだ。だからさっきまでは周囲の騒音に紛れて聞こえなかったのか。

　早少女が声のプロでも、今のは間違いなく男のものだ。作った声色じゃない。

　あの部屋に、本来早少女以外の人間がいるはずはない。

　彼女をくららと呼ぶこの男は何者だ？

　何があったのかは分からない。

　だけど何かが起きているのだけは確かだ。

　そしてその何かがまだ終わっていないという事も。

　早少女が、助けを呼ぶことさえできない事態が続いている。

『きゃっ！』

　小さな悲鳴だ。

　早少女さおとめらしくない。弱々しく、マイク越しでなければ聞こえないほど小さな──演技で強調したのではない、本心から助けを呼ぶ叫び。

　思わず一かず大ひろは立ち上がる。

「ど、どうしたの、カズ？　いいとこだよ？」

「悪い、鷹たか奈な！　ちょっと急用！」

　渋めの低音を作る余裕はもうなかった。

「さっきから急用急用って、今日はあたしとのデートでしょ！」

　鷹奈の目はリングを見ていない。ぎゅっと手をつかまれる。

　意外に強い力と、意外に柔らかい感触。

「あたしとのデート中なのに、他に大切な事があるの？」

　真まっ直すぐな視線が一大の胸に刺さる。

　桃もも乃のに見せて納得させるためのニセデートのはずだ。なのにどうして、鷹奈はこんな目で自分を見つめるのか。

　気になるけれど、今はそれより早少女だ。

「悪い。埋め合わせは必ずするっ！」

「カズっ！」

　鷹奈の手を強引に振りほどき、喧けん噪そうの中をダッシュする。

　人目も気にせず全力でエレベーターに駆け寄るが、二基並んでいるうちの片方はどこのフロアのランプもついていない。

　扉には紙が貼はられていた。

『ただいま不具合が生じたため運転を休止しております。お客様にはご迷惑をお掛けしますがご了承ください』

　しまった。さっきのアレだ。

　残る一基は三階から四階へと上昇したところだ。数字が点滅し、五階でまた停とまる。

　この調子でちまちま何階まで上がる？　降りてくるのを待っていて間に合うか？

　考えるより先に体が動いた。

　何のために二本の脚がある？　エレベーターがダメでも階段があるじゃないか！

　下りでもきつかったのに二倍の距離なんて事実は頭から吹っ飛んだ。防火ドアを押し開け、薄暗い非常階段を二段飛ばしで駆け上がる。

　踊り場を何度も折り返す。

　地下から地上へ。六階、七階──まだ半分にも届かない。

　それなのに太ふと股ももの筋肉が、膝ひざの関節が、心臓と肺がもう悲鳴を上げている。

　バカ野郎。もっと急げ。

　声を出す余力もないから、心の中だけで自らを罵ののしり、魂のケツをひっぱたく。

　九階、一〇階。やっと二桁けた。酸素不足で頭がぼうっとしてくる。顔中に汗がしたたる。

　踊り場でカーブしようとした時、足が滑った。

「！」

　全身が床に叩たたきつけられ、あちこちの骨が衝撃で震える。

　勢いが途切れた瞬間に疲労が全身にのしかかる。体が砂袋になったみたいに重い。

　転んだ勢いでイヤホンが外れ、懐に隠していた受信機が床に転がる。

「畜生……っ！」

　あえぐ肺から声を絞り出し、萎なえたがる腕に力を込めて立ち上がる。

　この程度で音ねを上げるな。

　女の子に親切？　嫌われたくない？　平和な時にそう言うだけなら簡単だ。

　女の子が──大切な人が本当にピンチの時こそ助けなきゃいけないだろ！

　それから逃げてたら、ニセでも彼氏の資格はない。

　できる事だからやるんじゃない。

　やらなきゃいけない事、やり抜きたい事だから実行するんだ！

　よろよろと足を踏み出し、必死に速度を上げる。疲れた歩きをもう一度加速し、何とか走りと呼べるレベルに引き上げる。大股で階段を上り続ける。

　二二階、二三階──二四階！

　よろけるように廊下に飛び出し、殴るような乱暴さで会議室のドアを開ける。

「……早少女さおとめっ！」

　息が切れて叫びが叫びにならない。

　まつげに汗が落ちて視界がぼやける。

　早少女は壁際に追い詰められていた。シャツは引きちぎられ、ブラが露出した胸元を両手でガードしている。

「……か……一かず大ひろ……っ！」

　震える声は弱々しく途切れている。

　いつもなら怯おびえた小声でもはっきりと『怯えた小声』らしく聞こえるように出すはず。

　普通の女の子みたいな声が、不安と恐怖をはっきりと一大に伝えてくる。

「な……何だよ、お前は！　僕とくららちゃんの邪魔をするのかっ？」

　謎なぞの暴漢が振り返る。

　手にしたナイフが、光を反射して光る。

「くららって何だよ！　早少女から離れろっ！」

　大声で怒鳴ろうとしても息が上がったままだ。迫力はでない。

「……うるさいっ！　僕のくららちゃんだ！　お前は出て行けっ！」

　一かず大ひろに向けられたナイフの切っ先はぶるぶるブレている。

　落ち着け──己に言い聞かせる。

　相手も素人しろうと。女の子に迫る不ふ埒らち者の相手はバイトで経験している。

　素人が凶器を持っている方が怖いという事実は、無む理り矢や理り心の棚に放ほうり上げる。

「誰だれが出て行くかよ。その子は──くららじゃない、星ほし川かわ早少女さおとめだ！」

　くららというのが何なのか知らない。

　そんな事はどうでもいい。

　それより確かな事がある。

「オレの彼女に手を出すな！」

　ありったけの大声で断言する。

「かかってこい、このヘタレストーカー野郎！」

　正体不明だけど、多分ストーカーなのは鉄板だ。

「……き……っ！」

　ストーカー男の顔色が変わる。血が上ったのだろうが、元々が青ざめた土つち気け色いろなので赤とは言えない妙な色合いだ。

「わぁあああっ！」












　ナイフを突きだしたまま、飛びかかってくる。

　両脚は肩幅。半はん身みに構え、腰は意識的に落とし、拳こぶしを握りしめて腰の位置に引く。

　練習を重ねた自信なんかない。だけど絶対効きくという暗示を自分にかける。

　大丈夫。一撃必殺だ。

　これは──恋人を守るための拳なのだから。

「はあっ！」

　目を閉じず、逸そらさず、ありったけの力と気持ちを込めて、正せい拳けんを放つ。

　げしっ！

　一かず大ひろのパンチはストーカーの顔面を直撃していた。

　ナイフの切っ先は肩のプロテクターが受け止めている。

　平和な現代じゃ無用のコスチュームは、平和じゃない状況ではちゃんと実用品だった。

　クリーンヒットを受けた男は大の字に倒れ、天井を仰いだ。

　当たり所がよかったのか、見事に気絶している。

「は、はは……。やった……！」

　一気に疲労が襲ってきて、一大はずるずると崩れるように座りこんだ。

　何しろ地下二階から二四階まで一気に駆け上がったのだ。

　今度こそもう立ち上がれない。

「……大丈夫か、早少女さおとめ……？」

　空っぽの肺から息を絞り出し、何とかそれだけ確かめる。

「う……うんっ！」

「恋人だなんて宣言しちゃって、悪かったな。ごめん」

　あの時はああ言うのが一番だと思ったのだ。

　男を挑発して注意を早少女から引きはがすため。そして習いたての正拳突きに必殺の気合いを込めるため。

　いや。

　これも全部後付けの言い訳だ。

　考えるより先に、口が動いていたのだから。

「……べ、別に構わないよ。それで助かったんだし……」

「今日の手伝いでオレとの関係は終わりって言ってただろ？　だったらまだオレはお前の彼氏だよ。ニセだけどな。だったら彼女のピンチには即座に駆けつけなきゃダメだろ」

　それだけ言うと疲れ切った体を立ち上がらせ、重い足取りでドアに向かう。

「ちょ、ちょっと！　どこ行くの？」

「上と下のデート……何とかしなきゃ……まだ終わってないから」

　身の危険が迫っていた早少女を最優先した。その判断が間違っていたとは思わない。

　だけど真さな愛えと鷹たか奈な、それぞれと交わした約束が残っている。

　これを蔑ないがしろにしたら、ニセ恋人失格どころか『いい人』の看板も返上だ。

　廊下の壁に寄りかかって進み、エレベーターを待って真愛のところへ戻る。さすがにまた階段を駆け上るだけの気力も体力もない。

「……お待たせしてしまって、申し訳ありません。その、ちょっと……」

「一かず大ひろ様、それは……？」

　レストランで待っていた真愛が、きょとんと目を丸くする。

「その格好は何ですか？　長く席を外した事も含め、きちんと説明してもらえますね？」

　蔓つるに手を当ててメガネの位置を直しながら、志し束づかが語気を尖とがらせる。

「あ……」

　着替えてなかった。

　さっきの髪型どころの話ではない。

　暴漢を倒して緊張が緩んだし、疲れきっているせいもあって、頭がボケていた。

　今の服装はレザーの上下に肩プロテクター、髪もぼさぼさの鷹奈用モードのままだったのだ。おまけに言い訳できないレベルの汗まみれ。

　ドレスコードで門前払いされなかったのは店員が何度も出入りする一大の顔を覚えていたのか。それとも異様なコスチュームに何も言えなかったのか。

「えーと……」

　ダメだ。脳に充分な酸素が回らない。

　どう言えばこの無む茶ちやな状況を切り抜けられる？

　パニック寸前の一大のポケットで、ケータイが鳴りだした。

「あ、はいっ！」

　混乱しているため、うっかり反射的に取ってしまう。

『ボクだよ。すぐにこの電話、志束さんに回して』

「え……？」

『いいから早く！』

　疲れ切った頭では判断さえままならない。言われた通りケータイを志束に手渡す。

「代わりましたが」

『あ、どもどもー。アタクシ、ＭＦＪテレビのディレクターで如月きさらぎと申します』

「わたしは──」

『実はですね。新番組〈突撃衝撃映像・仕込みなしっ！〉の撮影中でして』

　声色は大人っぽいのに頭悪そうに、相あい槌づちを打つ間まさえ与えずに早口でまくし立てる。

『協力してくれるシロートさんが見つからなくて困ってたんスけど、お連れさんがつかまりましてね。このままじゃスケジュール押しちゃってアタクシの立場がないところでして。まだ撮影中なんスけどね。連れに説明しないとまずいって言われちゃいまして』

「当たり前です！　そもそも最近のテレビは──」

『ぶっちゃけアタクシたちもまずいとは思ってんスけどねー。上が予算削れってうるさいし、ひな壇芸人ばっかじゃワンパターンで、結局シロートいじりが早いって事に』

「もういいです。あなたの声を聞いていると、不愉快になります！」

　通話を打ち切り、志し束づかはケータイを一かず大ひろに突き返した。

「ご、ごめんなさい。今日中じゆうに撮れないとクビになるとか言われて仕方なく……」

　真さな愛えには電話をかけられないので連絡が遅くなったと説明し、深々と頭を下げる。

「……確かにテレビ番組か何かでもないと、その服装はあり得ないわね」

　ため息をこぼしつつ志束が納得する。鷹たか奈なの無む茶ちやなセンスによるケガの功名だ。

「言った通りでしょう？　一大様は困っている人を見捨てられない誠実な人なんです。おばさまだって先ほど、約束はちゃんと守るようにと仰おつしやってたじゃありませんか」

　微笑ほほえむ真愛が事情を知らないまま話を合わせてくれているのか。それとも本当に今の説明を信じているのか。一大には判断できない。

「分かったわ……。とりあえず今日の会食はこれで終わりにしましょう」

「え……？　それでは……？」

　真愛が不安そうに志束を見る。

「少なくとも真愛があなたを心から信頼している事、そしてあなたが真愛の言う通りの人間である事は間違いないようね」

「おばさま、それでは？」

　曇りかけの表情が、ぱっと晴れる。

「まだ完全に認めた訳ではないわ。とりあえず今のままのお付き合いは許可します」

　もちろんバイトも続けてよい。見合い話も当面は断る事も志束は約束した。

「八や木ぎ本もと君、急ぎなさい。さっきのディレクターを待たせているんでしょう？　そんな格好で立っていられたらお店にも迷惑だし」

「は、はいっ！　今日の埋め合わせは必ず！　真愛さんも、それじゃあね！」

「はい、一大様。今度の機会を心待ちにしておりますわ」

　背筋を伸ばし、深々とお辞儀をしてから一大はレストランを後にする。

　最後にちょっと聞こえてきた志束の声──婚約がどうの──という話には多少の不安を覚えないではないが、今日の課題の半分はこれでクリアだ。

　エレベーターで一気に地下まで降りる。

　既に試合は全部終わっていた。

　人も疎まばらなイベントホールのロビーでは、不機嫌そうな鷹奈が仁王立ち。その腕には笑顔の桃もも乃のがコアラみたいにしがみついている。

「……一かず大ひろ、どこ行ってたのさ！　一緒に見たかったのに……。急に出て行って……」

「ほら。やっぱりこんな男はおねーさまにふさわしくありませんわっ！　恋人にはどうかこの羊ひつじ飼かい桃もも乃の！　羊飼桃乃に清き一票をっ！」

　こっちもこっちでマズい事になっていた。

　困っているとまた早少女さおとめからケータイに着信し、言われた通りに鷹たか奈なに手渡す。

　桃乃も鷹奈に頰ほおを寄せて、一緒に音を聞こうとする。

『おにーちゃんのおともだちのひと？　おにーちゃん、すごくつよいね。ありがとー』

「え？　何？　どういう事？」

　今度は思いっきり子供っぽい口調。幼稚園児か小学校入りたてという雰囲気だ。ただし歳としの割には聡そう明めいなイメージで、説明は不自然にならない程度に巧みに整理されている。

　今度早少女がでっち上げたストーリーは、小さな女の子が迷子になったところを変な男たちに連れて行かれそうになり、突然現れた一大に救われたというものだった。

「……こ、これは……本当にそうなの？」

　桃乃が疑いの目で一大をじろじろ見る。

「ほ、ほらねっ！　カズはあたしの彼氏なんだもん。本当に強くて、正義感があって、頼れる人なんだから。言った通りでしょ！」

　強さの保証に、鷹奈が軽く握った手の甲で一大の胸を打つ。

「んぐっ！」

　本人は軽く叩たたいたつもりだろうが、肋ろつ骨こつが折れて肺が潰つぶれるかと思った。

「きょ……今日のところは許してやるわっ！　子供のピンチを見捨てる男がおねーさまにふさわしくない事くらい、あたしだって分かるもんっ！」

　捨てゼリフ──だろうか──を残し、桃乃は勢いよく走り去った。

　一大は安心して肩を落とす。

　あの子が完全に諦あきらめたとは思えないが、当面は鷹奈にはお似合いの彼氏がいるという事実を信じてくれるだろう。

「訊きいていい、カズ？」

　すっかり機嫌がよくなった鷹奈が訊たずねてくる。

「女の子助けたのは本当としても、どうやった訳。あんた、弱いじゃん」

「お前から教わった正せい拳けん突きだよ。あれがいきなり役立った」

　空くうに向け、パンチを繰り出してみる。

「それはいいとして、何でいきなり子供が危ないって分かったの？」

　しまった。そっちの説明は考えていなかった。

「カ、カンだよ、カン！　眉み間けんのあたりにピーンと電光が迸ほとばしった感じでさ……」

　このごまかしが精一杯だった。

「そっかぁ！　やっぱりね、うんっ！」

　だが鷹たか奈なはいきなり信じてしまったようだ。にまっと笑って、何度も一人で肯うなずいている。

「そういう直感っていうのは一流の武道家には必要だからね。やっぱりカズ、素質あるんだよ。正せい拳けん突きだけじゃ足りないね。これから毎日あたしが鍛えてあげる！」

「ちょ、ちょっと待て！　何でそうなるっ？」

「だってさ。もっと強い方があたしの彼氏としてそれらしいじゃない？　あ、彼氏って言ってもニセだって事は忘れないでよね！」

　妙に嬉うれしそうに鷹奈は一かず大ひろを見上げる。

　そう言えば真さな愛えの件もまだ完全決着じゃない。

　今日の難局は乗り切ったけれど、まだまだ面倒は続きそうな気配だった。





エピローグ







「んっ！　いい空気っ！」

「待ってくれよ。星ほし川かわって意外に足速いんだな」

　木こ立だちの中の遊歩道を抜けると、晴天の下には緑鮮やかな芝生が広がっている。

　ダブルデートの翌日──創立記念日に街外れの公園にまで早少女さおとめに呼び出された。

　筋肉痛が残っているので、軽やかに走る彼女を追いかけるのは結構きつい。

　平日なので人影は少なかった。

　ひなたぼっこをしている老人、犬を散歩させている人、ポータブルオーディオでダンスの練習をする若者──そんなのが疎まばらに散らばっているだけだ。

「早少女、でしょ？」

「え？」

　立ち止まり、短めのスカートを翻ひるがえして振り返った早少女は自分自身の名前を呼んだ。

「星川じゃなくて、早少女。ボクたち、恋人同士なんだからね。ニセだけど」

「ええっ？　でも……」

　予期せぬ言葉に戸惑う。

　三みつ股また（？）が発覚したから彼氏役はお払い箱。昨日の協力が最後。そう言ったのは彼女の方ではなかったか。

　今日も、こってり叱しかられて真さな愛えや鷹たか奈なとの今後について何か言われると思ってた。

　変な事も要求されていたし。

「えっと……ね」

　照れているような。それでいてちょっと悪戯いたずらっぽい表情で、早少女さおとめは一瞬だけうつむき、再び顔を上げて一かず大ひろを見つめる。

「昨日のデートって二人の方から頼まれて引き受けたんでしょ？」

「ん……まあ、な」

　バレてるなら頑かたくなに隠す必要もないが、胸を張って肯定する話でもない。

　鷹奈と真愛、それぞれの細かい事情まで喋しやべっていいのか判断できないし。

「だから許せないって言ったのは無し。ボクの課題はまだ解決してないんだからね」

「まあそういう事になるか」

　お見合いの勧めをはね除のける。迫り来る百ゆ合りっ子後輩を門前払いにする。

　二人が恋人アリを装わなければならない事情は、完全ではないにしろ片付けた。

　だけど恋愛の事を学びたい、体験したいという早少女のテーマはまだ達成されていない。

「改めて他のパートナーを探すのも大変だし、口の堅さとかつき合いの良さとか、一大より都合のいい男ってそんなにいないだろうしね」

　がっくり肩を落とす。

　いい男とは言われたいけれど、都合のいい男と言われて喜ぶ奴やつはいない。

「それともうひとつ」

　早少女はバッグからレジャーシートを取り出し、日向ひなたの芝生の上に広げた。

「真愛と鷹奈は昨日ちゃんとデートしたでしょ？　考えてみたらボクだけ黒子として手伝っただけなんだよね。だから今日はその埋め合わせ」

　言われて初めて意識する。

　襟えりぐりが広く開いたプルオーバーから肩かた紐ひもを覗のぞかせ、短めのスカートにニーソックス。

　場所に合わせてナチュラル＆リラックス路線だけど、半分作業着みたいな昨日に比べてずいぶんおしゃれな格好だ。

「ほら！　座って座って！　それから、ボクの注文を出す！」

　言われた通り早少女の隣に座って、電話で命令されたものを取り出す。

「わぁお！　本格的だね！」

　早少女が目を輝かせたのは、重箱だった。

　一大はお弁当を作ってくるように命じられたのである。

「これしか入れ物がなかったんだよ」

「じゃあ遠慮なく。いっただきまーす」

　子供みたいに元気よく宣言し、早少女さおとめはフタを開けた。

　中身は半分が普通につめた白いご飯で、残りがおかずだ。

「ピーマンの肉詰めにこっちはカレー風味のポテトサラダ？　うん、美お味いしいっ！」

「あ、ありがとう。でも、何でいきなり弁当なんだ？」

　女の子に手料理を食べさせるなんて鷹たか奈なで慣れているはずなのに、こうして早少女が目の前で食べて、喜んでいると妙に照れくさく──そして嬉うれしい。

「だってデートしたいとか言ったら、一かず大ひろはひと晩しかなくたってボク向きの無難なコースとか必死に調べるでしょ？　それじゃ面白くない」

　もぐもぐとイカカツを嚙かみながら、早少女が笑う。

「ボクね。ひとつ悟った事があるよ。理解してもらって、気遣われるのは嬉しい。けど相手の事だって当然知りたくなる。相手が合わせてくれるだけじゃ、いつまでも恋人の事を理解できないからね。あ、この場合恋人って言ってもニセだけど」

　最後の一言を強調する。

「最近は料理男子ってモテパターンだし、一大の得意技でしょ？　だったらそれを活いかさないのは一大の損だし、味わわないのはボクの損」

「そういうモンかなぁ……」

「彼女にお弁当作ってもらいたいって夢もいいけど、自分のお弁当を彼女に食べさせたいっていう夢の方が一大らしいよ、きっと」

　確かにそれは楽しそうだ。

　いや。その夢はひょっとしてもう叶かなっちゃったのか。

　でも彼女はニセ恋人だ。自分は練習用のニセ彼氏。

　今日だってニセ恋人継続宣言と、昨日の埋め合わせが目的だろうし。

　どっちの、どっちへの埋め合わせかは分からないけれど。

「あ、そうだ！　せっかくのお弁当なんだから、ついでにもうひとつ男の子の定番ドリームを叶えてあげようそうしよう☆」

　何を思いついたのか。早少女は炒いためたウインナーを箸はしでつまみ上げた。

　それを一大の鼻先に差し出す。

「はい。あーんして」

「バ、バカっ！　何やってんだっ？」

　人ひと気けが少ないとは言え公園の真ん中だ。誰だれかに見られたら恥ずかしすぎる。

「いいじゃない。いかにも恋人って感じで。学校の屋上でやるよりマシでしょ？」

　やってる早少女も決して平静ではない。軽口叩たたいていても顔は真っ赤だ。

「ほら。あーんしてってば」

「わ、分かった……っ！」

　覚悟を決め、口を開き、ソーセージをぱくりと一口で飲みこむ。

「あっ！　いけない！」

　早少女さおとめが、不意に声を上げた。

「どうした？」

「定番の『ねえ、美お味いしい？』が訊きけないっ！　作ったのは一かず大ひろ自身なんだから」

「やらせる前に気づけーっ！」

「じゃあ次はちゃんとボクが作ったのでやろうよ。そうだね。屋上じゃ他人の反応が分からないから、恋愛の勉強としては教室で実行した方がいいのかな？」

「やーめーてーっ！」

　思わず一大は絶叫する。ニセ恋人としての受難は三件ともまだまだ続きそうだ。

「約束だし、頑張ってよ」

　笑いながら早少女はバッグからＩＣレコーダーを取り出す。

　動いた弾はずみに、二人の膝ひざが触れ合った。











（終）














あとがき




　初めまして、岸きし杯はい也やです。

　いろいろご縁あってこうしてＭＦ文庫Ｊでお目見えする事となりました。以後お見知りおきの程をよろしくお願いいたします。




　さて、手元の辞書によると『修しゆ羅ら場ば』という言葉は本来阿あ修しゆ羅ら王おうと帝たい釈しやく天てんが戦う場所であり、血みどろの戦場という意味です。

　という訳で本作は仏教風の世界を舞台に、主人公が血みどろのバトルを繰り広げるシリアスハードバトルファンタジーロマンアクション巨編です！

　……ウソです。

　もちろん三角関係四角関係がもつれたり、浮気がバレちゃったり、そう意味での修羅場にちなんでこのタイトルが選ばれました。

　三〇以上の候補の中から、編集長＆担当さんを交えた熱い話し合いが重ねられた末に選出されたんです。

　ところがですねぇ……。

　今調べたら、辞書には『そっちの意味』が載っていなかったんですよ！

　何という理不尽！

　何という不可解！

　何という手抜き！

　全ての国語辞典に『修羅場とは色恋沙汰に端を発する男女のもめ事の現場である』という事が記載されるまで、我々は戦い続けなければなりません！

「じゃあこの本の修羅場はどうなんだ」と全国八億五千万人（日本の総人口より多いぞ。おい）の修羅場ファンの皆さんに訊ねられたら……まあ、読んでお確かめくださいとしか言えません。

　ただ僕としては一巻はまだ序の口のつもりです。

　各ヒロインが『自分こそ本命』と思っている状態がずーっと続き、人間関係がグツグツ煮詰められてからとうとう大爆発……というところまで持って行きたいですね。

　もっとも三人の女の子がどのくらい本気なのか、まだ謎だったりしますけど。

　続きが出せるかどうかは一五億四千万人（いつの間にか増えてねえか？）の修羅場ファンの皆様のご声援次第でございます。

　世界は修羅場を待っている！（実はこれ、ボツになったタイトル案の一つです）




　さて月並みな言い方になっちゃいますけど、この本はもちろん僕一人の力で出せた訳じゃありません。

　原稿を書いている途中でプリンプリン様のキャラデザが先に上がってきたのですけれど、これがもう素晴らしくて素晴らしくて！

　早少女さおとめの地味メガネモードから本性へのナチュラルでありながら華麗な変身とか、道着姿の鷹たか奈なの胸とか、真さな愛えのメイド服とか、萌もえ転がさせていただきました。

　執筆を進めるエネルギーになったのはもちろん、制服のデザインなど本文にも取り入れてます。特に桃もも乃のは絵のおかげでイメージが固まったようなものですね。

　担当のＫさんにもお世話になりました。

　最初の打ち合わせの際、メディアファクトリーの会議室で三時間も激論を交わしたのを皮切りに「もっとテンポよく」「サービスシーンを増やして」と尻込みする僕を後押ししてくれました。

　ある意味で最も大胆な問題シーンである『お風ふ呂ろ上がりの鷹奈』はＫさんの果敢なプッシュがなければ生まれなかったかも知れません。




　結局のところこの本はかわいい女の子がいっぱい出てきて、その女の子に囲まれながらちょっと困った事になっちゃった男の子が一所懸命頑張るお話です。

　まあ世の中辛つらい事や困った事、思い通りにいかないめんどくさい事はいろいろありますけど読んでちょっとでも笑顔になったり、勇気が出たり、誰だれかに優しくしようと思ったり、頑張る気になったり──。

　とにかく気持ちをリフレッシュする助けになれれば、こんなおバカな話を書いた甲か斐いがあるってもんです。




　ではまた次の本でお会いしましょうっ！











二〇一一年三月　　岸きし杯はい也や











　著者

　岸 杯也（きし・はいや）

　　ある寒い雨の日、段ボール箱の中で泣いていたところを、ワルぶっているけれど実は優しくてピュアな編集者に助けられて現在に至る。

　　ストレスに強く、あまり吠えない性質のため室内飼いに適している。




　イラストレーター

　プリンプリン

　　１９８ｘ年１月12日生まれの自称Ｂ型。

　　京都でセキセイインコの体臭に包まれて生活してます。

　　最近もじぴったんＤＳに再熱中。




　　代表作

　　ぷれいぶっ！（電撃文庫）　挿絵

















　　カバー・口絵・本文イラスト／プリンプリン

　　装丁／清水大輔（design CREST）











しゅらばら！








岸 杯也
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